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第一話　フィアンセは若わか女将おかみ!?





　十月に運動会が多いのは、晴れの日が多いからだそうだ。

　しかし、春はる紗しや学園では運動会と文化祭が合体した「春はる紗しや祭さい」が十一月に行われるので、十月はひたすらその準備期間となる。

「なあ、座ざ堂どう。ギターで足の指を使うときって、靴下は脱いだほうがいいのかな？」

　階段下の倉庫を利用した軽音楽部の部室で、高等部一年二組の新あら木き陣じんがギターを片手に、真剣な表情でたずねた。両親が考古学者で自分も考古学に興味のある彼は、楔くさび形がた文字は読めるが空気は読まない。ついでにギターのコード表も読めないらしい。

「……その質問の意味が全まつたく理解できないのは、わたしが無知なのか庶民がバカなのか、どっちなのかしらね？」

　ガラス細工のように華きや奢しやな美少女が、磨きぬかれた水晶を思わせる澄みきった瞳ひとみで、冷ややかに陣をにらんだ。あきれたように頬ほお杖づえをつくと、絹糸のような長い髪がゆっくりと流れて、サラサラと優しい音を立てる。

「左手の指は五本だろ。六本の弦を押さえようと思ったら、足の指から一本借りないといけないだろ。それ以前に、ギタリストって体の柔軟性も才能のうちなんだな」

　陣じんは、なおも真剣な表情で考えこんでいる。少女は、苦々しい表情で額を押さえた。

「気持ち良さそうに勘違いしてるところ、空気を読まずに本気で答えさせていただくけども。庶民、それＡマイナーのセブンスコードでしょ」

　彼女は陣のクラスメイト、座ざ堂どうシエラだ。軽音楽部ではボーカルをつとめ、実家は大金持ち、育ちはセレブ、美人で可愛かわいくて優しくて優等生で学園じゅうの憧あこがれのまと……という、その人生の充実度たるや「望もち月づきの欠けたることの無しと思へば」レベルのシエラだが、周囲の期待にこたえるために分厚い猫をかぶりまくっていることを陣は知っている。

「すまん、俺おれにはおまえが何を言ってるのかがわからない」

「セブンスコードは四個の音からなる四和音のことよ。Ａマイナー７は、まず五フレットの弦を六本とも全部人差し指で押さえて、次に薬指を……」

「それ、人差し指が六本必要なんだが。あっそうか、トーレムに一本手伝ってもらうか」

『ぷ……ぷきゅ？』

　机の上に座っていた、小さな陶器のこんな顔をした人形が、焦って自分を指さした。シエラの魔法で作られた陶器のゴーレムで、陶トーレムという。シエラが魔法を使えるランプの魔神の末まつ裔えい（しかもメイド服着用）であることは秘密だから、トーレムもふだんはただのゆるキャラストラップとして、シエラの携帯電話につながれている。

　本気でトーレムをつまみあげようとした陣の手の甲に、シエラは軽くしっぺをした。

「どうしてそうなるのよ、朝出かけるときに頭に脳ミソ入れてくるの忘れたの？」

　シエラが猫っかぶりだということは、陣はよく知っている。だがそれだけでなく、今日みたいに二人きりになるとシエラはその鉄壁の猫の皮をいさぎよく脱ぎ捨ててしまうことも、悲しいことに陣だけがよく知っている。

「おまえなあ、春はる紗しや学園のアイドルがそんな毒舌吐いていいのかよ」

「何よ、庶民の前で何を遠慮することがあるっていうの？」

「ひとを庶民呼ばわりするのも何だかなー」

「しのごの言わずにコードの練習を続けなさいよ、足の指は要らないからしまって！　トーレムも手伝わなくていいから！」

『ぷきゅっ！』

　シエラに命令されたトーレムは、携帯電話を引きずりながら陣から離れた。

「だって、一本の指で六本の弦を押さえろだなんて、数が合わないにもほどがあるだろ」

「人差し指をまっすぐ伸ばして、指の腹全面で弦を押さえるようにすれば……ほら、こうしてこうして」

　シエラはパイプ椅い子すごと移動して陣に近づくと、彼の左手の人差し指をつまみ、ギターの弦の上に導いた。

　シエラの指は白く柔らかく、すべすべとしている。陣じんのギターに手が届く距離まで移動したため、スカートに包まれたシエラの太ももが、陣の太ももにちょっとだけふれる。

（ち……近い！　これはちょっと近すぎる！）

　陣は緊張して、息をのんだ。シエラがちょっと動くと、彼女のひざが陣の足を優しくなでる。陣は緊張して、凍りついたように一ミリも動けなくなってしまった。

（近すぎるって！　こいつ、意識してないのか？　お嬢様とは思えないぐらい口が悪いけど、でもやっぱり座ざ堂どうってお嬢様なんだよな。口が悪いだけで、世間は知らないしスレてもいないから、男子との距離の取り方もわかってないっていうか……ふつうの男子は、座堂にあこがれすぎて恐れ多くて近寄れないせいか？）

　すぐ目の前に、シエラのつむじが見える。うつむいて、陣のぎこちない指を必死に弦に導いているので、顔はよく見えない。顔が見えないのに、前髪の間からまつげだけ見える。どれだけまつげが長いんだ、と陣はあきれた。

「ほら、これで完成。弾いてみて」

　シエラは陣の指のポジショニングがやっと終わって、うれしそうに言った。緊張していた陣はその笑顔にドキッとしてしまい、背中をそらしてじりじりとシエラから離れていく。

「そ、そのまえに離れろよ。近すぎるだろ」

「だって、これぐらい近づかなきゃ手が届かないじゃない」

　陣がじわじわ逃げるぶん、シエラが椅い子すを引きずりながらじりじり詰め寄っていく。彼女が両手で椅子を持って、うんしょと勢いをつけて少し前に進むたびに、長い髪がさらりと流れて音を立て、フローラルの香りが甘くただよって、陣をますます緊張させた。

「手なんか届かなくていいから！　離れろったら離れろ！」

「何よ、わたしに命令する気？　庶民のぶんざいでこのセレブのわたしに命令だなんて、何様のつもりよ。せっかくポジショニングを教えてあげたのに！」

　あまりにも陣の態度がぶっきらぼうなので、シエラはすねてぷんっと頬ほおをふくらませた。陣は、フレットの上にきっちり置かれた自分の指を見て、「あっ」と小さく声をもらす。

「そ、そうだよな。ごめん、わざわざ教えてくれたのに」

「え？」

　陣がすなおに謝ったので、そっぽを向いていたシエラは驚いたように視線をもどした。陣の頬が、少し赤い。それに気づいて、シエラの頬がかあぁーっと真まっ赤かになった。

「な、何よ。あっさり謝られたら、話すこと無くなっちゃうじゃない……」

　確かに、これでは間がもたない。陣とシエラは赤くなったまま、落ち着かないようすでお互いにちらちらと視線をかわした。トーレムは二人を見比べながら、くすぐったそうな顔をしている。

（ど……どうしてわたし、緊張してるのよ？　相手は庶民なのに。いつもふつうにしゃべってるのにっ……）

　シエラは両手をぎゅっとこぶしに握ってひざの上に置き、陣じんの顔を見られなくて、真まっ赤かになったままうつむいている。陣もＡマイナーのセブンスコードを押さえたまま固まっているので、弦をきつく押さえている人差し指が紫色に変色しはじめていた。

（こ、この固まった空気をどう打開すればいいんだっ……！　座ざ堂どう、頼む、俺おれを口汚く罵ののしってくれ！　いや変な意味じゃなく、いつものノリでこの妙な空気を打破してくれ！）

　二人とも黙りこんだまま、まったく動けなくなっていた。



　ガマの油が取れそうなほどの長い時間が過ぎたころ、軽音楽部のドアが開いた。

　陣とシエラは、椅い子すから飛び上がりそうな勢いで「びくーん！」と驚いた。トーレムもあわててストラップのふりをして、机の上にぱたんと伏せた。

「あっ、新あら木きくんも座堂さんももう来てたんだっ！」

　明るく純粋な笑顔で入ってきたのは、ドラム担当の神じん宮ぐう寺じあすらだ。一見きゃしゃな美少年だが、実は寺である実家の都合で男として育てられた、正真正銘の女の子である。

　あすらは、陣とシエラがびっくりしたような顔で自分を見ているのを見て、きょとんと首をかしげた。

「あれっ、どうしたの？　ぼくの顔に何かついてる？」

「あ……い、いや。何でもない」

　張りつめていた空気がゆるんで、陣はほーっと胸をなでおろす。シエラも、残念そうな、でもホッとしたような、複雑な表情を浮かべてあすらに言った。

「わたしたちがもう来てたっていうより、神宮寺さんが遅かったわね。授業は三十分も前に終わってるわよ」

「うん。六時間目の授業が終わって十三組の教室を出て、こっちに向かったらさ……」

　と、あすらは視線をさまよわせながら、青いスポーツバッグを机の上に乗せた。ジッパーを開くと、リボンで飾った紙の箱がごろごろと数十個もあふれ出てくる。シエラと陣は驚いて、目を見開いた。

「きゃっ、何これ？」

「甘い匂においがするが……」

「家庭科の調理実習で作ったマカロンだって。部室の前で待ちかまえてて、次々声をかけられて、なかなか部室まで到達できなかったんだ」

「へえ？」

　陣は部室のドアを開いて、外をのぞいた。廊下に群がっていた三年生の女子たちが、

「きゃあ、神宮寺くん出てきたわ！」

　と、黄色い声を上げる。だが、顔を出したのが陣じんだと気づくと、あからさまにがっかりして、声のトーンを落とす。

「なんだ、ギターの子だわ」

　どうやら、固有名詞を憶おぼえてくれるつもりもないらしい。陣は、再びドアを閉めた。

「ほんとだ、たくさんいた。っていうか、菓子を渡したのに何でまだいるんだよ」

「いわゆる『出待ち』じゃないかしら？」

　と、シエラが言った。陣が顔をゆがめる。

「出待ちぃ？　座ざ堂どうのファンはこの学園に何百人もいるけど、出待ちなんかしてる奴やついないじゃないか。なんで神じん宮ぐう寺じだけ？」

「座堂さんは、手が届かないぐらい雲の上にいる憧あこがれの存在だもん。出待ちして近くに寄ろうだなんて、恐れ多いんだよ」

　シエラに憧れているあすらは、頬ほおを赤くして力説する。

「ぼくにつきまとってるのは上級生ばかりだし。下級生相手だから、遠慮がないんだよ」

「食いものをくれるぶんには、遠慮なんてまったく要らないだろ？」

　三度の飯よりごはんが好きな陣は単純にそう言ったが、あすらは不服そうにぶんぶんと首を横に振った。

「ぼくは甘いものは苦手なんだ！　何より、女子が女子を出待ちするとか、おかしいじゃないか！」

　あすらは頬を赤くして、悔しそうだ。陣は頬ほお杖づえをついて、少女マンガに出てくるような繊細な美少年の雰囲気を持ったあすらの顔を、じっと見つめる。

（そりゃあ、神宮寺のこのルックスじゃ、ミーハーな上級生がタカラヅカの男役か美少年アイドルの追っかけでもするノリでつきまとうのもわかる気はする。でも神宮寺本人は、身も心も女の子になりたいわけだから、嫌なんだろうなあ……）

　ふと、廊下が大きくざわついた。ついで、部室のドアがぱーんと勢いよく開かれた。

「こらー神宮寺さん、いるですぅ～っ？」

　イマイチ迫力のない声でどなったのは、おだんごヘアのちびっこだ。まるまるっちい童顔と、胸囲より胴囲のほうが太い究極の幼児体型のためにとてもそうとは思われないのだが、陣たちの担任の国語教師・雛ひな菊ぎくかすみ（二十八歳独身）である。

　立てばヒナギク座ればカスミソウ、泳ぐ姿はミジンコウキクサ（世界最小の花）と呼ばれる雛菊先生が、まるまるっちい顔をプゥ～とますますまるまるっちく膨らませているのを見て、あすらはびっくりして立ち上がる。

「ど、どうして幼稚園生がこんなところに？　春はる紗しや学園は中等部と高等部だけのはずなのに、いつの間に幼稚部ができたんだ？」

「こらこらっ、わたしは幼稚園生じゃないですぅ～！」

「古文の雛ひな菊ぎく先生だよ、十三組も担当してるはずだぞ？」

　陣じんに聞かれて、あすらはポンと手をたたく。

「あっ、そういえば！　この声は、聞いたことがある！」

「なんで声だけなんだよ」

「だって、本体は教卓の下に隠れてるんだもん。顔を見たの、今日がはじめてだよ」

「しくしくしく」

　雛菊先生が、軽音楽部の部室の机の下にもぐってすすり泣いた。ひざを抱えて背を丸めている。陣が呆あきれて、机の下をのぞきこんだ。

「先生、何してるんですか。っていうか、よくこんな狭いとこ入れましたね」

「放ほうっといてですぅ～。教師としてわたしってそんなに存在感無いのかと思って、ショックを受けてるところですぅ～」

「いや、存在感とかそういう問題じゃなく、物理的なものだと思いますけど」

　陣が、すんすん泣いている雛菊先生を机の下から引っぱり出した。

「とにかく、子供じゃないんだからすねてないで出てきてくださいよ」

「ふええぇん、ふぇえぇえぇん」

　あすらは、呆れてそのようすを見ながら、シエラに話しかけた。

「新あら木きくんってクールな性格だと思っていたけど、けっこう面倒見がいいんだねえ」



    

  
    
      



    

  
    
      「えっ？　あっ、う、うん。そうね」

　シエラは、どぎまぎしながら答えた。

　陣じんは、泣いている雛ひな菊ぎく先生の鼻にハンカチを当てて、チーンと鼻をかませている。雛菊先生の実年齢は二十八歳だが、見かけは小学生そのものである。

　そして、陣の幼なじみの香か住すみ愛あい花かも、中学一年生だが小学生にしか見えない。陣は愛花にとても甘いし、優しい。

（わたしに対しては冷たいし、すぐにどなるくせにっ……）

　愛花に向けられる陣の優しい瞳ひとみを思うたびに、シエラは胸がつぶれそうになる。

（庶民は小さい女の子が好きなのかしら？　香住さんも雛菊先生も、ちっちゃくて可愛かわいいもの。わたしだって可愛いとは言われるけれど、きれいだって言われるほうが多いわ。可愛いときれいは根本的に違うわ、そして庶民は可愛いタイプが好きなの？　だからわたしには冷たいの？）

　シエラの胸の中が、嵐あらしのように荒れはじめる。雛菊先生に優しくしている陣を見るのが辛つらくて、シエラは顔をそむけた。あすらが、泣いている雛菊先生に声をかけた。

「で、あのう……ぼくに何か話があったんじゃないんですか？」

「ふぇっ、ふぇぇぇえん」

　雛菊先生が泣きやまないので、陣がため息をつきながら、ワイシャツの胸ポケットからペロペロキャンディーを取りだした。

「仕方ないなあ。アメあげるから泣きやんでくださいよ」

「あっ、ペロキャン。どうして新あら木きくんこんなの持ってるですぅ～？」

　雛菊先生は、ケロッと泣きやんだ。

「すごいな、新木くん。雛菊先生の扱い、うまいじゃん」

　あすらが、感心してつぶやく。そのことばを聞いて、シエラの胸にまたちくちくとガラスのトゲがささった。

　そんなシエラの気持ちに気付くよしもなく、雛菊先生はうれしそうにキャンディーをなめている。どう贔ひい屓き目めに見ても、二十八歳には見えない。体の代謝が落ちはじめて太りやすくなる危険年齢の二十八歳なのに、雛菊先生はまだまだ甘いものが大好きなようである。

「なんかさっきから、二十八歳二十八歳うるさいですぅ～」

「俺おれには何も聞こえませんけど、先生には何の声が聞こえてるんですか。で、神じん宮ぐう寺じに何の用なんですか？」

　陣じんに尋ねられて、雛菊先生はポンと手を打つ。

「あっ、そうそう。外にたまってる取り巻き連中をどうにかして欲しいですぅ～、向かいの国語教官室で中間考査の問題作ってるのに集中できないですぅ～！　また出題ミスとかしたら、理事長に減給されちゃうですぅ～！」

「先生、生徒の前で生々しいお金の話はやめてください」

　陣じんは苦い表情で言った。

「え……で、でも、どうにかしてくれって言われても……どうしたらいいんですか」

　あすらは困惑する。陣が、援護射撃をした。

「そうですよ。神じん宮ぐう寺じが取り巻きを連れてきたわけじゃないし、俺おれたちだって練習にならなくて困ってるんです」

「新あら木きくん……」

　今まで男子にかばわれたことなどないあすらは、頬ほおをかすかに赤らめて陣を見つめた。雛ひな菊ぎく先生はあすらの顔をじっと見つめ、腕組みして「はーっ」とため息をついた。

「たしかに、神宮寺さんをどうにかしたって、軽音楽部には座ざ堂どうさんもいるから、取り巻きはどうしたって排除しきれないかもしれないですぅ～。よそに行ってもらったら、国語教官室は静かになるけど、よその教官室からまた文句が出るかもしれないし～。それに神宮寺さんの美少年っぷりでは、ショタコン上級生たちが迷うのもしかたがないですぅ～」

　ぴくん、とあすらのこめかみに青筋が浮きだす。早くふつうの女の子に戻りたいあすらは、男扱いされることに極端に過剰反応し、反射的に拳こぶしが出てしまうという習性がある。

「摩ま訶か般はん若にや波は……」

　仏教風の掛け声とともにパンチを放とうとしたあすらの拳を、陣があわてて手で包んで止めた。

「待て待て待て待て！　校内暴力反対！」

「あっ、そうだ。わたし、とってもいいこと考えちゃったですぅ～」

　雛菊先生は目を輝かせて、ぽっふんと手を打った。そのキラキラリンとしたお目々に、陣は何やら嫌な予感を抱いた。



　その週の土曜日、陣たち軽音楽部の一行は、なぜかマイクロバスに乗って緑豊かな山道を進んでいた。舗ほ装そうはされておらず、片側は山、片側はガードレールこそあるものの崖がけ……という、なかなか迫力のある山奥テイストに満ちた道路である。

「……いったいどういうわけ？　土曜の朝八時に校門前で集合、着替えと歯ブラシセットとおやつは三百円、バナナはおやつに入らない……って、いきなり電話してくるとか、何考えてるのよ」

　毒舌のキーボード奏者、毒どく呂ろ説せつ子こがボストンバッグをひざの上に乗せ、面倒くさそうに陣をにらんだ。説子の私服は相変わらずゴス風味で、ボストンバッグは全面にドクロ模様がぎっしりと並んでいる。一番前の席に座っていた雛菊先生が、狭いバスの車内でこまねずみのように動き回りながら、シエラたちにジュースを配っている。

「まあまあ、そう怒らないですぅ。半分は、みなさんにも関係があることですぅ～」

　雛ひな菊ぎく先生が、乗り気ではない説せつ子こにそう言った。しかし説子は、ますます苦虫をかみつぶしたような顔をした。

「あたしたちに関係のあること……って何なの？」

「軽音楽部の練習を、誰だれにも遠慮せずに集中してできることです。そしてわたしも、久々の実家で羽をのばしながら、ゆっくり中間考査の問題を作るですぅ～！」

　雛菊先生は、うきうきしている。対して、シエラはずっと沈んだ表情をしていた。顔色も悪い。それが気になって、陣じんはシエラに声をかける。

「どうした、座ざ堂どう？」

「なんだか……気分が悪くて……」

　シエラは胸を押さえ、弱々しい声で言った。舗ほ装そうされていない道路で、小さなマイクロバスがガタガタ揺れているせいだろう。

「そうか。座堂は歩く身代金だから、遠足や修学旅行に行ったことがなくて、観光バスに長時間乗った経験もないんだな」

　陣は大きなリュックサックをごそごそすると、カリカリ小こ梅うめを取りだした。

「ほら、座堂。これ食べろよ」

「え……い、今何か食べる気なんてしないんだけど……」

「いいから、騙だまされたと思って」

「本当に騙されたら嫌だし……」

「食べてみろって、ほら」

　陣が小梅をつまんでシエラの口に押しこんだ。突然小梅を口の中にねじこまれて、シエラは目を白黒させる。子供に食べさせるのではあるまいし失礼だわ、とシエラは赤くなった。陣に何か文句を言おうと思ったが、その前に口の中にある小梅をどうにかしないと口を開けない……と思い、シエラは小梅をカリコリと噛かんで、ハッとした。

「……ほんとだわ。気分の悪いのが、ちょっと良くなったみたい……どうして？」

「車酔いは、耳の中にある三さん半はん規き管かんっていう揺れを感じる器官がおかしくなって起きるんだ。じっと椅い子すに座ってるはずなのに、体は揺れてるし窓の外の景色は変わるだろ？　で、あごのかみ合わせは耳のあたりにあるから、物を噛むと三半規管が刺激されて酔いを感じにくくなるのさ。ガムとかスルメがいいっていうけど、俺おれがあちこちの山奥に発掘旅行に行った経験則としては、カリカリ小梅最強というわけだ」

「すごいわ、庶み……じゃなくて、新あら木きくん。考古学だけじゃなくて、そんなことまで物知りなのね」

　シエラが、尊敬のまなざしで陣を見つめた。シエラがすなおなので、陣はドキッとする。

（だ……だから、この間から言ってるけど、そういうすなおな態度に出られるとどう話をつなげればいいのか、間がもたないんだよ！）

　陣じんは逃げるようにシエラから視線をそむけた。その態度が、どことなく迷惑そうに見えて、シエラは傷ついてしまう。

（な……何よ、庶民ったら。せっかく誉ほめてあげたのに、何も言わずにそっぽを向くってどういうことなの？　わたし、何か気に障ることでも言ったわけ？）

　陣に無視されると、腹立たしさにプラスして、なぜだか悲しくなる。せっかく小こ梅うめで気分が良くなったのに、シエラはまた元気無くうつむいてしまった。

「座ざ堂どうさん、まだ車酔いが治らないの？　大丈夫？」

　後ろの席のあすらが、心配そうに顔をのぞかせた。どちらかと言うと鈍感なあすらにも元気がないことを見抜かれるとは、さすがの猫かぶりシエラも、陣のことに関しては完全にポーカーフェイスを決められるほどの余裕がないようである。

　雛ひな菊ぎく先生が、シエラのもとにやってきて、いたわった。

「大丈夫ですぅ～、座堂さん。もうあと五分ぐらいで『姫ひめ湯ゆ温おん泉せん郷きよう』に着くですぅ～」

「『姫湯温泉』ですか。これはこれは、何やら期待に胸がふくらむネーミングですなあ」

　陣の後ろに座っていた宇う多た田だ夕ゆう也やが、目を糸のように細めて、至福の表情でもみ手をした。夕也は寮で陣のルームメイトで、ノリの軽いヤサ男だ。今までエアギターをあやつって軽音楽部の活動を続けていたが、最近ベースを覚えはじめているところである。といっても、弦一本をベンベン弾くことしかできないが。

　雛菊先生が、冷ややかな目で夕也をにらむ。

「どんなくだらない妄想してるか知らないけど、お姫様みたいな可愛かわいい女の子がわんさか入ってる温泉じゃないですぅ」

「えっ、違うんですか？」

「山奥に迷いこんだ猟師が大きな屋敷を見つけて、その庭の温泉では美しいお姫様がお風ふ呂ろに入っていたという伝説があるですぅ。こんな山奥にお屋敷があって美女がいるなんてありえないから、キツネに化かされてるんだと思って、猟師仲間を誘ってもう一度行ったら屋敷もお姫様も消えていて、温泉だけが残っていたそうですぅ。その温泉のまわりに温泉街ができたのが、姫湯温泉郷ですぅ」

「ほほう……じゃあやっぱりお姫様はキツネが化けてたってことですか。キツネ耳娘もいいなあ、でもどっちかというと俺おれはネコ耳のほうが……」

　夕也は頬ほおを赤くしてぽわーんとしている。説せつ子こが苦々しい表情で夕也を見つめた。

「こんなまんが日本昔話みたいなストーリーで妄想できるなんて、思春期の男子ってある意味最強ね」

「っていうか、ずっと紙袋を口に当てていたくせにそういう話題になると突然元気になったな、夕也」

　呆あきれる陣に、夕也は紙袋を突きだして言った。

「陣じん、おまえはいつも俺おれに、カレーを入れるアレが『カレー用ソースポット』という名であることや、かき氷のみつをかけるアレが『甘かん露ろじゃくし』という名であることを教えてくれるから、今日は俺が教えてやろう。この紙袋の正式名称は『鬼き太た郎ろう袋ぶくろ』というんだ」

「ゲゲゲだから？」

「そう、ゲゲゲだから」

「ちょっと、そこのバカ二人！　バスに乗ってるときに変な話しないでよ、想像して酔っちゃうでしょ！」

　説せつ子こが怒って、陣と夕ゆう也やにジュースの缶を投げつけた。

　ここで本編にはまるで関係ないのだが、せっかくだから、役に立つ鬼太郎袋の作り方を説明しよう。ビニール袋にそのまま吐いたら中身が見えてしまうので、まず新聞紙で袋を作り、この中にビニール袋を入れ、ずれないように上の部分をホッチキスでとめておくといい。バス旅行の前には、何個か作って持っていくと便利だ。

「どっちかというと、正式名称は『エチケット袋』だと思うけどな」

　陣は飛んでくるジュースの缶を華麗に避よけながら、夕也に言う。

「で、なんでバスに乗った瞬間からエチケット袋を口に当てっぱなしだったおまえが、唐突に元気になったんだ」

「温泉とか聞いて、のんびり酔ってられるかよ！」

「おまえの精神力って、強いのか弱いのかぜんぜんわからないな」

「秘ひ湯とうだろ？　露ろ天てん風ぶ呂ろの温泉だろ？　そそそそれはすなわち、ここここ混浴だろっ？」

「すごい盛り上がってるとこ悪いけど、男湯と女湯は分かれてるですぅ」

　雛ひな菊ぎく先生が、冷ややかに言いきった。夕也は、ぽんと手を叩たたく。

「女湯は別！　さすがわかってらっしゃる、丸見えの混浴なんて萌もえポイント無し、むしろ萎なえ。修学旅行の醍だい醐ご味みは、女湯をコソコソのぞくことですものね！」

「夕也、神じん宮ぐう寺じのパンチを食らう前にやめとけ」

　調子に乗っている夕也の肩を、陣が押さえた。夕也はにやにやと笑う。

「フッ、これだから素人は。神宮寺のパンチを食らうために、わざと言ってるのがわからないとは」

「おまえはいったい、何の玄人のつもりなんだ」

「毒どく呂ろになじられる精神的な痛気持ち良さと、神宮寺にぶん殴られる肉体的な痛気持ち良さのコンビネーション。おまえもどう？」

「夕也、おまえ温泉にゆっくり頭浸つけとけ。治るから」

「旅館といえば枕まくら投げだな！」

「前振り無しでいきなり話を変えるなよ。枕は投げても、言葉のキャッチボールをするつもりは無いのか」

「あるいは枕の話ピロートーク」

「昼間からそういう話はやめろよ、女子もいるのに」

「低反発枕まくらって、洗うと高反発枕になるんだぜ。知ってた？」

「まさか本当に枕の話だったとは、ちょっぴりびっくりしたぞ」

　バカ話をしているあいだに、旅館が見えてきた。

「お嬢様、旅館が見えてまいったですじゃ」

　マイクロバスを運転していたのは、初老の下男だった。ごま塩頭に「姫ひめ湯ゆ温おん泉せん」のハッピを着ている。しゃがれ声をまるで日本昔話のような語り口調に乗せて、下男はマイクロバスのフロントガラスを指さした。

　奥深い山の緑の木々が、まるで何枚も重なった緞どん帳ちようのように次々と開いていく。全すべての緞帳が開くと、そこには古びた大きな和風の旅館が建っていた。

「姫湯温泉」の看板が出ていて、門の中、玄関の前にはずらりと、そろいの柿かき渋しぶ色いろの着物を着た仲なか居いが並んでいる。門から玄関まで五十メートルはあり、そこに仲居が二列でびっしり並んでいるのだから、旅館の規模がわかろうというものだ。

　マイクロバスが門の前で止まって陣じんたちが降りると、その仲居たちがいっせいに頭を下げた。百人をこえる仲居が一糸乱れず、全まつたく同じタイミングで頭を下げ、腰を曲げる角度まで寸分たがわない。あすらは驚いて、目が点になってしまう。

「すごいや……従業員教育がとても厳しいんだね」

「座ざ堂どうさんの家のメイドさんにも、負けず劣らずじゃない？」

　説せつ子こに尋ねられて、シエラは驚きながら首を横に振る。

「いいえ、メイド長のメアリーはとても厳しいけれど、ここまでじゃないと思うわ。女将おかみさんは、さぞ厳しい人なんでしょうね」

「そりゃもう厳しいですぅ～、わたしなんてしょっちゅう叱しかられてるですぅ～」

　雛ひな菊ぎく先生が苦笑した。

　仲居の列を抜けると、玄関に一人の少女が座っているのが見えた。見たところ、陣たちより少し年下かな……という感じなので、中学生ぐらいだろう。おっとりした、可愛かわいい娘だ。しっとりとした長い黒髪を結い上げて朱塗りの櫛くしを飾り、薄色の着物を乱れなくきちんと着こなしている姿は大人びて見えるが、ちょっと不慣れなようすで恥ずかしそうにほほえんでいるのが初うい々ういしい。

　けれど、小柄で童顔の割にはなかなかのナイスバディらしく、体をきつく締めつけている着物の上からでも、メリハリのあるボディラインが感じられた。

「いらっしゃいませ、当館の女将の雛菊小さ百ゆ合りですわ」

　ぺこり、と彼女は三つ指をついて頭を下げた。シエラもにこりとほほえんでぺこりとおじぎを返した。

「こんにちは、お邪魔しますー」

　陣じんたちも、仲なか居いに荷物を預けながら、ぞろぞろと旅館に入る。

「お世話になりますー」

「こんにちはー」

　靴を脱いで赤い絨じゆう毯たんが敷かれた廊下にあがり、ウェルカムドリンクをいただくために仲居に先導されて奥のロビーへ向かって歩きはじめた……とき。

「えぇえぇえぇえぇえーっ！」

　全員、びっくりして女将おかみを振りかえった。

「おっ、女将っ？　この人が女将さんっ？」

　えらいタイムラグである。女将は恥ずかしそうに立ちあがり、そっと頭を下げた。

「はい、女将ですわ。どうぞよろしくですわ」

　童顔でくりくりお目目が可愛かわいらしい女将は、雛ひな菊ぎく先生によく似ている。が、雛菊先生がドングリにマッチ棒を刺したようなつるつるぺったんこの幼児体型であるのに比べ、女将は小柄でも余裕でＦカップはありそうな、ナイスバディなトランジスタグラマーである。

「さっきからつるつるぺったんことか幼児体型とかうるさいのは、何者ですぅ～！」

　雛菊先生が宙に向かってどなった。陣はびくっとして、雛菊先生をなだめる。

「先生、また何か声が聞こえてるんですか。どこの星からの電波を受信してるんですか」

「そんなことより！　ほんとのほんとに、この人が女将さんなのっ？」

　あすらがブルブル震えながら、女将を指さした。雛菊先生が、あきれてつぶやく。

「さっきそう言ったですぅ～、人の話を聞かないのは授業だけにしておくですぅ～」

「いや、授業こそちゃんと聞いてもらえないと先生的には困るだろ」

　陣がツッコミを入れる。夕ゆう也やがニヤニヤして、もみ手をしながら女将を見つめた。

「そっか～、お名前が雛菊小さ百ゆ合りさんということは、雛菊先生の妹さんなんですね。雛菊先生にこんな美しい妹さんがいるなんて、さっそく僕とつきあいましょう！」

「えっあっあのその……」

　女将は真まっ赤かになって、しどろもどろになっている。客商売だというのに、客あしらいに慣れていないようすなのも初うい々ういしい。

「ほんとに突然すぎて呆あきれるわ、学園の恥だからやめときなさい」

　説せつ子こが怒って、夕也の耳を引っぱった。夕也は顔をしかめる。

「痛い痛い痛い！　だって、美少女を見たらまずは口説かないと失礼じゃないか！」

「何よ、そのパリジャン的なルール。ここは思いっきり日本ですから！」

　説子が腰に拳こぶしを当てて、ぷんすか怒る。ところが、女将はおっとりしたしぐさで首を横に振って、恥ずかしそうなほほえみを浮かべた。

「いいえ、妹ではないですわ」

「あっわかった、娘さんだ！　雛ひな菊ぎく先生は二十八歳だから、十六歳のときに産んで十二歳。最近の小学生は発育がいいからなぁ、身長百五十センチ、スリーサイズ九十・六十・九十のぼんきゅばーんってのもアリだよな。早熟小学生若わか女将おかみとか、通好みだなあ」

　夕ゆう也やが勝手に納得して、腕組みしながらこくこくとうなずく。ウエストを五十八ではなく六十にしているところが、リアルで鋭い。

　女将はふたたび、困ったようにほほえんでプルプルと首を横に振った。

「違うですわ、年齢関係が逆ですわ」

「っていうか、宇う多た田だくん、失礼ですぅ～！　わたしはまだ清らかな体ですぅ～！」

　雛菊先生が両手の拳こぶしを上げて、ぷんぷん怒っている。あすらが何度も指折り数えて検算して、ついに絶望的に空をあおいだ。

「年齢関係が逆ってことは……つまり女将さんが年上ってことなのっ？」

「先生は二十八歳だから、それ以上？　まさか、そんなはずは！　まさか、この人が三み十そ路じってわけ無いと思うんだけど」

「新あら木きくんったら、頭いいのに計算下へ手たですぅ～」

　と、雛菊先生が口をはさんだ。

「いくら考古学が好きでも文系の勉強ばっかりじゃなく、数学もきちんと勉強しとかなくちゃ、大学入試センター試験のときに困るですよ？　それじゃあお母様は、わたしを二歳で産んだことになっちゃうですぅ～」

　雛菊先生が、陣じんの鼻先に人差し指を突きつけた。陣は目を白黒させる。

「お……お母様っ？　誰だれが誰のお母様？」

「お母様はお母様に決まってるですぅ～、変なこと言うですぅ」

　と、雛菊先生は女将に背中から抱きついた。女将はおっとりとほほえむ。陣はびっくりして、目が点になった。

「えっ……！　じゃあ女将さんってアラフォーっ？」

「いえ……わたくし、亡くなったダーリンと純愛期間が長くて、晩婚だったのですわ」

「聞きたくない！　何だか怖い！」

　陣は真っ青になって耳を押さえる。あすらが震えて、二、三歩後ずさる。

「もしかして、妖よう怪かい？　般はん若にや心しん経ぎよう唱えてもいいですか？」

「そんなの唱えても、お母様を調ちよう伏ぶくとかできないですから」

　雛菊先生が冷ややかに言った。女将が恥ずかしそうに、白魚のような手を頬ほおに当てる。そのようすも、大人の色香というよりは、どう見てもまだ熟れていない青いメロンの香りである。あすらは信じられずに、首を横に振った。

「だってありえない！　見た目も若いし、肌だってぼくたちよりもピチピチして若々しいし、宇多田くんが言った早熟な小学生っていうほうがむしろ設定的に無理が無いのに！」

「肌がピチピチしているのは、当館の温泉のせいですわ。当館の温泉には、若返りの効果があるのですわ。お肌の老化は若いうちから進んでいますから、皆様もぜひ当館の温泉で美肌になってくださいですわ」

「び……美肌！　女将おかみさんを見ていると、何だかすごく説得力があるわ！　行きましょ、すぐに行きましょ！」

　説せつ子こが柄にもなくキラキラと目を輝かせ、両手を胸の前でぎゅっと固く握って力説した。



　こーん、とシシオドシの音が閑静な山奥の秘ひ湯とうにひびく。

　説子とシエラと雛ひな菊ぎく先生は、岩に囲まれた露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかっていた。

「きゃー、お湯に浸かったところのお肌がすべすべ！」

　ファッションも性格もゴス系の説子は、常に退廃的な空気をかもし出しているのだが、それでもやっぱり女の子である。お湯の中で自分の腕をなでながら、喜んでいる。

「バスの疲れが取れるわね。まだ明るいのにお風ふ呂ろに入るなんて、不思議な感じ」

　ふう、とシエラは大きく深呼吸して、肺の中に残ったガソリンくさい空気と、さわやかな森の香気を換気する。説子は鼻の下までお湯に浸かって、至福の表情を浮かべている。

「疲れが取れるだけじゃなくて、ほんとに美肌になりそう！　ほら、もうツルツルしてきたわ。ここのお湯すごいですね、先生」

「うーん……でも、昔より成分が薄くなってるような気がするですぅ」

　雛菊先生は、風呂から溢あふれだすかけ流しの湯を心配そうに見つめた。

「湯量もだいぶ落ちてるし、お湯の温度も下がってるですぅ。あまり温度が下がるようなら、温泉街の存続が危ぶまれるところですぅ……」

「これで成分が薄くなってるって？　へー、昔はもっとすごかったんだ！」

　説子が感心して言った。

「雛菊先生のお母さんってすごいモチ肌の超絶美肌だし、雛菊先生も少々衰えが見えつつあるとはいってもほかの二十八歳よりずいぶんマシだし、この温泉の効能ってすごいんですね。あたし、一日中ここに浸かってようかしら」

「毒どく呂ろさん、もうちょっとことばをオブラートに包む練習をするですぅ～！　特に年齢のことと衰えのことは……こ、これでもわたしも焦ってるんですから」

　雛菊先生は、胸を押さえてハアハアと息を荒くする。説子はきょとんと瞬まばたきする。

「そうだったんですか？　雛菊先生って、全然色気づいたとこないし、そういうこと全然気にしてないかと思ってました」

「色気づいてないわけじゃないですっ、色気づく相手がいないだけですぅ～！」

　雛菊先生は、両手で顔を押さえておいおいと泣く。シエラが慌てて、フォローした。

「あっ……で、でも雛菊先生、いつも職員室の靴箱にラブレターがいっぱい入ってるって聞いてますよ。モテモテじゃないですか」

「ラブレターを出してるのが近所の幼稚園児でなければ、わたしだって喜ぶですぅ～。全部平仮名だから、すっごい読みにくいし。たまに、トイレットペーパーの芯しんで作った変な紙工作とか入ってるし。ポケモン四九三種類全部憶おぼえないと会話続かないし」

　すんすんと雛ひな菊ぎく先生は泣きだす。

「あーもー、生徒たちは中間考査が終わったら羽をのばして、男子と女子が枯葉舞うマロニエ並木を肩を寄せ合いながらいっしょに下校するのかと思うと、腹立たしいことこの上無いですぅ～！　こうなったら、中間考査の古文の問題を死ぬほど難しくしてやるですぅ！　まず長文読解は、神しん代だい文も字じで書かれた竹たけ内うち文もん書じよから出題、配点九十点ですぅ！」

「それ、読解っていうより解読ですよね。何だかもう、古文ってレベルじゃないし」

　シエラが冷静にツッコミを入れる。説せつ子こが、気になって尋ねた。

「残り十点の問題は何なんですか？」

「長文読解が苦手な生徒への救援措置として、漢字の書き取りですぅ。『醤しよう油ゆ』『薔ば薇ら』『躑躅つつじ』『憂ゆう鬱うつ』『髑どく髏ろ』『糜び爛らん』一個二点で」

「いかにも点数取らせるつもり無さそうだし、問題六個ありますよ……」

　シエラはつぶやく。実を言えばゴスな説子は、頽たい廃はい的な雰囲気をかもす「薔薇」「憂鬱」「髑髏」「糜爛」は書けるのだが、それはそれで恥ずかしい気がして、黙っていた。

「そのとおりですぅ！　点数取らせるつもりなんてさらっさら無いけど、それのどこが悪いですぅ～？」

　雛菊先生は開き直り、声を大にして叫ぶ。

「全員赤点を取ればいいんですぅ～！　期末考査で挽ばん回かいしないと留年確定ってなったら、みんな十二月まで必死こいて勉強するから、留年のことが気が気じゃなくて不純異性交遊なんかしてる心の余裕無くなるですぅ～！　ざまーみろですぅ！」

「なんかそういう心の狭いところが、二十八歳独身の本領発揮ですよね」

　説子が即死レベルの毒舌をつぶやいた。雛菊先生の平たい胸に、説子の言葉がグサーッと刺さる。

「ど……毒どく呂ろさん。お願いだから、もうちょっとソフトにお願いするですぅ……」

「それにみんなが赤点を取っちゃったら、雛菊先生の指導力に問題ありって言われて、理事長にクビになりそうですけれど」

「うぬぅ、座ざ堂どうさんも鋭いですぅ。しかたがない、竹内文書を出すのは諦あきらめるですぅ」

　雛菊先生は悔しそうだ。説子はホカホカしながら、お湯にあごまでトプンと浸つかる。

　シエラは暑くなってきて、桜色に火照った体で岩の上に座った。すべすべした肌の上を、真珠のようなお湯の玉が転がって流れていく。足首だけお湯に浸けて岩の上に座る姿は、人魚姫そのものだ。

「毒どく呂ろさん、そろそろ上がらない？　もう半時間ぐらい入って、のぼせて来ちゃったわ」

「あたしはもうちょっと、この温泉のエキスを肌に吸いこませるから、先に出てて」

　説せつ子こはお湯をしみこませたタオルを頭の上に置いて、頭皮からも温泉成分を吸収しようとしているようだ。雛ひな菊ぎく先生が、腰に手を当ててぷうっとふくれる。

「毒呂さん、温泉を気に入ってくれたのはうれしいけど、あなたたちを誘ったのは軽音楽部の練習のためですぅ。一日中温泉に浸つかってサボってちゃだめですぅ～！」

「で、でもせめてあと五分だけ」

　説子は食いさがる。シエラは、不思議そうに説子にたずねた。

「毒呂さんがうちに泊まったときに、一度いっしょにお風ふ呂ろに入ったことがあるけど……そんなに長なが風ぶ呂ろだったかしら？」

「また後で入ればいいですぅ、湯あたりしちゃうですよ？」

「で、でも……」

　ためらうように視線を泳がせた説子は、脱衣所にあすらがいるのに気づいて、ピカーンと目を輝かせた。

「あっ、そ、そうだ！　神じん宮ぐう寺じさんがまだ入ってないし！　神宮寺さんを一人にするのはかわいそうだから、あたしももうちょっといっしょに入ってあげます！」

「毒呂さん、なんだかもう体が真まっ赤かになってるんだけど、脱水症状とか起こしてるんじゃないかしら？」

　シエラは心配そうに、意地でも風呂を出る気がなさそうな説子を見ている。雛菊先生が、脱衣所のほうに向かって手招きした。

「っていうか神宮寺さんのほうは、いったいいつからそこで裸で突っ立ってるですぅ～？　早く入らないと、風か邪ぜひくですよー！」

「えっ……は、入りなさいって言われても……っ」

　あすらは、脱衣所からおずおずと顔をのぞかせる。顔が真っ赤っ赤だ。

「どうしたの、神宮寺さん？」

　シエラが風呂から上がり、タオルで胸を隠してあすらに近づいた。あすらは、

「ひゃー！」

　と悲鳴を上げ、両手で顔をおさえてうずくまる。

　あすらの体には、分厚いバスタオルがぐるぐると、海の苔り巻まきのようにしっかり巻きつけられていた。悲鳴を上げられて、シエラはとまどう。

「ど……どうしたの？」

「だっだって、座ざ堂どうさんの柔らかそうなバラ色の肌とか、毒呂さんの真珠のように白い肌とか、スレンダーなボディとか！　目のやり場がわからないー！」

「目のやり場って、女の子どうしじゃない。気にすることないわよ」

　シエラは優しく声をかけるが、あすらはぶんぶんと首を横に振って嘆いた。

「やっぱりぼく、まだ女の子の気持ちになりきれてないんだー！　女子の裸を見て恥ずかしくなるなんて、ぼくは変態だー！」

「いやいや、あたしはともかく座ざ堂どうさんの、ギリシャ彫刻かと思うような芸術的なヌードを見たら、女どうしだってドキドキして当然よ。究極の美に感動する気持ちに、男も女も無いじゃない？」

　説せつ子こは相変わらず、他人には毒舌だがシエラのことだけは崇拝している。あすらは、ためらいがちに顔を上げた。

「そ、そうかな。ぼく、おかしくない？」

「大丈夫大丈夫」

　シエラがそう言いながら、あすらを風ふ呂ろのほうへ押していった。

　あすらはバスタオルをぎゅっと体に巻きつけたまま、恥ずかしそうにたずねる。

「あ……あの。タオルって、やっぱり外さないとだめだよね？」

「そりゃそうですぅ～！　テレビとかでタレントがタオルを巻いたまま入ってるから、修学旅行で生徒がマネしてお風呂に入るのが問題になってるですよ？　お風呂にタオルを浸つけないのは、常識のマナーですぅ～」

　雛ひな菊ぎく先生に一刀両断に言われ、あすらはためらいながらそろそろとバスタオルを外す。



    

  
    
      



    

  
    
      「そ……そうですよね。わかりました……」

　ごわごわしたバスタオルから、ぽろん、とボリュームのある何かがこぼれだした。コンビニでよく売っている肉まんサイズのもので、色も肉まんのようにクリーミーな象ぞう牙げ色いろだが、もちろん肉まんではない。雛ひな菊ぎく先生が、凍りついた。

「じっ……神じん宮ぐう寺じさんっ！　そっ、そんなに胸あったですぅ～っ？」

「神宮寺さんって着き痩やせするタイプだからワイシャツ着てると目立たないけど、このあいだ○Ｉ○Ｉマルイで女物の服着たらけっこうナイスバディだったですよ」

　あっさりと答えた説せつ子このことばを聞いて、雛菊先生は頭をかかえる。

「そっそんなっ……！　神宮寺さんには、神宮寺さんにだけは胸的な意味で勝てると思っていたのにっ……まさかダークホースだったなんて、聞いてないですぅ～！」

「せ、先生。胸の話は恥ずかしいから、しないでください……」

　あすらは両腕で自分を抱くようにしながら胸を押さえつつ、早く胸を隠そうとしてお湯に入る。お湯に入ると胸が浮力で浮かんで、Ｃカップサイズの胸が見かけ上Ｄカップになり、雛菊先生の心をさいなんだ。

「ま、まさか毒どく呂ろさんの毒舌よりも強力な精神攻撃を神宮寺さんから受けるとは……っ！　知らなかったですぅ、胸が水より軽いなんてっ、胸が水に浮くなんてっ……！」

「ほんと、神宮寺さんって……肌もモチモチできれいよね。ふつうの女の子みたいに、変に日焼け止めとか塗ったりしないから、逆にきれいとかあるのかしら？」

　説子が、あすらの胸もとをじーっと見つめる。少年っぽい顔立ちとふくよかな胸は、アンバランスといえばアンバランスだが、女の子女の子しているよりも健康的な雰囲気があって可愛かわいい。あすらは恥ずかしそうに体を横に向け、説子の視線から胸をかばった。

「べ、別に全然きれいじゃないし、ぼくなんて。座ざ堂どうさんはもう完全に別格だから論外としても、毒呂さんのほうがずっとおしゃれで可愛くてきれいじゃない」

「うむぅ。そういえば軽音楽部は、春はる紗しや学園でナンバー１、２、３を争う美少女が集まっていると評判だったですぅ。なんかわたし、すごく場違いな気がするですぅ～」

　雛菊先生がしょんぼりしてしまう。説子はため息をつきながら、額にできたピンク色の小さなポッチを気になるようにいじくった。

「きれいじゃないわよ、こんなとこにニキビできちゃったし……」

「えぇ、こんなちっちゃいニキビ一個ぐらい何なのさ？　毒呂さんってゴスで色白だから、ふつうの女の子に比べたらずっと肌がきれいなのに、まだきれいになりたいの？　女の子って、そういうもの？」

　女の子の気持ち絶賛勉強中のあすらが、興味深そうにたずねた。説子は首を横に振る。

「それでも、たまにニキビができるもの。おでことかほっぺとかならまだしも、鼻の頭にポツンとできたら死にたくなるわ」

「ポツンとできるぐらいなら、全然大丈夫だと思うけど」

「そうですぅ～、何かがにゅるにゅる出てくるレベルなら薬塗ったほうがいいですけど。っていうかそれを『ニキビ』だと名乗れる皆さんが羨うらやましいですぅ、先生の年齢になると『吹き出物』ですから……とほほ」

　雛ひな菊ぎく先生は、今回つくづく元気が無い。そして説せつ子こも、力無くうったえた。

「大丈夫じゃないわよ……だって、宇う多た田だのおでこ見たことある？」

「ああ、そういえば宇多田くんって、今どき前髪分けておでこ出してるですぅ。なんか昔のイケメンっていうか、今どきソレ？　みたいな感じですぅ」

　雛菊先生のコメントが、けっこうひどい。説子は自分のおでこを指さしながら言った。

「あいつ、肌だけはめっちゃくちゃきれいなのよ。あのおでこにニキビができてるとこなんて、一度も見たことがないわ」

「まあ……宇多田くんは、ストレスとかまるっきり無さそうだものね」

　シエラのことばを聞いて、説子は絶望的な表情で顔を覆う。

「あたしは、宇多田のきれいなおでこを見るたびにストレスがたまりまくるっていうのにー！　あいつロン毛だし細いから、女装したらあたしより可愛かわいくなるし、ショック受けまくりなのよ。なのにあたしときたら、女子なのに、男子より肌が汚いってありえない！」

「それで、美肌の湯に浸つかりまくってたわけですぅ？　毒どく呂ろさんって、スカしてるように見えて可愛いとこあるですぅ～。生意気な生徒のこういうとこ見ると、あー先生してて良かったって思うですぅ」

　雛菊先生はニコニコしながら、説子の肩をたたいた。

「恋の悩みなら先生、いつでも相談に乗ってあげるですよ。恋愛経験ないけど」

「こっ……ここっ、恋とかじゃないですしっ！」

　口では否定しても、説子の顔は真まっ赤かっ赤かになっているので、マルバレであった。



　シエラたちが温泉に浸かりながらのん気にガールズトークに花を咲かせていたとき、陣じんも男湯で湯に浸かっていた。女子がいなければ軽音楽の練習もできないし、それに少し、考古学者の血が騒ぐことがあったからだ。

「外からちょっと見えたけど、やっぱりほこらだったんだな」

　陣は露ろ天てん風ぶ呂ろから上がり、腰にタオルを巻きつけると、露天風呂の横に置かれた小さなほこらの前に立った。ほこらの中には、十じゆう二に単ひとえを着た平へい安あん女性の像が飾られている。

「お姫様の像か。これが『姫ひめ湯ゆ温おん泉せん』の、キツネが化けてたっていう姫なのかな？」

　歴史に関するものを見つけると、陣は血が騒いでしかたがない。モーゼの十じつ戒かいをしまった伝説の聖櫃アークを探して、陣は四し国こくの剣けん山ざんなど日本のあちこちの山を探索した。そのとき、山に関するさまざまな妖よう怪かい伝説も聞いていた。

「山の中に山やま姥んばの家があるとか、旅人を馬に変えてしまう妖よう女じよの家があるとか、山には妖あやかしのものが棲すむ不思議な家の伝説がたくさん残ってる。『遠とお野の物もの語がたり』には、マヨイガという山奥の不思議な家が記されている。貧しい山奥に豪華な漆うるし塗ぬりの食器などがあり、家畜もつながれていて、つい今しがたまで人がいた気配はするのに誰だれもいない。マヨイガから何も取ってこなかった無欲な女のもとには、後で川上から漆塗りの椀わんが流れてきた……」

　お湯から上がった体はどんどん冷えていくが、真剣に考えこんでいる陣じんは気づかない。

「平へい家けの落人おちゆうどは、山奥に隠れ里を作って住んだ。追っ手を恐れて、外部からの侵入者が来ればあわてて隠れたり、家財道具を引き上げて引っ越ししたりしたんだろう。京の都で使っていた豪華な漆塗りの食器を川で洗っていて、うっかり流してしまったこともあるだろう。源げん平ぺい合がつ戦せんが終わって何百年も経たっても、まだ追っ手を恐れて隠れつづけているうちに世間と乖かい離りして、そういう浮世離れした生活が妖よう怪かいのように見えたのかもしれないな」

　同情を込めて、陣は像を見つめた。

「都で貴族のような生活をしていたのに、慣れない山仕事や農業にたずさわって……外部との連絡を断っているからとっくに戦争が終わったことや、源げん氏じの将軍が三代で滅びたことも知らずに、何百年も追っ手に怯おびえて隠れつづけていたんだろうな」

「がらがらがっしゃーん！」

　突然、すさまじい音がした。女湯と男湯を隔へだてる竹垣の下に、夕ゆう也やが倒れていた。石いし灯どう籠ろうがばらばらになって散乱している。

「こっ、こら夕也！　何してるんだ、このバカ！」

　シエラたちに気づかれないよう、陣は小さな声でどなって、地面に倒れている夕也を引っぱってくる。夕也も腰にタオル一枚巻いただけで、頭に大きなタンコブを作っていた。

「あいててて……引っぱるなよ、腕が抜けるって」

「ほこらに気を取られてるうちに、おまえってやつは！　石灯籠を踏み台にして、女湯をのぞこうとしてたんじゃないだろうな！　のぞきなんて最悪だぞ、やめとけよ！」

「のぞきじゃねーって！　毒どく呂ろの話し声が聞こえたから何て言ってるのか聞こうと思って、そしたら石灯籠にけつまづいたんだよ」

　夕也は、なぜか耳まで赤くなっている。陣は眉まゆをひそめて、夕也をにらんだ。

「なんで赤い顔してるんだ？　顔が赤いってことは、見たってことじゃないのか？」

　竹垣の向こうには、シエラもいる。それを思うと陣は腹が立って、夕也にぐいぐい詰め寄った。夕也は弱って、陣を見上げる。

「そ、そんなに怒るなよ。本当に見てねーって」

「じゃあどうして、顔が赤いんだよ」

「だ、だから毒呂の話を聞いたからだよ」

「話って何だったんだ？」

「だ、だから……」

　夕ゆう也やは真まっ赤かな顔で、コホンと咳せき払ばらいをした。

「べ、別にいいだろ、そんなこと！　じゃーな！」

　そそくさと夕也は逃げだした。陣じんは不審そうな顔で見送ったが、

「……まあ、夕也はお調子者だけど、嘘うそつく奴やつじゃないしな。見てないってんなら、本当に見てないんだろう」

　ホッとして、するといつのまにか体が冷えていたことに気づいて、腰のタオルを岩の上に置くと、湯の中に戻った。湯の中で落ち着いて手足を伸ばし、ふうと一息ついたとき、「あれ？」と額を人差し指で押さえる。

「俺おれ……何かさっきまで、歴史関係で大事なことを考えてたような。夕也のことで、頭の中からスコーンと抜けちまった……三度の飯よりも大好きな歴史のことが頭からすっぽ抜けるなんて、俺はなんでそんなに頭に血がのぼったんだろう？」

　陣はいっしょうけんめい思い出そうとする。そのとき、優しい声がささやいた。

「それは、陣さんが思いを寄せる女子の裸身をほかの男に見られたと思ったからでは？」

　陣はドキッとして、真っ赤な顔でどなる。

「べ、別に俺はあんな奴に思いを寄せてやしないし！」

「まあ、何と奥ゆかしいこと。さすが、娘が夫と見込んだ人ですわ」

「夫？」

　陣は眉まゆをひそめる。

「娘とか夫とか誰だれのことなんだ、っていうかなんで男湯で女のこ……えぇぇえーっ？」

　振り返った陣は凍りつく。女将おかみが、着物の袖そでをたすきがけにし、裸足はだしで立っていた。陣はあわてて、露ろ天てん風ぶ呂ろの中に隠れ場を探す。

「ちょっ……なっ、どっ、どうして男湯にいるんですかー！」

「あら、女将がお客様のお背中を流すのは当然のサービスですわ」

　にっこり、と女将は無む垢くな笑顔で答えた。たすきをかけているせいで、豊かな胸がますます強調されている。しかも白い腕がむき出しになって、柔らかそうな二の腕が見えた。

　陣は顔から火を噴きそうになりながら、必死に女将と距離を取った。

「要りませんから、出てってください！」

「お客様がおもてなしを受けるのに、遠慮なさる必要はないですわ。まして義理の息むす子こともなれば、遠慮は要らないのですわよ？」

「義理の息子って何のことですか！　それと、遠慮してるんじゃないですから！」

「まあ……娘が言っていたとおり、若いのに堅物なところがいかにも学者様という感じでステキですわ。わたくしが、せめてもう五十歳若ければ……」

「どんだけ妖よう怪かいなんですかっ！」

「まあまあ、お背中を流しますからどうぞこちらへいらしてくださいですわ」

　女将おかみは、風ふ呂ろの中にいる陣じんの腕を引っ張った。一糸まとわぬ陣は、大いに焦る。

「ちょっ……ま、待ってください、俺おれ何も着てないし！」

「お風呂ですもの、当然ですわ」

「俺の裸なんか見たくないでしょ？」

「かまいませんですわ、仕事で見慣れてますもの」

「俺がかまうんですってばー！」

　陣は必死に抵抗する。力が余って、陣を引っ張っていた女将はバランスを崩した。

「きゃっ……」

「えっ」

　陣は凍りつく。女将は陣を巻きこみながら、湯の中に落ちた。

「ばしゃーん！」

　派は手でな水音を立てて、二人はもみ合いながら湯の底に沈む。陣はあわてて、女将を支えながら浮上した。

「だっ……大丈夫ですかっ？」

「陣さんこそ、大丈夫ですか？」

　湯の中で陣を見上げた女将は、結い上げた黒髪はほどけて湯がしたたり、着物もぐしょ濡ぬれで着乱れ、豊かな胸もとははだけてしまっている。

　陣はギョッとした。着物で締めつけられていてもかなりのボリュームがあったのに、着物がはだけて解放された胸は、ボリュームたっぷりでたぷんたぷんしていた。あどけない童顔と大人っぽい体型のアンバランスさが、何だかますます照れくさい。

　陣は必死に顔をそむけながら、叫んだ。

「大丈夫ですから離れてください！」

「遠慮は要らないですわ」

「遠慮じゃないですからっ！」

　陣が逃げようとしていると、突如、女おんな風ぶ呂ろとこちらを隔へだてている竹垣がパターンと倒れた。

「えっ！」

　陣は短く叫ぶ。女将は、いたってのん気に言った。

「あらまあまあ、支柱の固定がちょっと緩かったですかしら」

　女風呂には、シエラたちがまだ入っていた。説せつ子こは美肌のためにしつこく湯に沈んでいて、ゆでダコのように真まっ赤かになっている。シエラは人魚のように岩の上に座り、あすらと雛ひな菊ぎく先生は湯の中に立っていた。彼女たちも、凍りついた目で陣を見た。

「ちょっ……」

　シエラの顔が、かあああーっと真まっ赤かになった。陣じんはあわてて、顔を覆う。

「まっ、待て！　見てないっ、俺おれは何も見てないっ！」

「見てないじゃなくてっ……お、女将おかみさんといったい何をしてるのよっ……？　っていうかその格好、はっ、はだっ、……キャ――――ッ！」

　シエラは悲鳴を上げた。陣はギョッとして、岩の上に置いてあったタオルを急いで腰に巻いた。

「お母様っ、わたしの教え子に何をしてるですぅーっ！」

　雛ひな菊ぎく先生はぷんすか怒った。先生と女子たちは、素早く体にバスタオルを巻きつけていた。陣はあわてて、両手を顔の前で振る。

「い、いや、違うんだこれは！　何もしてないし！」

「かすみの婚約者なら、わたくしの婚約者も同じですわ。お背中ぐらい流してさしあげるのは、当然のことですわよ」

　女将はおっとりした表情で言った。シエラが、それを聞いて青ざめる。

「こっ……婚約者っ？　庶みっ……じゃなくて、新あら木きくん！　いったい、いつ先生と婚約したのよ？」

「婚約なんかした覚えねーよ！　先生、これはいったいどういうことなんだ？」

　陣が、雛菊先生のほうを必死で見ないようにしながら尋ねた。雛菊先生は焦った表情で陣と女将を見比べて、必死に弁解する。

「お、覚えがないって、優秀な新木くんの割には記憶力が弱いですぅ～。わたしたち、結婚を前提にお付き合いしてたですぅ～」

「そうだったのっ？」

　シエラが本気で驚きながら、陣に尋ねた。陣は必死に首を横に、ぶんぶんっと振る。

「ないないないっ、そんなわけない！　さっきから女将さんといい先生といい、わけのわからないことばっかり！　雛菊先生、いったいどういう了見で嘘うそばっかつくんだよ！」

　陣は雛菊先生に向かって叫んだ。雛菊先生は、陣をにらみながら人差し指を唇に当てる。

「しーっ！　楔くさび形がた文字は読めても空気は読めてないですね、新木君。おとなしく、わたしの婚約者になるですぅ」

「ありえないっ、なんでそんなことに！」

　陣は目を白黒させた。雛菊先生は、素早く男おとこ風ぶ呂ろのほうに飛んで来ると、陣の口を手のひらでぐいっと押さえた。

「反論は許さないですぅ～！」

「もががもがががもががががー！」

「これから新木くんの古文のテストだけ、漢字の微妙なとめはねはらいができてないとか重箱の隅をつつくような採点方法で、赤点連発させてもいいですよ？」

「嫌もがっ！」

「嫌、ならわたしの言うとおりにするですぅ～！」

　雛ひな菊ぎく先生の目が鋭く光った。どうやら、思いっきり本気のようだ。

　なぜか、急にシエラのことが気になって、陣じんは彼女の姿を探した。シエラは愕がく然ぜんとした表情で、女おんな風ぶ呂ろの床に立ち尽くしていた。陣と視線が合うと、怒っているような悲しんでいるような複雑な表情を浮かべ、ぷいっと顔をそむけて脱衣所へ駆けこんでしまった。

「座どっ……！」

　違う、と言いたかった。けれど、雛菊先生は陣が失言しないか、じいっとにらんでいる。

　赤点を取れば留年する。留年したら、シエラと同じ学年でいられなくなる。人気者だけど、猫っかぶりで誰だれにも本当の気持ちを出せないシエラ……。

（あいつが傍若無人で口が悪いのは、俺おれにだけは本当の自分を出せるからだ。家では使用人たちに気をつかって、学校でも猫をかぶって、それで俺がそばにいなくなったら、あいつがガス抜きするところが無くなっちまう。留年なんかするわけにはいかないんだ）

　口に出してそう言うのは照れくさいけれど、陣はシエラのために、雛菊先生のこの謎なぞの行動につきあおうと決意した。



　けれど、陣がどんなにシエラを思いやっていたとしても、口に出して言わなければ何も伝わらない。

「知らなかった。庶民が、雛菊先生とつきあってたなんて……婚約までしてたなんて」

　風ふ呂ろ上あがりのシエラは、浴衣ゆかた姿で旅館の庭の竹林の中にあるあずまやに座っていた。

　結いあげられた濡ぬれ髪は、竹林を吹く風のせいで冷たく冷え切っている。浴衣一枚しか着ていないので、手足も冷え切っている。でも、部屋に戻りたくなかった。泣きはらした真まっ赤かな目を、誰にも見られたくなかった。

「思い当たるふしはあるかも。香か住すみさんもそうだけど、庶民は小さくて可愛かわいい女の子に優しいし。雛菊先生は年上だけど、小さくて可愛いし、香住さんと違って年上ならではの強引なリードもありそうだし。考古学が趣味のマジメでオクテな庶民だと、そういうリードにコロッとやられちゃったのかも……」

　風に吹かれて、緑豊かな竹林がざわざわと騒ぐ。

「そういえば、雛菊先生の下の名前もかすみだわ。香住とかすみ、もしかしてそこが庶民のストライクゾーンなの？　わたしは命名時点ですでに、庶民のストライクゾーンから外れちゃってるの？」

　シエラの胸もざわざわ騒ぐ。狼ろう狽ばいするあまり、論理展開がわけのわからないことになっている。

「だからっ……だから庶民は、香住さんや雛菊先生には優しいのに、わたしには冷たいんだわ。わたしなんて、まるっきり庶民の好みじゃないんだーうわーん！」

　シエラはたまらず、両手で顔を覆って泣きだした。

『ぷきゅー！』

　携帯電話にくっついたトーレムが、シエラのひざによじのぼり、心配そうな顔で彼女を見上げる。けれど、悲しみにくれるシエラはトーレムに気づかない。

『ぷきゅ～……』

　トーレムはため息をつくと、シエラに背を向け、とぼとぼとあずまやから出ていった。



　軽音楽部の練習のために、女将おかみは旅館の宴会室を使わせてくれた。

　夕ゆう也やと説せつ子ことあすらは、ドラムのセッティングをしている。

「さっきはびっくりしたわねー。まさかあの二人が、つきあってるなんて」

「うん。ぼくも男おとこ風ぶ呂ろと女風呂のあいだの仕切りが倒れたことより、そっちのほうがびっくりしちゃって……み、見えてなかったよね？」

　あすらが、今いま頃ごろ心配になってきて、説子に確認した。夕也の耳が、ぴくんと動く。

「仕切りが倒れたっ？　俺おれが出た後で？　それって、陣じんはまだ風ふ呂ろにいたんだよなっ？　毒どく呂ろ、見られてないよなっ？」

「えっ……な、何よ、いきなり？」

　夕也は、説子の両腕をぎゅっと握っている。説子は顔をしかめて、どなった。

「ちょっと、痛いわよ！　何よ、怖い顔して。あたしはお風呂の中にもぐってたから、見られてないわよ。そのあとすぐバスタオル巻いたし、新あら木きだって女風呂のほうには来なかったから距離もあったし」

「ほ、ほんとに？」

　夕也はホッとする。どうしてホッとしたのか、自分でもよくわかっていなかった。そして説子も、どうして夕也が怒ったりホッとしたりしたのか理由がわからず、怪け訝げんそうににらんでいた。

「別に宇う多た田だに関係ないのに、何なの？　わけわかんないわ」

「ぼくもあの位置だと、たぶん女将さんの後ろになってて見えなかったような気がする。でも座ざ堂どうさんは、岩の上に座ってたから、もしかしたら見えてたかも……」

　あすらは心配そうに言った。説子も、それを聞いて不安そうに表情を曇らせる。

「もしかして、座堂さんがお風呂のあと一人でどこかに行っちゃったのは……落ちこんでるのかも？　どうしよう、探して慰めたほうがいいのか、それとも刺激せずに一人にしておいてあげたほうがいいのかしら」

「心配だから、探しに行こうよ。どうせ新木くんは雛ひな菊ぎく先生のところに行ってて、練習もできないんだしさ」

　あすらは決断を迷わない。女の子になりたいと思っているあすらだが、そういう決断力や行動力は、やっぱり男っぽい……と、説せつ子こは思って、頼もしい気持ちになった。

「そうね、探しに行きましょ。宇う多た田だも一緒に……」

　説子は夕ゆう也やに声をかけようとしたが、夕也はうずくまってしくしく泣いていた。驚いて、説子は尋ねる。

「ど、どうしたの、宇多田まで元気が無くなっちゃったの？」

「だって……もうしばらくあの場にいたら、岩の上に座る座ざ堂どうの裸体が見られたのかと思うと、涙が止まらなくってさ」

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅らーっ！」

　反射的に、あすらが夕也をぶっ飛ばした。

「ぎゃー！」

　夕也は窓から飛びだし、キラーンと空の星になる。あすらは、ハッと我にかえって自分の拳こぶしを見た。

「しまった！　女の子はおしとやかに……って常々自分に言い聞かせてるのに、うっかり暴力をふるってしまったー！」

「まあ涙は止まったでしょ。息の根も止まったかもしれないけど」

「息の根って、だめだよ！　ぼく殺人犯になっちゃう！」

　あすらは焦って、窓から身を乗りだした。旅館の外はうっそうとした森になっていて、夕也の姿はどこにも見当たらない。

「やばい。座堂さんより先に、宇多田くんを探さなくっちゃ……」

　あすらは、真っ青になった。



　いっぽう、陣じんは旅館で一番良い部屋に通されていた。

　庭の奥のほうに建てられたはなれで、一部屋だけ独立しており、専用の露ろ天てん風ぶ呂ろがついている。

「陣さんは大飯食らいだ……と、娘から聞いてましたですわ。夕ゆう餉げにはまだ時間があるから、特別に厨ちゆう房ぼうに作らせたですわ」

　女将おかみがそう言いながら、小さなナベを支えている小さな七輪の中に、ライターで火をつけた固形燃料をすべりこませた。

　はなれの部屋には大きな座卓が置かれている。直径数メートルもある、巨大な木の切り株だ。その上に、タラバガニやイセエビがまるごと一匹乗った豪華な皿が並べられていた。

「何だこれ、料理っていうより水族館みたいだ」

　浴衣ゆかたの上に丹前を着た陣は、びっくりして目を白黒させている。陣の隣には、雛ひな菊ぎく先生が座っている。浴衣ゆかた姿の雛ひな菊ぎく先生は、ますます幼さに磨きがかかって、夏祭りにきた幼稚園児みたいに見えた。向かいには女将おかみが座って、二人のごはんをおひつからよそっている。

「当館の跡取りを作っていただかなくてはいけないのですもの、新あら木きさんには栄養をたっぷり摂とっていただかなくてはですわ」

「えっ……あ、跡取りって……」

　とまどって真まっ赤かになる陣じんのことばをさえぎって、板前二人が木でできた漁船のようなものを運んできた。

「女将さんっ、マグロの舟盛りお持ちしましたー！」

　どーん、と座卓の真ん中に漁船が勢い良く置かれた。その中では一メートルを超える巨大なマグロがびちびちと暴れている。マグロのしっぽの位置にいた陣は、冷たいしっぽにべちべちと往復ビンタを食らう。

「いて！　いて！　いて！」

　女将はきちんと正座して、にっこりほほえんだ。

「めしあがれ♪」

「めしあがれるかー！」

　陣は、旅館のタオルで顔を拭ふきながら立ち上がった。女将はきょとんと顔を上げる。

「シーフードはお嫌いでした？」

「『食物フード』になってるのをお願いします！　これ『生き物』ですから！」

「だって跡取り作りのためには、精力をつけていただかないとですわ」

「だから何なんですかっ、跡取りって俺おれは別もががががー！」

　叫んでいる最中で、陣は雛菊先生に後ろからはがいじめにされ、口をふさがれた。あら、と女将は頬ほおを赤くする。

「まあ、いきなり抱擁とは、最近の若いかたは大胆ですわ。ほほほ、年寄りはお邪魔ですわね。ではあとは若いかただけで……」

　そそくさ、と女将は板前たちとともに部屋を後にした。

　足音が遠のいていくのを見計らって、雛菊先生はふーっとため息をつき、陣を解放した。

「やれやれ、何とかごまかせたですぅ～」

「で、そろそろどういうことなのか説明してくれてもいいんじゃありませんかね？」

　陣は額にいっぱい血管を浮き上がらせながら、座卓を人差し指でトトトトトンと十六連打した。かなりイライラして怒っている。雛菊先生は、あわててぺこりんと頭を下げた。

「ごっ、ごめんなさいですぅ～！　この週末だけだから、我慢して話を合わせてほしいですぅ～」

「俺はもう、じゅうぶん我慢してると思いますけど？」

「お父様が早くに亡くなって、ひとりっこのわたしは子供のころから若女将修業をさせられてたけど、ほんとは先生になりたかったんですぅ～。それでお母様に、必ず跡継ぎの若わか女将おかみを産むからって約束して、教育大に行かせてもらったですぅ～」

「跡継ぎってのはそういうことか。でも俺おれは、先生と跡継ぎを作るつもりなんか全然無いですから」

「わたしだってそんなつもり、サラッサラ無いですぅー！」

　雛ひな菊ぎく先生は、真まっ赤かになって怒った。

「ただ、お母様が結婚しろ結婚しろとうるさいので、婚約者はちゃんといるからってうっかり言っちゃったんですぅー！　そしたら、今度は連れてこい連れてこいとうるさいので、抵抗しきれなくなって……」

「それで、軽音楽部の合宿をいいことに、まんまと俺を連れてきたってわけですか」

「だってわたしの生徒の中では、新あら木きくんが一番じじむさ、もとい、大人っぽいですぅ。頭はいいししゃべりかたもじじむさ、もとい、しっかりしているし」

「二度口を滑らせるほど俺はじじむさいですかそうですか」

「そういうわけで、案の定お母様も新木くんを気に入ったみたいだし。このままごまかしてほしいですぅ、でないとお母様に無理矢理結婚させられてしまうですぅ～。実は最近わたしにお見合いの申し込みがあったそうで、お母様も断りにくい人らしくて、かなりやばい状況なんですぅ～。既成事実があれば、断れると思ったですぅ～」

　しくしくしく、と雛菊先生が泣く。やれやれ、と陣じんはため息をついた。

「仕方ないなあ……。わかりました、でも一回だけですからね」

「良かったですぅ！　そうと決まればっ！」

　雛菊先生は陣の腕を引っ張って、はなれの縁側から外へ連れだした。勢い良く引っ張られて、陣はよろける。

「なっ、何なんですかっ？　待ってください、食べ物はっ？　特にタラバガニはっ？」

　陣のおなかがぐきゅるるるぅ、と鳴るが、雛菊先生はかまわず陣を引っ張っていく。

「だって、男子と二人っきりで同じ部屋にいるなんて、恥ずかしいですぅ～」

「意識しすぎです！　進路希望調査とか、個人面談みたいなものじゃないですか」

「そりゃわたしだって、年下なんか興味ないですけどっ……」

　雛菊先生は旅館の庭の林の中へ陣を引っ張っていきながら、ちょっと赤くなる。

「で……でも、新木くんって……わたしが好きな人に似てるから、意識しちゃうですぅ」

「はぁ？」

　陣はすっとんきょうな声を上げる。

「好きな人がいるんなら！　その人を連れてくればいいじゃないですかっ？」

「だって、告白してないし」

「好きなら、告白すればいいじゃないですか」

「そりゃわたしも二十八歳だし、もちろん焦ってるですぅ。でも、告白できない理由があるですぅ」

「中学生じゃあるまいし」

「彼は、幼なじみだったですぅ。わたしは子供のころからちっこくて、いじめっ子にからかわれやすかったんだけど、いつもかばってくれて……。腕っ節は強くないけど、正義感が強くて優しい人だったですぅ」

　雛ひな菊ぎく先生は、思い出を抱きしめるように胸の上で両手を重ねた。

「二人で同じ教育大に入れたときは、ほんとにうれしかったですぅ。でも、彼は教育大を出てすぐ紛争中の外国へ行ってしまったですぅ」

「紛争中？　傭よう兵へいでもしに行ったんですか？」

「彼は、貧困や紛争の連鎖を断ち切るには、教育が必要だって学生のころから言ってたですぅ～。教育大に入ったのも、その夢があったんですぅ」

「なんか……立派だとは思うけど、甘いかなって高校生の俺おれでも感じるんですけど」

「甘いかなって、わたしも思うですぅ。どんなに頑張ったって、それで喜ぶ人もいるけど、迷惑したり逆恨みする人だっているはずですぅ。だから止めたかったけど……」

　雛菊先生は、寂しそうに空を見上げた。

「でも……そんな彼が、わたしは好きなんですぅ」

　陣じんは、雛菊先生の横顔を見つめる。

「その人が日本にいるときに、そう言えば良かったのに」

「そうかな……そうかもですぅ」

　雛菊先生は、悲しげなほほえみを浮かべた。

「でもわたし、彼が好きだから彼に夢を追いかけてほしかったし、彼の夢の邪魔になりたくなかったですぅ。だから……彼が飛行場で『ずっと二人でいたけど、ぼくがいなくなってかすみは大丈夫かな』って心配したとき、『わたしは一人で大丈夫だから、男なら夢を追っかけなさいですぅ』って言っちゃったですぅ」

　陣の胸が痛くなった。考古学者の両親がたまに発掘先から国際電話で「陣、一人で大丈夫？」と電話してきたことがある。陣はいつもそっけなく「大丈夫。愛あい花かの家族もよくしてくれるし、あんたたちなんていなくても一人で大丈夫だよ」と答えていた。それは、自分を置いていった両親への反抗心から出た拒絶の言葉だったけれど……雛菊先生の気持ちが、少しわかるような気がした。

「今……その人は、無事なんですか？」

　自分がいつもテレビで、海外で日本人が事件に巻き込まれたというニュースを見るたびに胸騒ぎがしていたことを思い出して、陣は尋ねた。雛菊先生は、首を横に振る。

「わからないですぅ。紛争地域だから郵便も届かないし、インターネットも検閲されてるし、電気すらまともに通ってないですぅ……」

　陣じんの胸が痛んだ。本当に似ている。陣の両親も、郵便も届かない僻へき地ちで遺跡の発掘に明け暮れていた。考古学での発見は人類の遺産になる、両親はそんな大きな夢を追いかけていた。夢を追いかける両親から、息むす子こである陣は置いて行かれていた。

　陣の両親は、「失われた聖櫃アークの手がかりを見つけた」と言って、発掘費用を調達するために今まで住んでいた家を売りに出してしまった。陣が幼いころから住んでいた家……家族との、ほんのわずかしかない思い出すら、消えてしまった。幼いころからいろいろ世話になっていた幼なじみの愛あい花かとも離れ、今までの人生の全すべてを取り上げられたような気持ちを抱いて、陣は春はる紗しや学園の寮に入った。

　結果的に、愛花は陣を追いかけて春紗学園に入ったし、家も売れなかったのだが……一学期、何もかも奪われてからっぽだった陣の心の中に飛びこんできたのが、シエラだった。

『新あら木き陣、あなたをわたしのご主人様にするからねっ！』

　実はランプの魔神の家系で、魔法のランプを持っていた陣に仕えざるを得なかったシエラ……猫かぶりな外面と違って、わがままで怒りっぽくて不器用で、うるさくて迷惑で強引で、陣もほとほと辟へき易えきした。

（でも……だから、座ざ堂どうのおかげでちっとも寂しくなかったんだよな）

　シエラが間違えて、陣の両親からきた手紙を洗ってしまったことがある。そのとき陣は悲しくて、シエラを怒ど鳴なりつけてしまった。今思い出しても、かなり最悪だったと思う。

（ふつうなら、あれで見限られちまうところなのに……座堂は、俺おれを見捨てなかったんだよな。いつだって、座堂は俺のそばにいてくれた……。座堂がいなかったら、たぶん俺は今でも親を恨んでたかもしれない。考えてみたら、座堂のおかげで、俺はけっこう救われてたんだよな……）

　陣は、寂しそうな雛ひな菊ぎく先生に視線を向けて、優しい声で言った。

「好きな人のこと……待っていたいですよね」

「いっ、いきなり何ですぅ～？　生徒のくせに、大人に生意気なことを言うものじゃないですぅ～！」

　雛菊先生は、しどろもどろになる。陣は、遠い目で空を見上げた。

「俺はまだガキかもしれないけど、先生がその人を待つ気持ち、わかる気がしますよ。だから、協力します。先生の婚約者のふりをしますよ」

「新木くん……っ！」

　雛菊先生は大きな目をうるうると輝かせて、たまらず陣に抱きついた。

「ありがとうですぅ～、新木くん！　中間考査の配点はおまけしとくですぅ～！」

「いやいや、そういう不正は要りませんから」

　陣は苦笑した。

　その様子を草むらから見ていたのはトーレムである。

『ぷきゅー！』

　婚約がヤラセだということを知ったトーレムはガーンとショックを受け、落ちこんでいるシエラに真実を教えようとして、ダッシュした。



　そうと決まれば、女将おかみや従業員たちに仲のいいところをたっぷり見せて、二度とお見合いなんて持ちかけられないようにしよう……ということになり、陣じんは覚悟を決めて、雛ひな菊ぎく先生といちゃいちゃすることにした。

「うふふ、新あら木きくん、つかまえてごらんなさいですぅ～」

「あはは、こーいつぅ～」

　旅館の庭を、二人は走りまわる。ぶっちゃけ、陣は誰だれかと付きあったことなんてないし、雛菊先生も片思いをこじらせているだけで付きあったことがない。婚約者の男女がいちゃいちゃするなんてどうすればいいのかわからないので、取りあえず考えついた追いかけっこをしてみたものの、このシチュエーションの続きがよくわからない。

「先生、これってつかまえるんですか？　つかまえないんですか？」

　旅館のあちこちで掃除などをしている従業員たちの視線を気にしながら、陣は雛菊先生に小声でたずねた。



    

  
    
      



    

  
    
      「わ……わからないですぅ～。でも、つかまえなかったらずっと走るわけですぅ？　ふくらはぎが肉離れ起こすですぅ～」

「つかまえるとしたら、つかまえてどうするんですか」

「つかまえたら、次はわたしが追いかけるですぅ～？」

「そりゃただの鬼ごっこでしょう」

「つかまりかけたらバナナになってガードして、皮をむいてもらえるまで動けない……」

「それはバナナ鬼です。たしかに何かのヒントが隠されているような気もしますが、高校生なのでよくわかりません」

　仲なか居いたちが、玄関で団体旅行の客を出迎えていた女将おかみに言う。

「もしもし、女将さん。お嬢様と新あら木き様が、さっきからずっと庭を走りまわっていらっしゃるんですが……」

「ほほほ、元気な跡継ぎを作るには健康な体が必要ですわ。陣じんさんは頭もいいし健康にも配慮しているし、素晴らしい婚約者ですわ。あんなステキな婚約者がいるのに、無理矢理お見合いを受けてしまって、かすみには申し訳ないことをしましたわね」

　女将は玄関で靴をそろえながら、のん気に笑う。その前に、一人の男が立った。

「無理矢理お見合いとは、わたしのことでしょうかね？」

「あっ、あら、平たいら敦あつし様。いらっしゃるならご連絡下されば、マイクロバスで迎えをやりましたのに」

　女将は焦ってぺこぺこする。敦は細身の体に薄色のスーツをまとい、胸には紫のバラをさしている、どう見ても田舎の温泉宿には不似合いな耽たん美び系の若者だった。色白でまつげが長く女のような顔立ちで、淡いピンクの唇は、どうも薄化粧しているようである。

「マイクロバス？　平たいら家けの貴公子と呼ばれるこのわたしに、そのような美的感覚に乏しい乗り物を差しむけようとは、正気とは思えませんね」

　敦は眉まゆをわずかにしかめながら、胸のバラの香りを嗅かぐ。

「で……今おっしゃっていた、かすみさんがわたしとの見合いを断る原因となった婚約者というのは、何者なんでしょうかね？」

「は、はい、高校の教え子だそうですわ。せっかくお話を持ってきていただいたのに、すみません」

　女将は何度も頭を下げた。敦は、不服そうに眉を寄せて、ため息をつく。

「この姫ひめ湯ゆ温おん泉せんは、わたしの祖先が開いた湯です。姫湯温泉郷の旅館は全すべて、平家に代金を払い、当家の所有地内にある源泉から自分の宿に温泉を引いているわけです。わたしがおたくの宿に温泉を売るのをやめたら、この宿は立ち行かなくなるわけですよね？」

　敦は目を細めながら言った。女将は焦る。

「平様、それは困るですわ！　温泉が無くなったら、この宿の売りは無くなってしまうですわ。そうでなくても、最近湯量が減っているのに……」

「ならば、かすみさんをわたしに嫁がせることですね。それが、この姫ひめ湯ゆ温おん泉せん郷きようの存続にもつながるのですからね」

「しかし、かすみにはもう婚約者が……」

　食い下がる女将おかみに、敦あつしは冷たく一いち瞥べつをくれながら、手首の金時計を強調するように自分の頬ほおに触れてポーズを決める。

「セレブの生活を守るために、源泉が尽きては困るのですよ。労働などという下げ賤せんのなりわいに手を汚すなど、セレブにはありえないことですからね」

「……？　かすみと源泉と、何の関係が？」

「知らぬが仏ですよ」

　細められた敦の目が三日月のように鋭く光り、くるりと背を向けて去った。

「ど……どういうことですの？」

　女将は不安な予感を胸に、とまどっていた。



　そのころ陣じんと雛ひな菊ぎく先生は、まだ庭を走りまわっていた。

「はあはあはあ……つ、つかまえてごらん……はあはあ」

「先生、これはどう考えても違う気がしてきました……」

　陣は足を止め、肩で激しく息をつく。ふと、その足が地面にずぶずぶと沈みはじめた。

「えっ……こ、こんなところに沼っ？」

「どうしたですぅ、新あら木きくんっ？」

　陣に駆け寄ろうとした雛菊先生が、背後から肩をつかまれた。

「え？」

　振りかえると、庭の枯れ木だった。枯れ木が根をきしませながら歩き、人間のように前かがみになって雛菊先生の肩をつかんでいた。

「こっ、これはいったい何ですぅっ？」

　雛菊先生は軽々と、木の梢こずえまで持ち上げられてしまった。陣はすでに、ひざまで沈んで動けない。沼ではなく、地中の木の根が陣の足を引っぱっていたのだ。

「こいつは……妖魔ダイモンっ？」

　モーゼの十じつ戒かいに封印された強力な聖櫃の妖魔アークダイモンだけでなく、この世には有う象ぞう無む象ぞうの妖魔ダイモンがいる。妖よう怪かいとも精霊とも、魔力の強いものは神とも魔神とも呼ばれる存在だ。

「きゃー！　高いっ、高いですぅぅーっ！」

　数十本の枯れ木がざわざわ揺れながら、悲鳴を上げて暴れている雛菊先生の周囲を取りかこむ。

「そうだ、相手が妖魔ダイモンならソロモンの指ゆび環わで……っ」

　陣じんはポケットをさぐろうとして、ハッとする。温泉に入ったせいで、今は浴衣ゆかた姿になっていたことに気づいて、青ざめた。

　シエラをいつでも（シエラの「命令」があり次第）呼び出せるよう、ふだんから魔法のランプとソロモンの指ゆび環わは携行するようにしていた。ソロモンの指環は妖魔ダイモンを封印したり解放したりする「鍵かぎ」で、ランプ以外でも小瓶や壺つぼなどに妖魔を封印できるのだが……。

（しまったっ……！　浴衣にはポケットが無いから、落とさないようリュックサックに入れっぱなしだったんだ……！）

　枯れ木はフォークダンスのように、雛ひな菊ぎく先生のまわりをぐるぐる回る。陣は叫んだ。

「誰だれかっ！　誰か来てくれ、雛菊先せ……がぼっ？」

　言葉の途中で、陣は何者かに後頭部を押さえつけられ、地面に顔を埋められた。

　押さえつけているのは手ではなく、高級そうなイタリア製の靴の裏だ。

「ラブラブのところ申し訳ありませんが、あの娘はわたしがいただきますよ。そろそろ、源泉の力が衰えて来ましたのでね」

　敦あつしが、冷ややかな目で陣を見下ろして言った。胸には紫のバラが飾られている。陣は頭ず蓋がい骨こつをきしませる靴の底に顔をしかめながらも、反抗的な態度で言った。

「前後の文のつながりが思いっきり不明なんだが」

「わたしの祖先は、源げん氏じに敗れた平へい家け随一の楽がく人じん・平たいらの敦あつ盛もりの一族です。京の都でセレブの中のセレブとして賞賛されていた祖先は、落人おちゆうどとなっても生活レベルを下げるつもりはなかったのですよ。この山に逃れてきたとき、彼らはたまたま温泉を掘り当てました。おかげで、源泉を売る収入だけでセレブな生活をつづけることができたのです」

「それと、後頭部を踏むのはやめろ。すごい痛い」

「真のセレブとは、不労所得のみにて暮している者のことを言うのです。たとえば大会社の社長とか芸能人とかはどんなに給料が高くても、働いて給料をもらっている以上、真のセレブとは言えません。すなわち、セレブであるわたしの座右の銘とはっ！　『働いたら負け』なのです！」

「わかるわかる。親の教育が悪かったんだ、うん」

「しかし、そのビジネスの基盤となる源泉が弱ってきたのですよ。となれば、燃料を投下しなければ、わたしのセレブな上流階級ライフにも終止符が打たれてしまうというわけです。困っていると、夏の終わりごろ……わたしの前にある女性が現れましてね。一冊の本をわたしに手渡し、呪じゆ文もんを唱えてみろと言ったのですよ……」

　敦は、ぐるぐる回る枯れ木のほうへ視線を向けた。回転する枯れ木の根が深く土を掘ると、ぐつぐつと赤く光る溶岩が湧わいてきた。陣は踏みつけられたまま、大きく目を見開く。

「溶岩っ？　何してんだ、枯れ木に火がつくだろ！　火事になるぞ！」

「その女性は言ったのですよ、わたしの祖先には朝廷の陰おん陽みよう師じがいて、子孫であるわたしにも霊力が残っているかもしれないと。霊力のある者が死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんを唱えれば、死せる神を復活させることができる……とね。土着の日本の神は高たか天まが原はら系の天あま津つ神かみに押されて弱ったり滅んだりしている、源泉が弱っているのも山の神の霊力が弱っているからで、それを復活させれば源泉もよみがえる。自分は死者の書ネクロノミコンを使いこなせる強力な霊力を持つ者を探している……とおっしゃいましてね。その結果、わたしの霊力は彼女が期待していたほどのものでは無かったようで、山の神を復活させるには至らなかったのですが……」

　敦あつしは胸のバラを取って、陣じんの目の前に捨てた。バラはイモムシのようにうぞうぞと動きながら、重い花の部分を重心にして、切った茎の先の部分で地面に踏みつけられたままの陣の頬ほおをぺしぺしと叩たたく。

「いててて！　てっ！　トゲがっ、トゲが痛いっ！」

「しかし、枯れた植物ていどなら生骸ゾンビにできたのですよ。つまり、わたしの呪文が届いた範囲の枯れ木が全すべて、わたしの命令に忠実にしたがう生骸ゾンビとなったのです。忠実な『部下』を手に入れた今、死者の書ネクロノミコンなどに頼らなくても、山の神を復活させる方法は他ほかにもあるということに気づきましてね」

「嫌な予感がするなあ」

「恐らくビンゴですかね。大昔から、呪術者シヤーマンが死せる神を復活させるには、命を贄にえとするもの……すなわち若く美しい処女の『生いけ贄にえ』を与えるのです。この雛ひな菊ぎくかすみという娘、鄙ひなにはまれな美少女で、山の神を復活させるには十分だと思うのですよ」

「まっ、待て！　鄙にはまれな美少女なら生贄なんかにしちゃもったいないだろ、求婚するぐらいなんだから先生を好きなんじゃないのかよっ？」

「ふん、求婚したのは行方不明になっても騒がれないようにするためですよ」

「好きじゃないってことか？」

「わたしは自分が一番可愛かわいいのですよ。主観だけでなく客観的にも、そんなチンチクリンの小娘より、男にしておくのが惜しいほど妖よう艶えんな美び貌ぼうを誇るこのわたしのほうが可愛いと思うのですよね。ただ自分を生贄にするわけには行きませんから、まあわたしよりだいぶ落ちるとはいえ、その娘で手を打つことにしたというわけですよ」

　勝手なことを言いながら、敦はパチンと指を鳴らす。それを合図に枯れ木は、雛菊先生を溶岩の中へ投げこんだ。

「きゃああああーっ！」

　雛菊先生は、まっさかさまに溶岩の中へと落ちていった。陣は叫ぶ。

「ちょっと待てー！　雛菊先生は若く見えるけど二十八歳なんだぞっ！」

「えっ」

　敦がピキーンと凍りつく。雛菊先生がまさに溶岩に飲みこまれそうになる寸前、

「摩ま訶か般はん若にや波は羅らーっ！」

　ドン、と空気が震動し、白く輝く光が空間をつらぬいた。枯れ木の群が一瞬にして蒸発し、さえぎるものが無くなったところをあすらが飛んでくる。

「神じん宮ぐう寺じ！」

　陣じんの目が輝いた。あすらは溶岩の上を飛びこえながら雛ひな菊ぎく先生を抱きとめ、スタッと着地する。雛菊先生は驚きのあまり、目を回していた。あすらは雛菊先生を地面に置くと同時に、敦あつしに向かって法ほう力りきを放った。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら！」

　あすらの手のひらから光が放たれる。だが光は、敦に当たるとこっぱみじんに砕け、桜の花びらのようにはらはらと散る。あすらは目を見張った。

「ぼくの法力が効かないっ？」

「僧そう侶りよがいたのですか、面倒な。しかし枯れ木の生骸ゾンビは念仏で成じよう仏ぶつさせられても、わたしは生身の人間、あなたの法力など……」

「摩訶般若波羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅羅っ！　羅ぁーっ！」

　敦のセリフが終わらないうちに、あすらのパンチラッシュ、続いてアッパーが飛んだ。敦は天高く吹っ飛び、庭の石いし灯どう籠ろうにぶつかって、石灯籠もろとも崩れ落ちる。

「いてて……。頭ず蓋がい骨こつにヒビが入ったかも、あごの関節もおかしいぜ」

　陣が頭やあごをなでながら、起きあがった。足に巻きついていた木の根も、あすらの法力で消え失せていた。あすらは陣に駆け寄る。

「新あら木きくん、大丈夫だった？　ぼくがぶっ飛ばして行方不明になった宇う多た田だくんを探してたら、邪悪な思念を感じたから飛んできたんだけど……」

「夕ゆう也やのこともぶっ飛ばしたのか。っていうか、法力が効かない生身の体ならまあ、パンチが効くよな」

　陣は両手で顎あごの関節を押さえて、口をカチカチと開け閉めする。

「うん、だいぶましになった」

「あのナルシストっぽい変態野郎は、いったい何者なの？」

　と、あすらが石灯籠のほうを指さした。が、そこに倒れていたはずの敦がいない。

「えっ……？」

　きょろきょろ、とあすらは周囲を見回す。気配は感じるのに、姿が見えない。

「バカども！　上ですよ！」

　敦の甲高い声が響いて、あすらはぎょっと顔を上げた。新たな枯れ木の生骸ゾンビを利用して高く持ち上げられ、上から攻撃を仕掛けてきたのだ。

「新木くん、危ない！」

　あすらは陣を突き飛ばす。敦が手にした紫のバラが、鞭のようにしなりながら長く伸び、そのトゲは刃やいばのようにあすらの背を襲う。

「わあ！」

　あすらは間一髪のところでバラの攻撃をかわしたが、本当にギリギリのところで何とかかわしたため、浴衣ゆかたの背中がトゲに切り裂かれてしまった。帯ごと切り裂かれたので、帯は落ち、浴衣は背中からはだける。

「ひゃっ……！」

　とっさにあすらは両手で浴衣を押さえようとしたが、するりと手の間から抜けて、足元に落ちてしまった。温泉でしっとりすべすべになった色白の肌が、緑の和風庭園を背景にして、くっきりと浮かびあがる。

　あすらは、いつものように豊かな胸をきつくさらしで巻いている。それは陣じんも、彼女が寮長室で切腹騒ぎを起こしたときに見た。見慣れているわけではないが、見たことはある。

　が、そのときは下にズボンをはいていたのだが、今はボクサーパンツ一枚である。といっても、男物ではなく女物のボクサーパンツだ。ちょっと見、体育用のショートパンツのように見える。あすらのお尻しりはよく引き締まった小こ尻じりなので、ちっちゃくまとまってよく似合う。ローライズなので、後ろから見るとお尻の上のＹ字ラインがちらりと見えた。

　パンツについて長々と描写してしまったが、話を要約すると、あすらが浴衣を切られて陣の目の前でさらしとパンツだけの姿になってしまったというわけだ。

「ぅな……っ？」

　敦あつしが変な声を出した。あすらは真まっ赤かになって、両手で胸を隠している。陣はしばらく頭の中が真っ白になって身動きもできなかったが、ハッと我にかえって、

「神じん宮ぐう寺じっ、これ着ろ！」

　と、自分の丹前を脱いだ。陣は丹前の下に浴衣を着ていたが、敦との戦いですっかり着乱れてしまっていた。それを正す余裕もなく、陣は丹前をあすらの肩にかけた。丹前はハッピのようなものなので胸をちゃんと隠せないため、あすらは無意識に陣にくっついて、彼の体で胸を隠そうとする。

　丹前のすそからは、あすらの白くて長い足がのぞいていた。それを見て、敦は確信したようにうなった。

「……美しい！　わたしの少年時代と張るレベルの美少年だと思っていたら、まさか美少女だったとは！　こちらのほうが、美び貌ぼう的にも年齢的にも、はるかに良質な生いけ贄にえとなりそうですね」

　敦は紫のバラをさし上げて、指揮するように振った。それに誘われて地面から枯れ枝が伸びだし、陣とあすらを襲う。

「わー！」

　二人は全身を縛りつけられ、数十メートルの高さへとさし上げられた。陣の体に、あすらの胸がぎゅうぎゅうと押しつけられる。さらしで巻かれていてもなお損なわれることのない弾力に、陣じんの顔は真まっ赤かになった。あすらは、その何倍も真っ赤になってうろたえる。

「わわっ、わっ！　まっ、摩ま訶か般はん若にや波はっ……」

「やめろ、神じん宮ぐう寺じ！　ここで木の生骸ゾンビが成じよう仏ぶつして消滅したら何十メートルも落下だぞ、溶岩が無くたって死ぬぞ！」

「はっ……！　で、でもじゃあどうすればっ……！」

　あすらは迷い、泣きそうな顔をする。そんな切ない顔で見上げられても、賢王ソロモンに匹敵する知恵を持つと言われた陣ですら、この状況をどう打開すればいいのかわからない。いや、冷静に考えればわかるのかもしれないが、女子の胸……しかもボーイッシュとはいえ客観的に見れば思いっきり美少女の類たぐいに入るＣカップが押しつけられていて冷静になれるほどには、陣はまだ悟りが開けていないし、そこまでじじむさくもない。

「フハハハハハ！　どうすることもできないようですねぇ～、このまま二人そろって溶岩の贄にえとおなりなさい！」

　敦あつしの勝ち誇ったような高笑いが響いた。絶体絶命である。



　その場に、トーレムに浴衣ゆかたのすそを引っ張られながら、シエラが現れた。

『ぷきゅー！　ぷきゅー！』

「何よ、トーレム。わたしが何を勘違いしてるっていうの？　雛ひな菊ぎく先生と庶民が婚約者だってことに変わりはないんでしょ？」

『ぷきゅきゅー！』

　トーレムは必死に首を横に振る。だがシエラは心を閉ざしてしまって、トーレムに耳を貸そうとしない。

「庶民と話すことなんて、もう無いわよ。顔を見たら辛つらくなるもの、会いたくないんだから放ほうっておい……」

　ぴたり、とシエラのことばが止まった。陣とあすらがくっついている姿が、はるか高所に見える。高所でも、あすらが丹前しか羽は織おっていなくて半裸であること、陣の浴衣も敦との戦いではだけてしまっているのが、シエラの目にははっきりと見えた。

「……っ」

　シエラは息が詰まったように、短いうめき声を上げた。ことばも出なかった。

　いっぽう敦は、あすらに続いて現れた、あすらをはるかに超える美少女の姿に驚喜して興奮気味にバラで指した。

「素晴らしいっ、ふだんはじーさんばーさんしかいないこの鄙ひなの温泉宿に、天女とも見まがうばかりのスーパーレベルの美少女が現れるとは！　姫ひめ湯ゆ温おん泉せんの火山の神ごときには、これほど高レベルの生いけ贄にえは栄養過多になるかもしれませんが、源泉は思いっきり元気になること間違いなしでしょう！　木よ、あの光り輝くような美少女も縛りあげるのです！」

　敦あつしの命令に従い、木の枝が四方八方からシエラに襲いかかった。

『ぷきゃーっ！』

　トーレムが怯おびえて悲鳴を上げる。だが、シエラはたたずんだまま動けなかった。そうでなくても色白の全身は蒼そう白はくとなり、かたかたと小さく震えている。

「……かっ……」

　青ざめた唇が震えた。「うん？」と、敦が耳に手を当てて、シエラが何を言っているのか聞こうとする。

　シエラは両手の拳こぶしをぎゅっと握り、絶叫した。

「……庶民の……庶民のばかーっ！」

　どかーん！

　シエラを襲おうとした枝が爆発して、粉々に飛び散る。

「えっ」

　敦の目が点になった。彼をさし上げていた枝が、次に吹っとんだ。

「ひいいっ？」

　敦は落下し、悲鳴を上げた。とっさに枯れ枝をあやつりクッションにして着地し、ケガはまぬがれたものの、ひざががくがくして立っていられなくなり、地面にひざをつこうとした。



    

  
    
      



    

  
    
      「庶民のばかばかばかばかばかーっ！」

　シエラは泣きながら、林のほうへ駆けていく。彼女は、かつてランプの魔神の最高魔法「火ボ山ル魔カ法ン」をレベルが足りないのに使ってしまった副作用で、興奮すると周囲のものを（自分自身もふくめて）爆発させてしまうのだ。爆発するものが何なのか、自分でコントロールすることはできない。相手の頭を吹っ飛ばしてしまうかもしれないし、自分の服を吹っ飛ばしてしまうかもしれない。

　あまりにも危険なので、陣じんはシエラのこの副作用を消すために文献をあさったりしているが、今のところ有力な情報はない。恐らくシエラがズルではなく、きちんとレベルを上げてしかるべきレベルで火ボ山ル魔カ法ンを使えば治るのではないか……と、陣は何となくそう考えている。

　ともあれ、今のシエラは何が爆発するのか自分自身でもコントロールできない。三発目の爆発は、敦あつしの前の地面だった。地面が爆発して大きな穴があいたので、ひざをつきかけていた敦は、勢いあまって穴の中に前倒しに転がりこんでしまった。

「なっ……何事なんですかっ？」

「このへんのものがランダムで爆発するんだ。次は俺おれが吹っ飛ぶかもしれないし、おまえの頭が吹っ飛ぶかもしれないぜ」

「ひいぃーっ！　念仏だけならまだしも、謎なぞの術まで使うとは！　源泉を復活させたい気持ちは山々ですが、命が無ければセレブ生活を謳おう歌かすることもできません。わたしはこのあたりで手を引かせていただきましょう、引き際が見事なのも落人おちゆうどのサバイバル術のひとつですからね！」

　敦は高級そうなスーツを泥まみれにしながら、穴の底から這はって出てきた。ひざは震えるし腰は抜けるしで、立てなくなっていたのだ。彼はそのまま、その場から逃げだした。

　術者が遠くへ行ったため、生骸ゾンビとなっていた枯れ木の術も解けて、もとの枯れ木に戻った。溶岩も、敦の妖よう気きと呼応して煮え立っていたのか、今は静かになってゆっくりと黒く冷え固まりはじめていた。

「やれやれ、助かった」

　陣は、木の枝を伝って降りてくる。あすらも続いて降りてきた。

　雛ひな菊ぎく先生が、何が何だかわからないといったようすで陣に尋ねた。

「新あら木きくん、いったい何がどうなってるですぅ？」

「えーと……」

　一般人の雛菊先生に、妖魔ダイモンとかそういう話は通じないと思った陣は、少し考えてから、

「多分あれです、イリュージョン」

「えーっ？　あ、あれが手品だったって言うですぅ？」

「あれっ、もしかして先生、タネがわからなかったんですか？」

　陣じんに煽あおられて、雛ひな菊ぎく先生は真まっ赤かになり、負けず嫌いっぽく反論した。

「もっ、もちろんわかったですぅ！　親指にかぶせた肌色のサックの中にハンカチを隠してることも、わたしは全すべてお見通しなんですぅ～！」

「最後にあちこち爆発したのは何？　ぼくは何もやってないけど……」

　あすらが丹前の前を両手できつく閉じて胸が見えないようにしながら、不思議そうに陣を見上げた。

　シエラがランプの魔神であることは、誰だれにも秘密である。セレブとして何十人もの使用人を使う立場であるシエラが、逆に他人に仕える魔神であると知られることは、死んだほうがましなぐらい恥なことらしいからだ。

「水蒸気爆発の一種だろう、溶岩が噴出してるところではよくあることさ」

　と、陣はしれっと嘘うそをついてごまかした。

「へぇー、よくあることなんだ。さすが新あら木きくんは物知りだねえ」

　あすらは本気で信じて、目をきらきら輝かせる。

「やっぱりぼく、少しでも早く女の子らしい女の子になって、新木くんのように優秀な男子の奥様になりたいな。お帰りを家で待って、帰ってきたら『お帰りなさいませ、ごはんにいたします、それともお風ふ呂ろにいたします？』って、三つ指ついて聞くんだっ」

「神じん宮ぐう寺じさんは古風ですぅ～。でも、女の子は幸せになろうと思ったら、それぐらい古風かつ積極的に男子にアピールしたほうがいいのかもしれないですぅ～」

　そう言って、雛菊先生はため息をつく。外国へ行ってしまった好きな人のことを言っているのだと気づいて、陣は先生を慰めた。

「大丈夫ですよ、先生。あいつはもうこれに懲りて先生にちょっかいはかけてこないでしょうから、お見合いの心配なんかせずにゆっくり好きな人を待てますよ」

「えっ？　雛菊先生に好きな人がいるの？　新木くんは婚約者じゃなかったの？」

　あすらはとても素直な表情で、陣と雛菊先生を見比べた。雛菊先生は苦笑する。

「違うですぅ、新木くんにはダミーになってもらってただけですぅ。だってわたしには本当に好きな人がいるし、新木くんにだって……」

　と、雛菊先生は言いかけて、はっと口を押さえる。

「あ、いえいえ。何でもないですぅ～」

「言っときますけど、俺おれは好きな奴やつなんていませんからねっ？」

　陣は真っ赤になって、雛菊先生をものすごい目でにらんだ。雛菊先生はきょとんとした表情をしていたが、ふと「ぽん」と手を打って、笑いながら陣の顔を見つめた。

「そうですぅ、新木くんは考古学しか興味が無いですぅ～」

「そのとおりです、わかってくれましたか」

　陣はほっと胸をなでおろす。雛菊先生はそんな陣をじいっと見つめたあと、視線を外し、寂しげにまつげを伏せて微笑ほほえんだ。

「それじゃ、もしいつか新あら木きくんに、遠い未来に好きな人ができたときに……」

　と、雛ひな菊ぎく先生はつぶやいた。

「そのときは……好きな人は、自分の気持ちにすなおになって、ギュッとつかまえて逃がさないようにしなさいですぅ。意地張って正直に言えなくて、好きな人を引き止められずに、ずっと日本で悶もん々もんと彼を心配しながら後悔して待ってる……わたしみたいになっちゃ、ダメですぅ～」

「お、俺おれは別にそこまでする気は……」

　陣じんは、恥ずかしくてしどろもどろになっていたが、そこに雛菊先生がダメ押しで、

「教え子は先生の言うことをきちんと聞くものですぅ、後悔したくなかったら行動あるのみですぅ」

　と言ったので、ぐうの音も出なくなった。

「わ……わかりました、わかりましたよ」

　陣は、とまどいながら立ち上がり、駆けだした。あすらは二人の会話の真意がわからず呆ぼう然ぜんとしているが、雛菊先生はニヤニヤと静かに笑っていた。



　陣は、シエラが消えたほうへと、林の中を探していく。

「座ざ堂どう……どこに行ったんだ？」

　林の中は見通しが悪くて、地味な色の浴衣ゆかたを着ているシエラはなかなか見つからない。ふと、土の上に小さな足跡が交互についているのが見つかった。

「これは……もしかして、トーレムの足跡？」

　陣は足跡を追っていく。林の奥のずっと奥から、かすかに温泉の匂においがしてきた。

「えっ……？　お、温泉？」

　陣は面食らう。緑の茂みをかき分けると、確かにそこには白い湯気がもうもうと湧わく温泉が広がっていた。露ろ天てん風ぶ呂ろにしては、雰囲気が少し違う。鬱うつ蒼そうと茂った草に囲まれ、灌かん木ぼくの枝が周囲にひしめきあって、ただの沼のように見える。

「えらくワイルドな露天風呂だな。何かふつうに土だし……」

　温泉に近づいたとき、か細い声が聞こえた。

「こっ……来ないでっ……！」

　えっ、と陣は顔を上げる。

　白い湯気の中に、シエラが見えた。浴衣を着たまま、頭からずぶ濡ぬれになって温泉の中に腰まで浸つかっている。トーレムは沈まないよう、必死の形相でシエラの浴衣の帯につかまっていた。

　陣は、呆あきれてつぶやく。

「バスタオル巻いて温泉に入るのもマナー違反なのに、浴衣ゆかたを着たままとかありえないだろ」

「入ってるわけじゃないわよっ！　走ってたら足もとに穴が開いて落っこちたのっ！」

　シエラは怒る。陣じんは驚いて、温泉をのぞきこんだ。

「えっ？　……じゃあ、これは露ろ天てん風ぶ呂ろじゃなくて天然に湧わいた温泉ってことか？」

「近づかないでって言ってるでしょ！　庶民なんて、雛ひな菊ぎく先生がいるのに神じん宮ぐう寺じさんとまでなんて……最低っ！」

「そうか……。奴やつが『生いけ贄にえ』がどうのって言ってたけど、座ざ堂どうはランプの魔神で、ランプの魔神の最高レベルの呪じゆ文もんは『火ボ山ル魔カ法ン』だから、要するにランプの魔神が最高レベルまでレベルアップすると火山の魔神になるってわけか。それで、座堂が温泉地帯をウロウロしてたことで、その魔力に誘発されて、温泉が湧き出したと。温泉ってのは、地下水が火山の熱で温められるものだから」

「足が岩にはさまれちゃって、わたしからは離れられないんだからっ！　庶民がとっととどこかに行ってったら！」

「この旅館の温泉は源泉からパイプで引いてきてるわけだから、ここに新しい源泉ができたってことは、もうあの働いたら負け野郎に金を払って源泉を買わなくていいってわけだ。つまり、あいつはやっと働かなくちゃ食えないっていう健全な人生を送るわけだし、俺おれはもう雛菊先生の婚約者役なんてやらなくてすむんだ！」

　陣は目を輝かせて喜ぶ。それを聞いて、シエラはきょとんとした。

「……え？　え？　婚約者『役』ってどういう意味？」

「雛菊先生には好きな人がいるんだよ。お見合いしたくなくて、俺をダシにしてたんだ」

「あ……そ、そういうことだったんだ」

　シエラの表情が緩んだ。そして、おずおずと陣を見つめる。

「って……どうして、わたしのことを追いかけてきたの？　それを言うために？」

「えっ……う、うんまあ、そうかな」

　陣は頭をポリポリとかく。トーレムは二人を見比べて、ちょっと期待の表情を見せている。

　シエラはお湯に浸つかったまま、恥ずかしそうにうつむいた。

「それって……わたしに誤解されたままでいたくなかったから？　早く誤解を解かなくちゃって思ったから？」

「うんまあ……理屈で言うと、そういうことなのかもしれないけど」

「誤解……されたくなかったんだ……」

　シエラは陣のことばをかみしめながら、胸に両手を置いてつぶやいた。陣は照れくさくてシエラをそれ以上正視できず、視線をそらしながら頭をかく。

「でっ、でもまあすぐ追いかけてきて良かったよな。温泉は見つかったし、あのっ、助けてやるよ。一日に何度も温泉に浸つかってたら、湯あたりするぞ」

　陣じんは浴衣ゆかたのまま温泉に入ってくると、シエラの前でかがんで彼女の足を岩のあいだから引っぱり出そうとするが、びくともしない。シエラは顔をしかめた。

「痛いっ……！」

「ごめんごめん、力任せに引っぱっちゃだめか。よし……」

　陣は一度お湯から上がると、太い木の枝を持ってきてシエラの足もとに差しこみ、強くこじる。シエラの足をはさんでいた岩が、わずかに開いた。

「今だ、抜けっ！」

「は、はいっ！」

　シエラが足を引くと、少し引っかかって痛かったけれど、何とか抜くことができた。

「や……やったぁー！」

　シエラは目を輝かせ、トーレムは喜んでばんざいをした勢いで湯の中に落ちて、ぶくぶくと沈んでいった。陣もホッとして、ずぶ濡ぬれの浴衣のままほほえんだ。

「良かった、怪け我がしてないか？」

「浴衣濡れちゃったわね」

「お互い様だろ」

「わたしは落っこちたからよ、庶民は脱げば良かったのに」

「ばか、おまえの前で脱げるわけないだろっ？」

「庶民はわたしの裸を見たくせに」

「みっ……見てないって！」

　真まっ赤かになってものすごい勢いで否定するところが、思いっきり『見た』という自白になっている気がするのだが、シエラは恨みがましい目をして、小さな声でたずねた。

「……見る価値も無いってこと？」

「なっ、何のことだよ」

「わたしって、そんなに魅力無いの？」

　じっ、とシエラが陣を見つめた。

　猫っかぶりで完全無欠を気取っているシエラだが、今回のように頭から温泉に突っこんだり、実を言えばちょっぴりヌケているところもある。それを知っているのは陣だけだ。完全無欠の座ざ堂どうシエラは、誰だれからも憧あこがれられる存在で、シエラ自身もそれは理解している。けれど本当の自分を知っている陣が、本当の自分をどう思っているのか……それは、シエラにもわからない。わからないから、不安がふくらむ。

「そんなこと、どうでもいいだろ」

　と、陣じんは背中を向けて、いつものように照れかくしのぶっきらぼうさで言い捨てかけた。けれど、不安そうに自分を見つめるシエラを前にすると、いつものように逃げを打てないような気がした。ここで逃げれば、シエラを傷つけてしまうのは明らかだった。

　雛ひな菊ぎく先生のことばが、胸に去来した。

『好きな人は、ギュッとつかまえて逃がさないようにしなさいですぅ。わたしみたいになっちゃ、ダメですぅ～』

　一度背中を向けたシエラを、陣はもう一度振りかえった。悲しそうに自分を見つめているシエラ……今まで自分は、何度彼女をこんなふうに心配させてきたのだろう。

　陣は子供のころから、自分の気持ちを外に出そうとしなかった。それはシエラも同じだけれども……家族にそばにいて欲しくても、そう言えなかった。好きでも、好きだと言えなかった。クールに醒さめた心を抱えたまま、大切なものがいくつも手の中からすり抜けて行った。手に入れることにこだわるのは、子供っぽいわがままだと思っていた。そばにいて欲しい、と言えなかった。

　けれど、シエラとの出会いは陣を変えた。傲ごう岸がん不ふ遜そんに自分をぶつけてくるシエラに、陣も本音をぶつけ返した。シエラ自身も、いつも猫ばかりかぶっていたせいで、陣との距離の取りかたがわからなかったのに違いない。変に緊張して、変なテンションになって、それがあの傲岸不遜な行動に繋つながっていたのかもしれない。

「……いや。やっぱり、どうでもよくない」

　陣はシエラをじっと見つめた。目のあたりがカーッと熱くなっていて、自分の顔が真まっ赤かになっているのがわかった。心臓の鼓動が速すぎて、息が苦しくなる。でも拳こぶしを握りしめ、息を止めて、陣は一気に言い切った。

「俺おれは……座ざ堂どうは、猫をかぶってる座堂も猫をかぶってない座堂も、どっちもすごく可愛かわいいと思うっ……！」

　シエラの目が、思いっきりびっくりしたように大きく見開かれた。陣の全身が熱くなる。走って逃げ出したい気持ちでいっぱいになったが、今は勇気を振りしぼらなくてはならないのだと、自分に言い聞かせて踏みとどまった。

「それで、俺はっ……ずっと座堂のそばにいたいと思ってる。でも、でも座堂は学園の人気者だし俺は地味で目立たない考古学オタクだから、客観的に見て俺に選択権は無いような気がするしっ……」

　シエラは首を横に振っていたが、陣は緊張のあまり目をきつく閉じてしまっていて、見えていない。

「だから、俺は座堂のそばにいてもいいのか、だめなのか……座堂はどう思ってるのか、聞きたいんだ！」

「そっ……そんなことっ……」

　シエラは、顔から火を吹くほど真まっ赤かになった。思わず何か言おうとして口を開き、でもためらうように目をそらして、小さな声で答えた。

「そんなこと……女の子の口から言えるわけないでしょっ？」

「そ、そうだよな。変なこと聞いて迷惑だったかな」

　思わず後ずさろうとした陣じんの腕を、あわててシエラがつかまえる。

「そうじゃないわよっ、待ちなさいよ！　答えてあげるんだから、せ、背中……向けなさいよねっ」

「まさか、『これが答えよっ！　ヒャッハー！』って背後から刺すのか？」

「違うわよっ、そしてなんでヒャッハーよ！　わたしのキャラ設定、勘違いしすぎでしょっ？」

　シエラは怒って、というか恥ずかしさのあまり妙なテンションになってしまって、陣の頭をポコスコたたく。

「痛い痛い痛い！　勘違いって、刺し殺す系キャラじゃなくて殴り殺す系キャラって意味だったのか？」

「いいから早く背中を向けなさいっ！　口で言えないからっ……背中に書くんだからっ！」

　シエラは真っ赤になって言った。あっそういうことか、と陣は納得して、シエラに背中を向ける。

「ど、どうぞ。好きなだけ書いてくれ」

「そんなにたくさん書かないし！　いい、書くわよ？」

　シエラは陣の背中に人差し指で、ゆっくりと、

「ス」

「キ」

　と、書いた。陣は神妙な表情で、背中に神経を集中させる。

　シエラは恥ずかしそうに、おずおずと背後から陣の顔をのぞきこんでたずねた。

「か……書いたわよ。……わかった？」

「えっと……」

　陣は眉まゆをひそめ、考えこんで、

「マ……『マ』『テ』？」

　ずるり、とシエラはずっこける。鈍い陣は、背中の神経まで鈍すぎたようだ。

「そ、そうだよな。いきなりこんなこと聞くなんて時期尚早だったよな、らしくなく突っ走りすぎて悪かった。まあ保留ってことだよな、『ＮＯ』じゃなかっただけホッとしたからいいか」

　陣は頭をポリポリかいて、笑った。シエラは愕がく然ぜんとして、真っ赤な顔でどなった。



    

  
    
      



    

  
    
      「なっ……何が『いいか』なのよっ、何も良くないわよ！」

「わっ、なんでいきなり怒りだしたんだ？」

　陣じんはびっくりして目をぱちくりする。シエラはぷんすか怒りながら、陣に背中を向けて温泉から上がった。

「わたしがどうして怒ってるか、わからないわけっ？　庶民なんてだーいっきらいっ！」

　シエラは走りだす。湯の底でぶくぶくとのん気に沈んでいたトーレムだが、それに気づくとあわてて沼岸に這はいあがり、シエラを追いかけていった。

　温泉の中、濡ぬれネズミ状態で一人残された陣は、

「……やっぱり、座ざ堂どうはよくわからない……」

　と、呆ぼう然ぜんとした表情でつぶやいた。



　おまけ。

　はるか遠い砂漠の国……日干しレンガで作った小さな学校を、ロックオンしている軍隊があった。

「将軍、ターゲット発見しました」

　灼しやく熱ねつの太陽がじりじりと地上を焼きつける中、ベージュっぽい砂漠迷彩の軍服を着た斥せつ候こう兵へいが、でっぷりと太った将軍の前で敬礼した。金モールの軍服に身を包んだ将軍は、砂の上にディレクターズチェアを置いて座りながら、アイスバーをぺろぺろと舐なめている。

「フヒヒ、被支配階級というのはなァ～、賢くなられては困るのだよ。ロケットランチャー構えっ！」

　ぺろり、と将軍がアイスバーを口の中に放ほうりこんだ。兵士たちがロケットランチャーを構え、学校に狙ねらいをつける。

　照準窓の中に、レンガの学校がとらえられた。窓ガラスも無い貧しい学校の中で、よく日焼けした一人の青年が子供たちを相手に読み書きを教えていた。

「将軍、まだ中に生徒がいますが」

　兵士が言った。将軍は片手で新しいアイスバーを舐めながら、もう片方の手に持った拳けん銃じゆうを兵士の頭に突きつける。

「だから言っておるだろう、被支配階級に自分で考える頭は要らんのだと！　自分で考えたり判断したりする必要はないのだ、貴様らには上官の命令だけが絶対なのだ！」

「りょ、了解しましたっ……」

　ヘルメットに拳銃をグリグリと当てられて、兵士は上ずった声で答えた。将軍は満足そうに笑って拳銃をホルダーにしまうと、アイスバーで学校を指さして号令をかけた。

「遠慮は要らんっ、全弾撃ちこんでやれィ！」

　兵士たちが、引き金を引いた。

「プシュウウウウゥゥム！」

　白い煙の尾を引いて、数十発のロケット弾が学校へ向かって飛んでいく。将軍は、でっぷりした体を揺らしながら笑った。

「ガハハハハ、クソ生意気な日本人め！　死にやがれィー！」

　ひらり。

　灼しやく熱ねつの砂漠にはありえない、ロシア兵ふうの毛皮の帽子とロングコートがひらめいた。鼻と口を覆ったマフラー、黒光りするサングラス。身長二メートルを軽く超える、長身の男である。両手には、ダマスク鋼でできたコサック騎兵用サーベルを一本ずつ持っていた。

「……またつまらん物を斬きってしまったダー」

　そうつぶやいた男の背後でロケット弾が全すべてまっぷたつに割れ、次の瞬間に爆発した。

「ひええええっ？　なっ、何だあいつはっ？」

「ロケット弾ってサーベルで斬れるのかっ？　そして、あの服は暑くないのかっ？」

　兵士たちは混乱する。男は両手のサーベルを一いつ閃せんし、体の前でクロスして見得を切ってから腰の鞘さやにしまうと、将軍たちのもとにのしのしと歩いてきた。その異様な迫力に、兵士らは怯おびえて将軍の背後に隠れてしまう。

「しょっ、将軍！　こいつはいったい何者ですか！」

「わ、わしが知るかっ！　っていうかわしを盾にするな、きさまらいくらでも代わりのいる下っ端兵士どもがわしの盾になるべきだろーが！」

　びびっている将軍を、男は高い場所からにらみつける。

「……せっかく休暇中だったのに、貴ヴ様イらーのせいで余計な仕事が入ったダー。おかげで息むす子このミシュートカをゴーリキー・パークに連れて行く約束をキャンセルして、奥さんのナスターシャが口きいてくれないんですけどどうしてくれるダー？」

「な、何を言っとるんだ、おまえは？」

「ミシュートカは、ゴーリキー・パークのメリーゴーラウンドに乗るのを超楽しみにしてたダー。次に約束破ったら、ナスターシャに離婚されるかもしれないダー。そんなことになったら、貴ヴ様イらーを一人残らずピロシキの具にするから覚悟しておくダー！」

　男は、分厚い革手袋をはめた人差し指を将軍の鼻につきつける。将軍の団子っ鼻が押さえられて、つぶれた団子状態になる。将軍は、震えながらたずねた。

「き、貴様は、あの日本人の関係者なのか？」

「私ヤーはこういう者ダー」

　男は名刺を取りだして、将軍に渡した。将軍は震えながら、名刺に視線を落とす。

「ミ、ミハイル・イワノビッチ……ＫＧＢ会員？」

「では、私ヤーはこれで帰るダー。ジャンボジェットの尾翼にしがみついて、車輪格納庫から機内に入り、ニュートンを片手に敵テロリストのデータを集めながら、機内食を温める電子レンジに爆弾をしかけて時限爆弾がわりにしてノコノコやってきたテロリストを爆殺する仕事が待っているダー」

「な、何だ、そのディレクターズカットですらない俺おれカットの『沈黙のエグゼクティブ・ディシジョン』は」

「わかりにくいボケで読者を置いてけぼりにする奴やつも、ピロシキの具にするダー！」

「さ、最初にわかりにくいボケを振ったのは自分なのに、何というわがままな男だ！　そもそも、九〇年代の小型モバイル端末、要するにＰＤＡというｉＰｏｄのご先祖様、アップルの『ニュートン』なんぞ誰だれも知らんわ！　セガールが沈黙の暴走特急の中からそれ使って通信したこととか、余計に知らんわ！」

「すっごい知ってるダー。あと、エグゼクティブ・ディシジョンと暴走特急に『沈黙の』は要らないダーよ。あつあつの鉄板にジュウジュウ押しつけられてこんがり焼き目をつけられたくなければ、とっとと散っとけダー！」

　男はそう言い残すと、将軍たちに堂々と背中を向け、砂漠をのしのし歩み去る。

「ぬう……！　読者を置いてけぼりにするネタならば負けはせんぞ！　『見参！　アルチュン』に出てたセガールの娘さんが、美人なのにクオリティの高いギャグセンスを誇っていたギャップにきゅんきゅん来ていたのはわしだけで良い……っ！」

　将軍は激しく震えつつ、男の背中を見送りながらつぶやいた。兵士たちが、将軍を取り囲んで名刺に視線を集中させた。

「しょっ……将軍！　あの厚着のスティーブン・セガールは何者なんですかっ？　その名刺には何とっ？」

「ミハイル・イワノビッチ……ＫＧＢの会員だそうだ」

　将軍は震える手で名刺を持ち、硬い声で答える。兵士たちが、青ざめてどよめいた。

「げえっ、ソ連国家保安委員会！　そんな恐ろしい男を敵に回したら、とんでもないことになりますね。あの日本人に関かかわるな、ということですか……！」

「早とちりするな、ＫＧＢはソ連国家保安委員会ではない」

「というと？」

「『今日も元気に冒険だの会』、頭文字を取ってＫＧＢだ」

　将軍がそう答えるやいなや、兵士たちはいっせいにロケットランチャーをかまえてミハイルの背中に照準を合わせる。

「ぶっ殺しましょう！　さっそくぶっ殺しましょう！」

「待て待て待て待て！　バカ者どもっ、ＫＧＢの恐ろしさを知らんのか！」

　将軍は慌てて、兵士たちの頭を片っぱしから殴って回る。兵士たちは怪け訝げんそうに、将軍を振りかえる。

「えっ……だ、だって『今日も元気に冒険だの会』……ですよね？」

「そのとおりだ。これは『ゴルゴ13の本名はデューク東とう郷ごう』というのと同レベルの軍の最高機密だが、『今日も元気に冒険だの会』のヤバさは、ソ連国家保安委員会の比ではないのだぞ！」

「そうなんですかぁ～？」

「信じておらんな！　ソ連国家保安委員会は束たばになってかかってもしょっちゅう００７に負けるレベルだが、『今日も元気に冒険だの会』の会員が本気で元気になってしまったら、一人で第三次世界大戦を引き起こすレベルなのだ！」

「何か混じってるようですが、その映画はシュワルツェネッガーの『コマンドー』です。『沈黙の』シリーズのスティーブン・セガールは出てませんよ」

「甘く見るな！　アメリカ人の死因の一位は心臓病で二位が『今日も元気に冒険だの会』、三位がガンなのだからな！」

「また混じってるみたいですが、それは『地獄の』シリーズのチャック・ノリスです」

「それに『今日も元気に冒険だの会』は、コードレス電話でも相手を絞め殺すことができるのだ！　おお怖い！」

「それもチャック・ノリスです」

「まさに『沈黙の地獄のコマンドー』！　それが『今日も元気に冒険だの会』なのだ！」

「スタローンも仲間に入れてあげてくれませんかね」

「恐るべし……『今日も元気に冒険だの会』！」

　将軍はがくがく震えながら、砂丘の彼方かなたへと消えていくミハイルの背中を見送った。



　そんなハードボイルドアクションサスペンスなことが窓の外で起こっていたとはつゆ知らず、レンガの学校で子供たちに勉強を教えていた青年は、教科書をぱたんと閉じた。

「……では、今日の授業はこれで終わり。前から言っていたけれど、先生は明日から数日、日本に帰ります。宿題を出していくので、きっちりやるように」

　それを聞いた子供たちは、わあっと嬌きよう声せいを上げた。

「うちの国では手に入らない学用品を、いっぱい持って帰ってきてくれるんですね！　ノートが欲しいな、石版じゃせっかく習ったことを消さないといけないんだもん」

「もちろんさ。楽しみに待ってるんだぞ」

　青年はにこやかにそう言うと、窓の外の晴れわたった空を見上げた。

「どんなに遠い国でも、空はつながってる。この国の明るい空を見るたびに、きみのことを思い出す……」

　青年が大切に持っているバインダーに、すっかりぼろぼろになった一枚の写真がはさまれていた。幼い笑顔とお団子ヘア……雛ひな菊ぎく先生だ。

「明日きみの国へ帰るよ、かすみさん……」

　青年は澄み渡った空に向かって、懐かしげにつぶやいた。



　もうひとつ、後日談。

　サロメは東京・神かん田だの古書店街に来ていた。彼女は、もと「聖櫃の妖魔アークダイモン」の一柱ひとり・「唯一神の否定」ヘロデ王に仕え死者の書ネクロノミコンをあやつる巫み女こだったが、それを紛失してしまった。紛失したそれは、吹奏楽部の部長・姫ひめ小こう路じミルカが持っているのだが、サロメは知るよしもない。

　サロメは現在、聖櫃の妖魔アークダイモンが一柱ひとり・「偶像崇拝」本ほん田だ聡さと子この家に身を寄せている。図書狂ビブリオマニアの聡子は世界中の本を収集し、死者の書ネクロノミコンも持っているくせに、サロメには貸してくれない。

「『死者の書ネクロノミコン』さえ手に入れば、あのムカつく『偶像崇拝』にヘコヘコすることもなく、吹奏楽部に入って軽音楽部をつぶすなんて面倒なことをしなくても、座ざ堂どうシエラらに復ふく讐しゆうできるのだ。ここにはレアな古書が眠っているという」

　黒髪と赤い瞳ひとみの制服姿の美少女は、古書店街には少々物珍しい。本をあさりに来た中高年が、ちらちらと彼女のほうに視線を向けている。

「これだけの品しな揃ぞろえなら、恐らく死者の書ネクロノミコンも見つかるはずだ！」

　神かん田だ古書店街の古本屋は北側を向いている。ふつうの家やお店は日当たりの良い南側が好まれるのだが、神田古書店街にかぎっては、本が日焼けしていたむので北向きの物件が好まれるという、まじめに役に立つ豆知識。

「いきなりあったー！」

　サロメは最初に入った古本屋の店頭で、黒い革表紙に銀色のドクロが箔はく押おしされた古い死者の書ネクロノミコンを発見した。彼女は、小躍りしながら本を店の奥へ持っていく。

「さすが神田古書店街！　いきなりこんなレアな本を発見できるとは、三さん省せい堂どう書しよ店てんでたまにやってる在庫僅きん少しよう本フェアもびっくりだな！」

「はい、いらっしゃい」

　店の奥から、白髪の店主が出てきた。サロメは嬉き々きとして、死者の書ネクロノミコンを差しだす。

「これください」

「はい、百万円」

「はい、百万円」

　サロメは店主の手に百円玉を握らせて、店を出ようとする。そこを、いきなり襟首をつかまれて引き戻された。店主は、ものすごく怒っている。

「百万円と言っとろーが！」

「えっ？　それって、関西風味のオヤジギャグではなかったのか？　百円を百万円と表現したりする……」

「そんな逆デノミは知りません。百万円といったら百万円です」

「古本って、ふつうすごく安いのではないのか？」

「これは『古書』！　古本とは違うんです！」

「だが、わらわはお金を持っていないのだ。日本に来たばかりだし、わらわの年齢ではバイトも条件のいいのは無いし」

「じゃあ無理ですね。さよなら」

「いや待て、この本さえあればすぐにでも金を作れるのだ。生骸ゾンビを召しよう喚かんして、働かせるなり銀行を襲うなり……」

「寝言は寝て言え、商売の邪魔だ！」

　店主はサロメから本を奪うと、お尻しりを蹴けって店から放ほうりだした。

「いたたたたっ……！　くそっ、さっき立ち読みしてるときにこっそり生骸ゾンビを召喚しておけばよかったーわーん！」

　何かと一本すぽーんと抜けているサロメは、地面を叩たたいて悔しがっていた。



    

  
    
      


第二話　オッス！　めちゃモテ女じよ装そ子こコンテスト





　春はる紗しや学園の近くには、銀ぎん河が高校という私立の男子校がある。スポーツコースと芸能コースがあるのでイケメンが多く、周囲の高校の女生徒たちの憧あこがれのまとだ。

　銀河高校の男子生徒たちも、自分たちがモテモテであることはよく承知している。だがしかし、九十九人の女子によってモテモテでも、百人目の女子にもモテるとは限らない。学園じゅうの憧れのまとだったシエラの存在を、陣じんだけが長いあいだ気にしていなかったように。

「放してくださいな！　あたくしが関東極悪乙おと女め連合の総長だと知らないとは、どこのモグリのドチンピラですのっ？」

　土手道で、フリフリワンピースの少女は可か憐れんな声を荒らげた。コントラバスケースが一人で歩いているかのように見えるのは、その持ち主である彼女が小柄で華きや奢しやだからだ。

　春紗学園一年十二組の姫ひめ小こう路じミルカは、腰からさげた銀のテーブルベルを取ろうとする。だが、その手首をブレザー姿の男子が乱暴につかんだ。

　相手は銀河高校のブレザーを着た三人で、三人ともアイドル顔負けの美少年だ。長めの明るい茶髪、細長い手足、モテない要素が何も無い。そして、それを自分たちでも認識しているため、ミルカが拒否してもまったく怯ひるまない。

「これは嫌がってるのかな？」

「まさか、俺おれたちにナンパされて嫌がる女とかいるわけねーし。恥ずかしがってるか気をもたせてるか、どっちかだな」

「勝手な解釈はおやめなさい、あたくしは思いっきり嫌がってるのですわ！」

　テーブルベルは、ミルカが部下を呼ぶためのものだ。ただのテーブルベルに見えるが、振ると無線で受信機につながる。ミルカはシエラほどではないけれども、お金持ちのお嬢様だ。ただし、極道のお嬢様である。それゆえに、身を守る必要からこのテーブルベルを持っている。

　受信機は、彼女の舎弟であるレディース・関東極悪乙女連合のメンバーや、常にデコトラの中で待機して学校への送り迎えをしているお目付け役の富ふ士じ峰みね子こが持っていて、一番近くにいる人間のもとにつながる仕組みだ。すると、受信した人間はすぐに駆けつける。ちなみにデコトラとは、キラデコ大好きなミルカの愛車で、電球やネオンでデコレーションした十トントラックである。荷台はホテルのスイートルームのような快適居住空間になり、ミルカはここで優雅にロイヤルミルクティーなど飲みながら帰宅するという寸法だ。

　すなわち、テーブルベルがあるかぎりミルカはどこにいても安心なのだ。それで、今日は放課後の吹奏楽部の練習が終わっていったん帰宅したものの、どうにも今日の自分の演奏が納得いかなくて、一人でこの土手を散歩していた。吹奏楽部は大所帯なので講堂で練習しているが、講堂を学校の行事などで使う日は、土手までやってきて練習している。そのためかミルカは、この土手にいると考えがまとまる気がするのだ。気が済むまで散歩したら、ベルを鳴らして富士峰子を呼んで帰宅するはずだった……のだが。

（ヤサ男でも男は男ですわ。握力が強すぎて、手を振りほどけない……！　ベルに手を伸ばせませんわ！）

　ミルカは顔をしかめる。三人のイケメンは、ニヤニヤしながらミルカを見下ろした。

「気をもたせるとか、そういう恋の駆け引きみたいなの女は好きだよなー。俺おれたちと付き合いたいなら、素直にそう言ったほうが可愛かわいいぜ。駆け引きする女とか正直イテーしな」

「駆け引きではありませんわっ、正真正銘嫌いですのよ！」

「またまたー。俺たちクラスでもイケメンのほうだし、今まで女子に嫌いとか言われたことねーし」

　三人のイケメンは、ヘラヘラ笑って聞き入れようとしない。ミルカは焦る。

「話が通じませんのね！　他ほかの女子がどうだろうと、あたくしは嫌いなのですわよ！」

「美形の男子が嫌いな女子なんていねーだろ？」

「あたくしにとっては、男子なんてごつくて大味で、まったく美的ではありませんわ！　お放しなさいってば！」

「おかしいな、こいつひょっとして本気で怒ってるのか？　俺たちにナンパされたらふつう、うれしいはずだろ？」

　三人のイケメンは、顔を見合わせる。やっとわかってもらえたか……と思って、ミルカはホッと表情をゆるめたが、彼らの結論はそのはるか斜め上を行くものだった。

「そうか！　怒ったふりして、気を引こうとしてるんだな！」

「はぁあぁあぁあぁあっ？」

　ミルカの声がひっくり返る。三人のイケメンは、ニヤニヤしながらミルカの腕をつかんで引っぱった。

「気なんか引かなくてもいいって、おまえはなかなか可愛いから心配しなくても遊んでやるよ」

「俺たちに遊んでもらえるんだから、ありがたく思えよな。さて、どこか人気の無いところに……」

「やめなさい！　放しなさいってば！」

　ミルカは必死に叫ぶが、周囲には誰だれもいない。ふだんは部下が多くて気丈なミルカも、一人になったらただのか弱い女の子である。不安に青ざめ、半泣きになって大きな目から涙がじわりとにじんだ。

　こういうとき、お話では正義のヒーローが登場して悪をくじくものである。現実はふつうそんなにうまく行くものではないが、今回はたまたまうまく行った。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅ら羅らーっ！」

　含蓄のある掛け声とともに、目にもとまらぬマッハパンチが三人組を襲った。

「ぶぎゃあ！」

　三人はイケメンらしからぬ、つぶれたブタのような悲鳴を上げて、土手の下まで吹っ飛ばされた。パンチが炸さく裂れつしているとき、ミルカはびっくりして頭を押さえ、目をきつく閉じていた。その彼女の肩に、柔らかい手がふわりと触れた。

「姫ひめ小こう路じさん、大丈夫だった？」

「えっ……」

　名前を呼ばれ、ミルカは驚いて目を開ける。夕ゆう陽ひを背に受けて、輝くようなあすらの笑顔がそこにあった。白い歯がきらりと輝いて、ミルカの顔はぽーっと赤くなる。

「じっ……神じん宮ぐう寺じあすら……あなたでしたのっ」

「銀ぎん河が高校の奴やつらだね。タチが悪いんだよな、橘たちばな寮でも困ってるんだよ。銀河高校の星せい雲うん寮と敷地が隣同士なんだけど、ゴミの日は守らないし、こっちの敷地にゴミを投げこんでくるし……」

　ご近所の文句モードに入りかけたあすらだが、ふと、ミルカの白い右手に赤い血がしたたっているのに気づいた。

「姫小路さん、ケガしてる」

　そう言いながら、あすらはポケットからハンカチを出して、ミルカの右手をそっと持った。その優しい手の感触に、ミルカの顔はますます赤くなる。

「さ……さっき、テーブルベルを取ろうとしたときに、いきなり手をつかまれたから、テーブルベルで切ったようですわ」

「今夜の寮の夕食は、新あら木きくんが学校裏のペルシャ料理の食堂『アルフライラ』のカレーが好きみたいだから、新木くんに喜んでもらうためにカレーにしようと思ったんだ。でも、カレールーと間違えてハヤシライスのもとを買ってきちゃったから、カレールーを買い足しにいくところだったんだよ」

「ど、どうでもよろしいけど……なんだかすごくセリフが説明的なのが気になりますわ」

「あっ、ごめんごめん。新木くんのことを考えてると、ついあふれる思いが口から出ちゃうんだよ。でも、通りかかってほんとに良かった」

　あすらはハンカチをきゅっと縛って、ミルカの手を放した。ミルカはハンカチを結ばれた右手を、ぎゅっと胸に押し当てる。

　あすらは不思議な顔立ちをしている。少年の姿をしてはいるが、少年のようにごつくはない。少女のようにも見えるが、少女のように甘くはない。凛りんとした表情は中性的で、奈な良ら・興こう福ふく寺じの阿あ修しゆ羅ら像に似ている……と、ミルカは思った。

「心配だから送るよ、姫ひめ小こう路じさん」

　ひょい、とあすらはミルカを抱き上げて、ふと、感心したようにつぶやく。

「わ、姫小路さん軽い！　女の子って、華きや奢しやなんだねぇ」

　あすらの腕の中でミルカは呆ぼう然ぜんとしていたが、ハッと我にかえるとあわてて脱出した。

「お、お節介はお断りですわ、カレールーを買いにいく仕事にお戻りになったら？　吹奏楽部が軽音楽部を邪魔者扱いしていることは、ご存知でしょう？　本当は、あたくしがあのドチンピラどもに絡まれていい気味だと思っていらっしゃるんではありませんの？」

「そんなわけないじゃないか。困ってる人を放ほうっとけるわけないだろ」

　ごく自然に、あすらはそう言った。媚こびるわけでもなく押しつけるわけでもなく、ただひたすら自然体の表情に、ミルカはドキーンとした。

（な……なんて男前ですの、神じん宮ぐう寺じあすら！　お父様の組……じゃない、会社にも鉄砲玉……じゃない、男前は数多くいるにはいますけど、どいつもこいつもガチムチとむさ苦しい益荒男ますらお野郎ばかり。男など全すべてごつくて美的ではなくて大嫌いで、せめて自分の取り巻きだけはレディースで固めていたほどですのに、神宮寺あすらのこの、男前にもかかわらずさわやかなレモンミントのオーラは何ごとですの？　あっそうか、神宮寺あすらは本当は女の子だから？　でも女の子にしては、レディースたちのネチネチした女々しい粘着質な感じに比べて、ずっとさっぱりサバサバと男前なのですわ！）



    

  
    
      



    

  
    
      　ミルカの心臓は、ばくばくと激しく動どう悸きする。貧乳も膨らんではじける勢いだ。

（うかつっ……！　軽音楽部をぶっつぶしたいと思っているのに、その軽音楽部員に男嫌いのあたくしのハートからどストライクを取られるとは！）

　これ以上いっしょにいると、ますますあすらに惹ひかれてしまいそうな不安にさいなまれ、ミルカはあわててきびすを返して駆け出した。

「ほっ……本当に送らなくてけっこうですわよ！　ハンカチは、こんど洗って返しますわ！　ではごきげんよう！」

　ミルカはコントラバスを背負ったまま、あせあせパタパタと走っていく。あすらはポカーンとして見送っていたが、ちょっと苦笑して、

「……姫ひめ小こう路じさんって気が強いと思ってたけど、男子に囲まれたらやっぱり怖くて身がすくんじゃうんだな。小さくてフワフワしていて、アクセサリーもキラキラしてておしゃれだし、言こと葉ば遣づかいもお嬢様らしいし、座ざ堂どうさんとは別ベクトルだけど可愛かわいい気がする。むしろ地が良くないと無理な座堂さん方向よりも、デコれば可愛くなるから真ま似ねしやすそうかも……でもやっぱり、ぼくじゃ似合わないかなあ。早く、可愛い女の子になりたいな」

　と、自問自答しながら、カレールーを買うため、ミルカとは逆方向へ歩きだした。



　ミルカはあすらが見えなくなるあたりまで、必死に走った。何度も振りかえって、あすらが見えないことを確認してから、足を止める。

　心臓がドキドキして破裂しそうだった。右手を胸に置いて大きく深呼吸すると、右手に巻かれたブルーのハンカチが体温で温められて、ふわりと香りが広がっていた。

「いい香り……。脂臭くて汗臭い男子のにおいとも、やたらフローラルでゴテゴテした女子のにおいとも違う、清せい楚そで清潔な石せつ鹸けんの香りですわ」

　自分で自分の右手を抱きしめながら、ミルカは物思わしげな吐息をつく。立ち尽くしている彼女のもとに、黒い革ツナギに身を包んだ美女が歩み寄ってきた。ミルカのお目付け役の、富ふ士じ峰みね子こだ。

「姫様、そのハンカチはどうなさったのです？」

「あ……べ、別に何でもありませんわ。まだ呼んでいないのに、なぜ峰子がここにいますの？」

　ミルカは、自分の右手を背後に隠して平静を装う。峰子は、一度鋭い瞳ひとみで周囲を見まわして言った。

「妙な気配を感じたのです。『死者の書ネクロノミコン』の魔力を中和してしまう力、生骸ゾンビを成じよう仏ぶつさせてしまう法ほう力りきを。それは、わたしたちの目的のためには邪魔になる力……死せる古代の神々を成じよう仏ぶつさせてしまう力なのです」

「死せる古代の……何ですの？」

「天あま津つ神かみを崇拝する朝廷はかつて、国くに津つ神かみを平へい定ていしました。そのうえ滅びた国津神の亡霊による復ふく讐しゆうを抑えるため、魂を成仏させる力を持つ仏教を日本に導入してきたのです。奈な良らの大仏と全国に造られた国こく分ぶん寺じこそ、日本全土の国津神を成仏させ抑えこむための呪じゆ術じゆつ……そのため、神の国に抵抗無く仏教が根づいたのです」

「あたくし、クレオパトラやベルサイユ宮殿が出てくる華やかな世界史は好きだけど、縄じよう文もん式土器とか弥や生よい式土器とかの地味な日本史は苦手ですわ。もう少しわかりやすく説明してくださいません？」

「『死者の書ネクロノミコン』を用いて再びこの日本に国津神を復活させるには、『生いけ贄にえ』によって魔力を与えることだけでなく、『成仏』の法ほう力りきを持つ者どもを封じねばならないということです。最近の日本の仏教は葬式仏教と呼ばれるほど形けい骸がい化かしているので気にしていなかったのですが、まさかまだあのように本格的に修行を積んだ僧そう侶りよが残っているとは……」

　峰みね子こはイライラしていた。ミルカは彼女が何を言っているのかさっぱり理解できず、首ばかりかしげている。

「要するに、どういうことですの？」

「ミルカ様の霊力が抑えられるので、法力を持った人間に近づかないで下さいということです。ミルカ様は国津神である土つち蜘ぐ蛛もの一族・海み松る橿かし媛ひめの末まつ裔えい。国津神の旗印となるべき方ですから。それから……法力を持った人間に心当たりがあれば、わたしにお教えください」

「教えたらどうしますの？」

「心配は要りません、ゆっくりと海底散歩を楽しんでいただくだけですよ。アクアラングはご用意できませんが」

　峰子の目は静かで、それがすさまじい本気を感じさせる。威勢ばかり良いレディースたちとは、迫力が違う。彼女がやると言ったら、本当にあすらを始末してしまうのだろう。

「わ……わかりましたわ。でもまだ心当たりはありませんから、心当たりができたらきっと峰子に教えますわ……っ」

　ミルカは、震えが出るのを必死に押し隠しながらそう答えた。



　同じころ、春はる紗しや学園の男子寮・橘たちばな寮の部屋では、夕ゆう也やが長い前髪を黒いヘアバンドで上げてオールバックにしていた。そして、頬ほお杖づえをついて机の上に置いた鏡をしばらく眺めたあと、唐突に陣じんに尋ねた。

「陣。俺おれってきれいだと思う？」

「うん、きれいなんじゃないかな」

「おいおいおいおい！　なんで窓から逃げる準備してんだ！」

　すでに窓枠に片足かけている陣じんを、夕ゆう也やが厳しく呼びとめた。陣はぱたんと窓を閉めて、はーっとため息をついた。

「前々からナルシストだと思ってたけど、姫ひめ湯ゆ温おん泉せんで毒どく呂ろにちょっとばかり肌がきれいだとか誉ほめられたせいで、すっかりこじらせちまったなと思って」

「いやまあ、女子の目から見ても俺おれって美しいんだなあ」

「毒呂の趣味が変わってるとは考えないのか」

「寮長に女装しろって言われた」

　ぱりーん、と音がした。窓を閉めていた陣の手に力が入りすぎて、ガラスが割れたのだ。

「うわ陣！　何してんだよ、寮の部屋の修繕費は自前だぞ、俺出さないぞ！」

「寮長は女嫌いをこじらせすぎて、新しいステージに進んだのか？」

　陣はぶるぶる震えている。夕也は椅い子すの上にあぐらをかき、あっけらかんとして言った。

「違う違う、星せい雲うん寮との次の対戦のお題目さ。『めちゃモテ女じよ装そ子こコンテスト』とか言ってた」

「びっくりするぐらい頭悪そうなネーミングだな。ジョソコってどこのステキな笑顔のスーパーだよ」

「ジャスコかよ、って反応してほしい？」

「そこまで寂しがり屋さんじゃないからいい。っていうか、まだ星雲寮とモメてたのか……寮長もヒマ人だな」

　陣は呆あきれて、深いため息をついた。



　星雲寮とは、超お坊ちゃん学校として有名な私立銀ぎん河が高校の附ふ属ぞく寮である。お坊ちゃん学校であるから、当然寮生は全員男子である。

　橘たちばな寮は鬱うつ蒼そうとした林に囲まれているが、柵さくひとつ隔へだてて隣の敷地に星雲寮が建てられていた。要するに、このあたりが地価が安くて寮を建てるのに都合が良かったということで、地価が安い理由は昔墓場だったとか刑場だったとか言われているが、そういうのはどこにでもある陳腐な都市伝説なので、いちいち取り上げるのは割愛させていただきたいと思う。

　で、これもどこにでもありがちなことだが、隣接しているこの二つの寮はとにかく仲が悪い。橘寮は女子寮の桜寮とも仲が悪いが、これは双方の寮長の仲の悪さに起因しているものであって、寮生同士はお互いに寮生活の寂しさもあって、もうちょっと交流したいなーとか思っている。

　陣も、幼なじみで妹のように育ってきた香か住すみ愛あい花かが寮生活をしていて、春はる紗しや学園はけっこう偏差値高くて勉強が難しいので教えてほしい……としょっちゅうヘルプコールをされている。教えてやりたいのは山々だが、女子が入れるのは玄関ホールまでという寮則があって（これでもだいぶ譲歩された）、なかなかそういうわけにも行かず、少々不自由を感じている。

　それはともかく、橘たちばな寮は基本的に桜寮とは仲が本当に悪いわけではない。しかし、隣接している星せい雲うん寮とは、本気で仲が悪いのだ。ほとんど天敵レベルである。そもそも男子というものは集団生活に順応するあまりサル山のサルなみに縄張り意識が強く、修学旅行先やお祭りなどで他ほかの学校の生徒と噛かみつきあったりする習性があるものだ。それが肩を並べているのだから、仲が悪いことに理由があるというよりは、もはや本能が駆り立てるままに喧けん嘩かをしているので、この長い諍いさかいを収拾する方法は恐らく無いであろう。

「まだくだらない争いをつづけてるのか、平和だな」

　陣じんは、面倒くさそうにつぶやいた。世界を破壊しようとしていた聖櫃の妖魔アークダイモン・ヘロデ王と死闘を繰り広げた陣にとっては、こんな学校間の小競り合いなどまったくつまらなく見えた。だが、夕ゆう也やら一般男子にとっては、死活問題だ。

「くだらないとは何だっ、負けたらバカにされるんだぞ？　おまえにはプライドってものがないのか！」

「橘寮が負けたことはないだろ？」

「ああ、もちろん勝ちっぱなしだ。スポーツでも格闘技でも勉強でも、どんな勝負を挑まれても全部橘寮が勝ってきた。あっちはイケメンお坊ちゃま、こっちは寮長以下質実剛健がモットーだからまあ当然の結果だ。だが、今回はちょっと分が悪い」

「『めちゃモテ女じよ装そ子こコンテスト』だもんな」

「あんまりうちが連勝するもんだから、寮長がうっかり調子に乗って言っちまったんだよな。『どんな勝負でもうちが勝つに決まっているから、対戦のお題を好きに決めていいぞ』って」

「で、その結果が『めちゃモテ女装子コンテスト』ってわけか。寮長もバカだなあ」

「バカで悪かったな。どんな勝負でも怖おじ気けづかず受けて立ち、戦って勝利するのが日本男児たる者の生き方だぞ」

　低い声が聞こえて、陣はびくっと振りかえる。

　長い黒髪に巫み女こ装束をまとった、美人だがどことなく見慣れた顔の美少女がそこにいた。美少女だが、いやに背が高い。そんでもって、はかまの足元はしっかり肩幅に開いている。

「りょっ……寮長ーっ？」

　いつも冷静な陣ですら、声がひっくり返ってしまった。寮長で高校三年生の近この衛え右う京きようは、剣道部の主将で顔が良いため女子に大人気だが、本人は硬派の女嫌いである。

　夕也がびっくりして、羨うらやましそうに寮長を見上げた。

「すげー寮長！　超可愛かわいいじゃないっすか！」

「勝つ気でがんばってみたのだ。生徒会副会長の江え利り子こくんにアドバイスを頼んだら、『会長は美形だからどんな女装でもＯＫバッチグーですよ』と抑揚の無い声で答えられたから、その言葉のとおり自分の情熱にしたがってコーディネートしてみたのだ」

「相変わらず行間を読まない人だな」

　陣じんがボソッとつぶやく。右う京きようは、紙し垂でをつけた玉たま串ぐしで陣をビシッと指した。

「新あら木き！　ゴチャゴチャ言ってないで、貴様も女じよ装そ子ことなるのだ！」

「寮長、ちょっと深呼吸してみろよ。自分がとんでもないこと口走ってるのに気づくはずだから。ついでに、女装男子のことを最近は女装子というのか。カレー用ソースポット以来の衝撃だ」

　陣は冷静にいさめようとするが、夕ゆう也やが右京のがわに立ち、あたかも陣のほうが間違っているかのように胸を張って言った。

「おまえは楔くさび形がた文字とか古文書とかばっか読んでるから考えが古いんだ、今は二十一世紀だぜ？　男だってふつうに長髪だし、ファッションでスカートはくのも流は行やってるし、男用ハイヒールとか男用ブラジャーもあるんだぜ。伊い集じゆう院いん光ひかるによると、男用ブラジャーは太った奴やつが掃除するときに便利らしいし」

「夕也、音楽番組以外にもラジオ聞いてたのか。っていうか、深夜放送なんて聞いてるから火曜の授業中に居眠りばっかしてるんだな」

「失礼な！　ちゃんと起きて投稿ハガキも書いてるぞ」

「いいから勉強しろ、な」

　陣は疲れ果てて、夕也の肩をたたく。夕也が言った。

「それに、女装メイドさんがいる男の娘こカフェとかも流行ってるんだぜ。これはもう、女装は文化ってことだって！」

「まあ、文化といえば文化かな。古墳時代の日本でも、中年男性の女装のシャーマンの墓とかが発掘されてるわけだし」

　陣がそう言うと、右京が玉串を揺らしながら、すごく得意げな表情をして胸をそらせた。

「ほう、ならば女装は日本男子の古き伝統ということか。伝統を重んじるわたしにはぴったりではないか。大和魂やまとだましいの真髄は女装ということだな！」

　どう考えても、あからさまな論理矛盾を起こしているようだ。陣は叫んだ。

「そういう問題じゃなくて！　おかしいだろっ、なんで男子寮対抗なのに女装大会なんだよっ？　イケメン対決ならまだわかるけど！」

「双方の寮生を集め、自分が一番付き合いたいと思う男の娘こに投票してナンバーワンの美び女じよ装そ子こを決めるというルールだからだ。とりあえず全員に女装させて出来を見て、わが寮の代表選手を選抜しているところなのだ。というわけで新木、貴様も女装するのだ！」

「いやいやいやいや！　おかしいって、寮長、負けず嫌いをこじらせて変なテンションになってるだろ！　冷静に考えろよ、おかしいって！」

　陣じんは思いっきり尻しり込ごみする。夕ゆう也やが、陣にささやいた。

「やってみろって、前に座ざ堂どうの家に泊まったときに、執事やメイドたちの目をごまかすために女装したろ？　俺おれほどじゃないけど、おまえもけっこう可愛かわいいかったじゃん」

「絶対に嫌だ！」

　陣は絶叫した。



　しかし、上級生の命令には絶対服従……が寮則である以上、陣がどんなに嫌がっても逆らうことはできないのである。

　シエラの家に泊まったときは女子の制服を借りて短い髪にリボンをつけただけという、ある意味体育祭で男子が悪乗りした程度の女装ですんでいた。

　しかし今回、右う京きようは本気である。そして、なぜか夕也や他ほかの男子も本気である。誰だれが調達してきたのか、かつらやドレスや化粧品が揃そろっているのだ。

「やっぱ俺って可愛いよな……」

　キャバ嬢ふう盛り髪のかつらの髪をかき上げながら、夕也がうっとりと手鏡を見つめた。鳥の羽根のふちかざりをつけたパーティドレスとか、意外に上う手まい化粧とか、もう何か嫌になるほどいろいろと本気だ。

　橘たちばな寮の玄関ホールには女装した寮生たちがひしめいて、異様な雰囲気をかもしだしている。陣は、ふわもてゆるパーマな巻き髪のかつらをつけさせられ、てろんてろんのキャミソールワンピを着せられて、真まっ赤かな顔でうつむいて座っていた。

「夕也、俺は今強烈に後悔している。それは、せめて無難にしようとして、逆に本気出してるように見えてしまっていることだ。こういうときにはおまえのように、思いっきりネタに走らなければ逆に恥ずかしいものだったんだ」

　陣は小さく声を震わせながら言った。夕也はムッとして陣をにらむ。

「俺だって、ネタじゃなくて本気出してるぞ？　自分がちょっと可愛いと思って調子乗ってんなよなー」

「そうですよ！　そもそも新あら木き先輩のその薄化粧って、自分の素顔に自信ありますって感じで嫌味ですよねー」

　中等部一年生の氷ひ室むろ啓けい太たが、ぷんすかしながら言った。生徒会副会長・氷室江え利り子この弟である彼は、姉に似たの整った顔立ちにこってりと厚化粧を塗りたくり、シャギーが入ったセミロングのかつらにバンダナをかぶり、虹にじ色いろボーダーのタンクトップ＋ダボダボパンツを合わせている。服だけならヒップホップファッションなので男子とあまり変わらないようにも見えるが、かつらとじゃらじゃらアクセサリーのおかげですっかり女の子に見える。変に夕也のように女らしさを強調しすぎるよりも、むしろさりげなくてウソ臭くないので、リアル感が増している。

「おまえは新人ＯＬをいびるお局つぼねか！　別に素顔に自信とかじゃなく、男が抵抗無く厚化粧できるほうがおかしいだろ！」

　陣じんは反論する。夕ゆう也やは、何度も何度も手鏡をながめ、ため息をついた。

「まあでも、俺おれは化粧は濃い目が好きだからいいんだけどな。何だかさー、女装ってヤバいわ。冗談にならねーわ。リアルの女の子って、どんなに可愛かわいい娘こでもその髪型はねーわとか、靴下は三つ折りにしろとか、細かく見ていくといろいろと難点あるじゃん。でも、そんなこといちいち注文つけてたら嫌われるし。その点、自分が女装すると理想の女の子を作れるんだよなー」

「わかりますわかります。女装した自分を鏡で見ちゃったら、女の子を見る目のハードルが上がる気がしますよね。ぶっちゃけ、女装したぼくに勝てる女子って座ざ堂どう先輩以外にいないんじゃないかと思いますよねー」

　啓けい太たはそう言いながら、シャギーの入った髪をかき上げる。すっかり女装した自分に酔っている。夕也もうんうんとうなずいた。

「そうそう、そんで可愛い自分にもっと手をかけてやりたくなってくるよな。俺今使ってるの百円ショップのファンデーションだから伸びが悪いし色がオバサンっぽくてさー、もっといい化粧品とか欲しいよな。女子にいい店といいメーカー教えて欲しいよなー」

「男子が化粧品屋に行くわけにいかないですからねー。男性用ファンデーションってのもあるけど、美白系の色じゃないでしょ。白ければいいってものでもないし、流は行やりとかもあるし……そういうのはリアル女の子に教えてもらうしかないんですかね」

「コンビニの化粧品とかどうだ？　千円ぐらいであるし、商品の栄枯盛衰の激しいコンビニに置いてるってことは、流行りの色をそろえてるってことじゃん。新作インスタントラーメンなんて、一ヶ月もしないうちに消えるしさ」

「コンビニの化粧品かあ、それいいですね。親に買い物を頼まれたついでーみたいな顔できますし」

「だよな、ついでにコンビニでストッキングも調達できるよな。黒いパンストって、ぶっちゃけ女子のぽっちゃりした足より、男の細くて引き締まった足にはいたほうが色っぽいと思うんだよなー」

「あっ、宇う多た田だ先輩黒いパンスト似合いそう！　くるぶしのところに、黒いバラのワンポイント刺し繍しゆうとかあるやつとかいいですね」

「バラのワンポイント、いいいい！　氷ひ室むろもヒップホップパンツじゃなくて古着系のデニムのミニスカ合わせてみろよ、そんで二人でおそろいの黒バラのパンストはこうぜ！」

　夕也と啓太がお互いの両手を握りあいながら、きゃっきゃと盛りあがっている。陣は頭痛を感じて、額を押さえた。

「どういう会話だ……せっかく男子寮にいるのに、まるで女子寮に来たような気がする」

　相変わらず巫み女こファッションの右う京きようは、玄関ホールに集まった寮生たちを見回して、「ふーっ」と深いため息をついた。

「自画自賛で浮わっついているところ水をさすようだが、客観的に見れば氷ひ室むろも宇う多た田だも全然だめだ」

「ええーっ」

　夕ゆう也やと啓けい太たは手を握りあったまま、不服そうに右京をにらむ。右京はイライラして、頭をかきむしった。

「だめだ、こんなていたらくで星せい雲うん寮に勝てるか！　どいつもこいつもだめだ！」

　そんな右京に、陣じんはジト目を向けてつぶやく。

「最初から俺おれがそう言ってるじゃないか」

「新あら木き以外は！」

「おいちょっと、俺は合格なのかっ？　やめてくれよ！」

　陣は悲鳴を上げる。同時に、玄関ホールにいた他ほかの寮生から、鋭い嫉しつ妬との視線が飛んだ。

「新木のどこがいいんだ？　あんな地味なブス！」

「だよな、俺が男なら俺に惚ほれるぞ？」

「そこで俺に敵てき愾がい心しん燃やすのはおかしいだろ、おまえら！」



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんは怒ど鳴なる。右う京きようは腕組みをして、うーんと考えこんだ。ちょっと背は高すぎるものの、美人の巫み女こさんが二の腕をあらわに腕組みをしている姿は、なんかけっこういい感じだ。

「皆も知ってのとおり、星せい雲うん寮の寮生は学力も運動神経も無いかわりに、顔だけはいい。というか、わが橘たちばな寮の寮生は文武両道を目指して鍛えているせいで、肌は日焼けで真っ黒だし、肩はいかり肩、太ももは筋肉でパッツンパッツン、手足などスジばって全まつたく美しくない。すらっとスマートな星雲寮の寮生に比べて、いかにも男そのものという体型だ。顔だって、首が太くて女に見えないし！」

　右京はイライラしている。啓けい太たが承服しかねるように、右京に意見した。

「寮長、ぼくは中等部一年生でまだ声変わりもしてないし、新あら木き先輩よりはスジばってないと思いますよ？」

「バカ者、これはめちゃモテコンテストなのだぞ！　尻しり軽がるそうな派は手で女が男子票を取れるとでも思っているのか？」

　右京の鋭い指摘に、啓太はガーンとショックを受ける。

「そっ……そう言われれば！　客観的に女子を見るときは、厚化粧なんて不細工の難隠しだと思っていたのに、いざ自分が女装すると粗あらを隠したくて塗りたくってしまったー！　しかも、女子はちょっとダサいぐらいのファッションのほうが清せい楚そで賢そうで良いと思うのに、自分で女装するときは、クール可愛かわいくキメようと思って、結果的に自分が従来バカっぽいと思って嫌っていたビッチっぽくしてしまったー！」

「氷ひ室むろ……おまえ相変わらず、まじめでおとなしそうな顔に似合わない、歯に衣きぬ着せぬ全方位爆撃だな。また人気下がるぞ」

　陣がたしなめると、啓太はギラリと陣をにらんだ。

「新木先輩は黙っててください！　男ウケ狙ねらったフェミニン系のふわもてゆるパーマとかピラピラワンピとか、あざとすぎだし！」

「おまえほんと嫌な女そのものだな」

　陣は鬱うつ陶とうしそうに啓太をにらんだ。右京はイライラして、息を荒くしている。

「とはいえ、新木のあざとさも『他ほかよりはまし』ていどだからな。このままでは、確実に勝負に負けてしまうではないか！」

「勝負に負けたって、別に何を賭かけてるわけでもないんだろ？」

　と、陣は右京をなだめようとする。

「それなら、たまには負けたっていいじゃないか。今まで全戦全勝してるわけなんだし」

「そのとおり、今までは全戦全勝だったのだ。だから、勝つたびに星雲寮の奴やつらを軟弱者とか何とかバカにしていたのだ。ここで負ければ、奴らに今までの借りをまとめて返されてしまう！　そのような悔しすぎる展開は、絶対に避けねばならんのだ！」

　思いっきり自業自得のような気がするが、右京の顔がものすごく真剣なところを見ると、今までどんなひどい罵ば詈り雑ぞう言ごんをくれていたのだろう、と陣じんは背筋が寒くなった。

「寮対決のルールは……『寮生同士』なんですよね、寮長」

　ふと、夕ゆう也やが何かを思いついたようすで口を開いた。

「そうだ。双方、寮の中から代表者を出す。代表者のルックスや隠し芸などの総合点で、双方の寮生が投票するのだ」

「ふつうは、自分の寮の代表に投票すると思うけど……」

「だからこそ、それを凌りよう駕がするほど圧倒的に可愛かわいい女装男子を選出せねばならないのだ！　一番可愛いのが新あら木きという時点で、もはや勝ち目は無いも同然だ……」

　右う京きようは頭をかかえる。夕也は目を細め、右京に耳打ちした。

「新木よりもっと可愛い『寮生』がいるじゃないですか」

「わたしのことか？」

「あははははっ」

「冗談で言ったわけではない」

「すみません、空気を読みそこねました」

　右京に突き刺すような目でにらまれて、夕也のテンションが一気に下がる。陣が、代表になりたくない一心で尋ねた。

「それで夕也、俺おれより可愛い寮生って誰だれなんだ？」

　夕也は黙って、厨ちゆう房ぼうの方向を指さした。



　寮の食堂とカウンターをはさんで隣接した厨房では、カレールーを買って戻ってきたあすらが、カレールーを巨大ななべの中に投入しているところだった。万人受けするように、辛さは中辛である。

「えっ？　ぼ、ぼくが『めちゃモテコンテスト』の代表にっ？」

　あすらは驚き、食堂にやってきた右京たちに、カウンターごしに目を向けた。

「……で、どうしてみんな女装してるんですか？」

「細かいことは気にするな」

　右京は巫み女こ装束のまま、苦々しい表情で言った。陣があすらに説明する。

「女装男子コンテストなんだよ。橘たちばな寮のメンツじゃ、星せい雲うん寮にはとても勝てない。神じん宮ぐう寺じなら本物の女の子だから、絶対勝てるってことになったんだ」

「卑ひ怯きようとは思うが、背に腹は替えられぬ。それに、神宮寺は『寮生』なのだから参加資格は満たしているはずだ」

　男子寮に女子がいるわけがないと想定しての参加資格ではあるが、右京は勝利への執着を見せる。冷静で竹を割ったような男らしい性格に見えるが、右京は意外に執着心が強い。そういえば彼は、シエラへの押し殺した執着心を、聖櫃の妖魔アークダイモンに操られたこともあった……と、陣じんは思いだす。

（とすれば、今の寮長に卑ひ怯きようとか何とか、何を言っても無駄だよな。神じん宮ぐう寺じがうんと言ってくれるといいんだが……）

　あすらは、じゃがいもを握りしめたまま悩む。

「で、でも……女装するんですよね？　ぼく、女装が似合わないんですけど」

「女子なのだから、女装が似合わないわけがなかろう」

「ずっと男子として育てられてきたから、どうしても違和感があるんです」

「そんなことねーって、神宮寺このあいだいっしょに○Ｉ○Ｉマルイに行ったときに女物試着して可愛かわいかったじゃん」

　夕ゆう也やも熱心にあすらをくどく。あすらは、ちらちらと陣のほうを見て、頬ほおを赤らめた。

「じゃ、じゃあ……そうだね、女なのに橘たちばな寮に置いてもらってるんだし、『寮生』の一員として寮長が認めてくれたんだから、期待に応えなくちゃだよね。がんばって……みようかな」

　陣はぼんやりしていた。夕也が思いっきりそんな陣の腹に肘ひじ鉄てつをくらわせ、

「このドンカン、おまえに背中押してもらえるのを待ってるんだよ！」

　と、小声でささやく。陣はゴホゴホと咳せきこみながら、無理無理に笑顔を作って言った。

「あ、ああ、うん。神宮寺ならぜったいに勝てるから、寮のためにがんばってくれよ」

「うんっ！　自信はないけど、新あら木きくんのためにがんばるよ！　だって新木くんは物知りで、ぼくはいつか大和やまと撫なで子しこになって、そういった尊敬できる旦だん那な様と結婚するのが夢なんだもの。カレーを入れるこれが『カレー用ソースポット』だって教えてくれたのも、新木くんだものね」

　あすらは頬を紅潮させて、銀のカレー用ソースポットを手に、元気いっぱいに答えた。その表情は、あすら自身がどう思っていようと、どう見ても可愛くてすなおな高校生の女の子である。

「い、いや。それは俺おれも座ざ堂どうに教えてもらったから、俺が物知りってわけじゃないけど。かき氷のみつを入れる、あの小さいおたまじゃくしが『甘かん露ろじゃくし』っていう名だってことは、知ってたけどさ」

　ふだん冷静で無愛想かつ無感動で無反応な陣も、子犬のようにまっすぐなあすらの瞳ひとみに見つめられると顔が熱くなってしまい、耐えきれないように顔をそむけた。

　女装して自分自身に見とれていた男子たちも、それを見てやっぱりあすらのほうが百万倍可愛いという現実に気づき、

「……やっぱり、神宮寺可愛いよな」

「やっぱり、自分で自分の恋人にはなれないもんな」

「くそーっ、どうして神宮寺は、新木みたいな地味で無愛想な楔くさび形がた文字マニアなんかがいいんだっ！」

　と、男子の煩ぼん悩のうを全開にして地団太を踏んだ。右う京きようが、頼もしそうにあすらを見つめて、その肩に手を置く。

「よく言ってくれた、神じん宮ぐう寺じ。では来週のコンテストまでに、敵方の寮生どもをも唸うならせる、完かん璧ぺきな女装をものにするのだ。橘たちばな寮の栄光は、貴様の肩にかかっているのだからな！」

「はいっ！」

　あすらは力いっぱい、元気いっぱいに答えた。



　とはいえ……。

「う～ん」

　寮の自室で、あすらは自分の姿を鏡に映してうなっていた。

　右京たちが集めてきた女装グッズが、部屋の中に山積みになっている。あれこれとっかえひっかえ着てみるが、いまいちしっくり来ない。というか、女装している自分を見るのが恥ずかしい。ある意味、橘寮の中で一番女装への抵抗感があるのは、あすらだった。

「だめだ、こんなんじゃ！」

　あすらはロリータ風のフリフリワンピを脱ぎ捨てて、ベッドの上に身を投げだした。白いタンクトップと黒いボクサーパンツだけで、保健室に置いてあるような簡素なパイプベッドの上にボーイッシュな美少女が転がっている姿というのは、かなり色っぽい。けれどあすら自身は、自分の色気に気づいていない。

「こんなんじゃただの女装男だ、キワモノだ。本物の女の子になるには、女の子らしいオーラが必要なんだ。でも、どうすれば……？」

　女の子らしい女の子、ということで真っ先に脳裏に浮かぶのは、やはり学園じゅうの憧あこがれのまとであるシエラだ。

「でも……座ざ堂どうさんのオーラは、素のまま香り立ってる生まれつきのものだもんな。生まれつきのものは、マネできないし……ああ、やっぱりぼくに女装なんて無理なんだ！　寮長に安請け合いしちゃったけど、どうしよう……」

　あすらは布ふ団とんをかぶって、一晩中悩んだ。



　翌朝、あすらは寝不足のまま学校に向かった。寮と学校を結ぶ土手道を、眠そうにフラフラしながら歩いていると、後ろからタタタタタッと小さな足音が聞こえてきた。

「……ちなさい……お待ちなさい！」

　えっ、とあすらは振りかえる。ミルカが大きなコントラバスを背負い、はあはあと息を切らせて立っていた。朝の光の中で、ミルカの汗やラインストーンで飾られたキラデコのリボンがきらきらと光る。あすらは驚いて、目を見張った。

「全力疾走してきたの？　コントラバスを背負って？」

「あなたに……渡すものが、あるのですわ！」

　ミルカは肩で息をしながら頬ほおを紅潮させ、あすらにハンカチをさし出した。

「あっ……きのうのハンカチ？　洗ってくれたんだ」

　血のシミがついていたはずだが、ハンカチは新品同様に輝いていた。ふと、あすらはミルカの手を見た。ミルカがケガをしたのは右手のはずだが、なぜか左手にもばんそうこうがいくつも貼はられていた。怪け訝げんに思って、あすらは尋ねる。

「姫ひめ小こう路じさん、なんだか手にケガ増えてない？」

「こ……これは、その……アイロンで火傷やけどしたのですわ」

　ミルカは言いにくそうに小声で答えた。あすらは目をまんまるにする。

「アイロン？　自分で洗ったの？」

「お目付け役の峰みね子こはあなたを気に入っていないようですから、使用人たちには頼みにくかっただけですわ。今朝もあなたに会うつもりだったから、峰子と学校のずっと手前で別れたのですわ」

「それで、コントラバス背負って走ってきたの？　どうしてぼくがお目付け役の人に嫌われてるのか知らないけど、学校で渡してくれればいいのに」

「学校ですって？」

　ミルカは、ますます真まっ赤かになる。

「冗談じゃありませんわ！　吹奏楽部は軽音楽部をつぶそうとしてるのに、その部長のあたくしが軽音楽部のあなたと仲良くできるわけありませんでしょう？　あなたと話すのは学校の外だけ、学校の中では絶対に話しかけないでくださいませね！」

「いいよ、わかった」

　あすらは目を細めてミルカを見つめ、優しい声で答えた。ミルカはびっくりして、あすらを二度見する。

「お……怒りませんの？」

「姫小路さんには姫小路さんの事情があるんだろうし。お嬢様なのに、自分で洗濯するなんて偉いね」

　あすらの率直な誉ほめことばに、ミルカの顔中から、だらだらと脂汗が流れだした。

「べっ、別に……あたくしが借りたものですから、自分で洗うのは当然の礼儀ですわ」

「すごく綺き麗れいになってるよ、ありがとう。じゃあね、登校中の生徒に見られるのも嫌だろうし」

　と、あすらはミルカに背中を向ける。ミルカは「あっ」と小さく声を漏らした。あすらは振りかえる。

「何か言った？」

「い、いえ……ずいぶん素っ気ないんですのね」

　ミルカはもじもじしながら、赤い顔で、思い切ったように言った。

「あのっ……が、学校の外なら、あたくしにいくら話しかけてもいいんですのよ。あなたさえ良ければ……ですけども」

　あすらはミルカのほうを向き直り、目をぱちくりとした。

「……姫ひめ小こう路じさんって、可愛かわいい」

「えっ？」

「姫小路さんって、すごく女の子らしい女の子だよね。ぼく、手伝ってほしいんだ」

　あすらは真剣な表情でミルカを見つめる。ミルカは怪け訝げんそうに、息をのんだ。



　その日の放課後、陣じんたちは軽音楽部の部室でお菓子を食べながら楽譜を見ていた。

「こら夕ゆう也や！　とんがりコーンを指にはめてアイアンクローするのはやめろ！」

「ピックで遊ぶなって意味？」

「とんがりコーンをピックにも使うな！」

「だいぶアレンジが固まってきたわよね。あとは文化祭までに、演奏の完成度を上げて行かないと。それから宇う多た田だ、とんがりコーンで新あら木きにちょっかいかけないの」

　説せつ子こが、楽譜に編曲を書き加えながら言った。夕也は、指にはめたとんがりコーンをぼりぼりとかじる。シエラは、狭い部室の中をきょろきょろと見まわした。

「神じん宮ぐう寺じさんはまだかしら。掃除当番なのかしら？　お菓子が無くなってしまうわ」

「ああ、神宮寺なら今日はコンテストの準備で早く帰るって」

　と、陣が言った。シエラが、不思議そうに陣に尋ねる。

「コンテストって、何の？」

「星せい雲うん寮と女装対決をやるんだ。寮長が勝つ気出しまくって、うちの寮の代表が神宮寺に決まったんだよ」

「神宮寺さん、一人で女装の準備なんて大丈夫かしら。○Ｉ○Ｉマルイにいっしょに行ったときも、女の子の服を結局選べなかったでしょ？　誘ってくれれば、ついて行ったのに……」

　シエラは心配そうな顔をしている。陣と夕也も、顔を見合わせた。

「確かに。神宮寺一人で女物の服なんて、買えるのか？」

　二人は腕組みをして、ひたすら首をかしげていた。



　そのころミルカは、学校から数駅離れた大きな駅で待っていた。今日は、大きなコントラバスを学校に残し、身軽になっている。

　そわそわしながら、彼女は目の前を行き過ぎる人々を見ていた。人ごみの彼方かなたにあすらの姿が見えた瞬間、息苦しくよどんだ空気がさわやかな風に吹き飛ばされるのを感じた。

「お待たせ！　いっしょにいるところを学校の友とも達だちに見られたくないと思って、ひとつ後の電車に乗ってきたんだ」

　制服の白いワイシャツがまぶしい。ゴミゴミとした灰色の町の中で、あすらだけが純白に輝いている。ミルカはもじもじとしながら、言いにくそうに口を開いた。

「あたくしに……女装の手ほどきをしてほしいということでしたけれど……」

「そう、女の子らしいファッションや髪型をアドバイスしてほしいし、それにどんなふうに行動するのか……たとえば町で見るどんなものに興味を示すのかとか、どんなお店に入って何を食べるのかとか、それを参考にしたいんだ。姫ひめ小こう路じさんは女の子らしい女の子だから、お手本にしたいんだよ」

「何もわざわざ女装なんてしなくても……。神じん宮ぐう寺じさんは、男の子の姿のほうが似合っていると思いますわよ」

「『役になりきる』ってやつだよ。ぼくが男装しか似合わないのはわかってるけど、きちんと女の子を演じることができれば、女装したゲテモノ男には見えないはずだもの」

「いえ、そういう意味ではなく……」

　ミルカは、言いにくそうに唇を噛かんでいる。あすらは男装しか似合わないという客観論を述べているのではなく、あくまで主観として、ミルカは断固としてあすらに女装などしてほしくないのだ。

（せっかく男嫌いのあたくしの好みのど真ん中なのに……女装なんてしたら、ただの可愛かわいい女の子ではありませんの！　希少価値が無くなってしまいますわ！）

　ミルカは葛かつ藤とうしている。あすらに女装してほしくはない。けれど、あすらに喜んでもらおうと思えば、女装の手ほどきをしなくてはならない。

「……あっ、あの髪飾り可愛いですわ。グリーンのベルベットのリボンにパールをデコったデザインって、神宮寺さんの黒髪に似合うはずですわ」

　ミルカは露店を指さす。あすらが目を輝かせて、露店の品物をのぞきにいった。

「へぇー！　女の子はこういうのを可愛いと思うんだ、勉強になった。他ほかには？　女の子的には、他には何が可愛いの？」

「そ、そうですわね。造花が可愛いかも。髪飾りにしてもいいけど、ストラップがわりに携帯から吊つるすのも可愛いですわよ」

「へー！　それって『可愛い』ね」

　あすらは必死にミルカのマネをして「可愛い」と言おうとしている。正直、女が言うところの「可愛い」は範囲が広すぎて、いったい何のどこが可愛いのかよくわからない場合がある。確かに、マンツーマンで密着取材をするのが一番良いだろう。

　あすらは、自分の髪に造花がついたリボンを飾ってみた。けっこう似合う。鏡の中の自分を見たあと、あすらはためらいがちな視線をミルカに向けた。

「えっと……これって、『可愛かわいい』のかな」

「え、ええ。可愛いですわ。男子にも多い黒髪ショートカットだと、ウィッグをかぶったり髪飾りをつけなくても、ふつうにストレートにおさえてボブ風にセットすると清せい楚そ系の女子っぽく見えますわ。それだとちょっとおとなしすぎるときは、前髪を七三に分けて長いほうをピンでとめると元気っぽさが出て可愛いですわね」

「そっか、だんだん『可愛い』がわかってきた気がする」

　あすらは、店にかかっている服を指さした。ピンク系の和物柄の布で仕立てた、ロリータ風のフリフリワンピだ。

「ねえ、これ可愛いかな」

「そうですわね。これだと、イヤリングは大ぶりのほうが似合いますかしら」

「アクセサリーって何をつければいいの？　指ゆび環わとかネックレスとか……」

「基本的に、イヤリングは服に合わせてつけるトータルコーディネートの一部ですの。ネックレスは服が地味なときや、えり元があいた服で首元だけスカスカして見えるときに、空間をふさぐような感じで補助的に入れますわね。そして指環はコーディネートとは無関係に、お守りがわりにつけることも多いですわ。逆に言えば、張り切った服を着るときにはイヤリングが必ひつ須すですけれど、そこまでトータルコーディネートに気合を入れない普段着のときはネックレスや指環のほうが使いやすいということですわ」

「ごめん、もっとわかりやすくお願い」

「張り切っておしゃれしたいときにはイヤリングを最優先、ということですわ」

「なるほど……イヤリングとピアスってどう違うの？」

「耳に飾るアクセサリーがイヤリングで、その中で耳に穴をあけて飾るものをとくにピアスというのですわ」

「耳に穴は痛そうだなあ」

「穴をあけないピアスもありますわよ。磁石でくっつけたり、シールでくっつけたり。両耳にぶら下げるタイプの大きなイヤリングをつけて、片耳だけアクセントにシールピアスを足すのも可愛いですわ」

「これ、どうやって着けるの？」

　あすらは陳列台の上に飾ってあった、リング形のイヤリングを指さした。閉じた輪の形をしていて、どこにも金具などが見えない。

「ああ、これはリングの中にスプリングを仕込んであって、輪が開くのですわ」

　ミルカはイヤリングを手にして輪の一部を開くと、あすらの耳に挟むようにしてつけた。あすらは男子にしては小柄だが女子にしてはそこそこ背が高いので、小柄なミルカが耳につけようとすると、腕を伸ばさないといけない。それに気づいて、あすらは自然に背をかがめてやった。

　すると、あすらの顔がミルカに近づく。ミルカはかっと赤くなったが、あすらは気にしていないようだ。女同士だから当然かもしれないが、あすらのきれいな顔が間近に来て、ミルカはドキドキしてしまう。

（なっ……何ですの、この至近距離でもぜんぜん毛穴が見えないほどの美肌は！　せっかくあたくしの理想そのままの美少年なのに、女装するなんてもったいないですわ、許せませんわ！）

　イヤリングをつけてもらったあすらは、鏡で自分の顔を見て、わずかにとまどった表情を浮かべ、それから照れくさそうに笑った。

「へへっ、何だか変な感じ……でも可愛かわいい。姫ひめ小こう路じさんがアドバイスしてくれたら、星せい雲うん寮に勝てそうな気がしてきたよ。ありがとう」

　その笑顔に、ミルカは心臓をズキューンと貫かれる。

（あうあうっ、笑顔がまぶしい！　神じん宮ぐう寺じさんの女装を許せないのに、神宮寺さんに喜んでもらうためについつい女装を手伝ってしまうなんて、何という千ち々ぢに乱れる乙おと女め心ごころ。ああでも、この痛気持ちいい甘いうずきが恋なのですわね……！）

　ミルカの脈拍が一分間に二百オーバーとかやばいレベルになっていたが、恋愛にはまだまだ疎うといあすらは、そんなミルカの思いや葛かつ藤とうには気づいていない。イヤリングをいろいろ試すのに、夢中になっている。

（吹奏楽部部長としての立場からも、峰みね子こが反対していることからも、っていうか峰子は本気でアクアラング無しの海底散歩にご招待してしまいそうだし、この恋心を口には出せないけれど……そういう秘めたる思いも悲恋っぽくて萌もえますわ！）

　ミルカは、熱いまなざしであすらを見つめる。やっぱり、この思いを抑えきれない。せっかくミルカの理想がそのまま抜け出してきたかのような美少年を見つけたのに、みすみす女の子にさせてしまうわけにはいかない、と思った。

「あ、あの……」

　ミルカはあすらを見つめ、ためらいがちに口を開く。

「怒らないでくださいませね……しつこいかもしれませんけど、神宮寺さんは女装なんて、しないほうがよろしいと思いますの。寮同士の小競り合いに巻き込まれて、見世物同然になるなんて屈辱的ではありませんの？」

「見世物といえばそうかもしれないけど、ぼくはいつも女装しようとすると引っ込み思案になっちゃうから、今回みたいに寮長に強制されるぐらいのほうが思い切りがついていいかもしれないとも思ってさ」

「どうして女装にこだわりますの？　神宮寺さんは男装のままでも、じゅうぶんすてきですわよ？」

　ミルカは真剣な表情であすらを見つめる。あすらは、困惑したように微笑ほほえんだ。

「女の子らしくって可愛かわいい姫ひめ小こう路じさんにはわかってもらえないかもしれないけど、女の子らしくなりたいんだ。大和やまと撫なで子しこになって、尊敬できる殿方のお嫁さんになるのがぼくの夢なんだよ」

「お……お嫁さんっ？」

　むしろ自分があすらのお嫁さんになりたい勢いなのに、という葛かつ藤とうを胸にかかえつつ、ミルカはあすらに食い下がる。

「で、でも神じん宮ぐう寺じさんにつりあう男なんていませんわよ？」

「そんなことないよ。新あら木きくんは知的だし紳士だし、同じ軽音楽部でずっとそばにいるけれど、彼のことを知れば知るほど尊敬しちゃうんだ。前も話したろ、新木くんのことを考えると胸から思いがあふれてきちゃうって。新木くんは近くに座ざ堂どうさんみたいな完全無欠の美少女がいるから目が肥えちゃって、ぼくなんて眼中に無いだろうけど……でも、少しでも可愛くなって、ほんのちょっとでも新木くんに見てもらえたら、それだけでぼくは幸せなんだよ」

　あすらは頬ほおを赤らめ、大切そうに陣じんのことを語る。ミルカは愕がく然ぜんとした。

「じ……神宮寺さんは、新木陣のことが好きなんですの？」

「いや、好きとか！　新木くんに迷惑だよ、ぼくみたいなちっとも女の子らしいところのない女の子に好きになられるとか。ぼくは新木くんの邪魔になりたくないから、遠くから見てるだけでいいんだよ」

　三歩下がったあすらのその姿は、まさに古き良きつつましき日本女性そのものだ。夢見るような瞳ひとみで遠くを見ているあすらの目に、ミルカは映っていない。友とも達だちとして見てくれはしても、あすらの心の中にミルカが入りこむ余地は、アリの穴ほども無い。

　ミルカは、まるで固く閉ざされた扉の前にいるような気がした。秋風の冷たさが、突然身にしみた。それと同時に、陣への憎しみが胸の中にわいてくる。

（おのれ新木陣……！　あたくしの神宮寺さんをたぶらかすなんて、許せませんわ！　けれどあたくしも神宮寺さんははじめて好きになった人ですから、ここは譲れませんわ。あたくしは必ず軽音楽部をぶっつぶし、神宮寺さんを吹奏楽部に引きこんでみせますわ！　そして男装の麗人としての道を歩む神宮寺さんとあたくしの、スミレの花咲く麗うるわしき愛の日々が始まるのですわ……！）

　ミルカは拳こぶしを握りしめ、いつかあすらをゲットする日を虎こ視し眈たん々たんとねらうのだった。



　そのころ、ミルカのお目付け役の富ふ士じ峰みね子こは春はる紗しや学園の校門が見える位置にデコトラを停とめて、時計を眺めていた。学校の前の道路に並んだ街路樹は、夏のあいだに伸びた枝が、互いにふれあうほど大きく育っていた。

（吹奏楽部の活動は、まだまだ終わらないようだな……）

　まさかミルカがあすらの買い物につきあうため、裏門からこっそり出ていったとは思わず、峰みね子こは待ちつづけていた。

（夏の終わりに『死者の書ネクロノミコン』を手に入れ、平へい家けの陰おん陽みよう師じの末まつ裔えいが姫ひめ湯ゆ温おん泉せんにいると聞いて行ってみたものの、やはりロクな霊力は持っていなかった。それに比べればやはり、ミルカは土つち蜘ぐ蛛もの女王である海み松る橿かし媛ひめの末裔だけの霊力は持っている……）

　待ち疲れて峰子は運転席から降り、自販機へコーヒーを買いに行く。

（それに、ミルカの父親は極道として権力構造と癒ゆ着ちやくがある。富ふ士じ山さん噴火の危険性が叫ばれているが、霊力を失った今の富士山では、実際には首都圏に少し火山灰を降らせるていどで、ほとんど害をおよぼさない。ミルカの父親らのように、膨大な災害対策予算の利権を目当てに富士山噴火の危険性をあおる者たちは、より多くの金を引き寄せられるよう富士山に活発化してほしがっている。われら巫ふ士じ一族と目的を同じにしているあいだは、利用できるだろう……）

　自販機からゴトンと音を立てて落ちてきた熱い缶コーヒーのプルタブを開け、街路樹にもたれながら峰子はそれを飲む。

（たかが校内の勢力争いに夢中になっているような子供っぽいミルカに、死せる国くに津つ神かみを復興させるという壮大な使命を理解させるのは難しいが……他ほかにあれだけの霊力を持つ者がいなかった以上、やはりわたしはミルカに賭かけねばならない。最強の国津神である大おお山やま祇つみ……天あま津つ神かみにより祭神を木コノ花ハナ咲サク耶ヤとすげかえられた富士山に仕える、巫ふ士じの一族の使命を果たすために……）

　ふと校門に人の気配がして、峰子はハッと顔を向けた。そこにいたのはミルカではなく、シエラと陣じんたちだった。

（あれは……『ランプの魔神』）

　峰子は街路樹の後ろに姿を隠しつつ、シエラに注目した。

　秋風に、シエラの長い髪がふわふわとなびいている。彼女は部室を出たとたんに、出待ちしていた女子たちに取り囲まれて、後からついてくる陣たちと距離があいていた。

　陣は呆あきれながら、大人気のシエラの後ろ姿を見る。

「こんな時間まで、百人単位で出待ちなのか」

「神じん宮ぐう寺じさんの出待ちに触発されて、座ざ堂どうさんファンも負けるもんかって思ったんじゃないのかしら？」

「でも百人以上って多すぎるだろ、下へ手たなアイドルもびっくりだな」

「そーお？　座堂さんは下手なアイドルの百倍綺き麗れいで可愛かわいいんだから当然じゃないの」

　説せつ子このことばを聞いて、陣はさっきまで同じ部室ですぐそばにいたシエラが急に遠くなったことに、妙に胸がムラムラしてしまう。

（温泉で、自分の気持ちをきちんと座ざ堂どうに伝えられたのは良かったけど、『マテ』だからなぁ……。やっぱり、あんな人気者と俺おれなんてつりあわないよな……）

　気持ちがどんどん暗くなり、陣じんは何度もため息をついた。そんな陣の葛かつ藤とうも知らず、夕ゆう也やはのん気だ。

「ほんとに座堂はモテモテだよなあ、軽音楽部のときだけでもそんな座堂を独占できるってちょっとトクした気分だよな。神じん宮ぐう寺じは、ちゃんと女物の服買えたのかなあ」

　夕也もシエラには憧あこがれているはずだが、八方美人ゆえに陣ほど一人を相手に思いつめない性格なのか、ずいぶんおおらかである。

（それとも、俺が極端に嫉しつ妬と深いのか？　もしかして、俺って独占欲の強いストーカー気質なのか？　それってやばくないか？）

　陣は冷や汗をダラダラ流しながらうつむき、ドキドキする胸を押さえていた。シエラは一度陣を振りかえったのだが、陣がうつむいているのを見て、寂しそうな目をする。

（庶民……わたしのほうを見ないのね、他ほかの人といっしょにいるわたしが気にならないの？　やっぱり庶民が『マテ』って間違えたとき、ちゃんと口で言いなおせば良かったのかしら……）

　胸がしめつけられて、シエラも胸を押さえる。心配して、周囲の取り巻きたちが声をかけた。

「胸をどうかされましたか、シエラ様？」

「あ……い、いえ。とんがりコーンの食べ過ぎで胸焼けかしら」

　シエラは、いつものように辛つらい本心を隠して笑顔を見せた。

　学校を出て少し歩いたところで、高級そうなオープンカーが近づいてきた。座堂家の執事、ニコライ・パブロフがシエラを迎えにきたのだ。

「シエラお嬢様、お迎えにまいりました」

　長身白はく皙せき銀髪碧へき眼がんの美青年が、運転席から降りてシエラに頭を下げる。二十歳そこそこの若さに似合わない片眼鏡モノクル姿の落ち着きは、ロシア皇帝の一族に代々仕えていた執事の一族の末まつ裔えいだけのことはある。シエラの取り巻きたちが、ニコライの姿を見て黄色い嬌きよう声せいをあげた。

「きゃああああ！　執事さん相変わらずかっこいい、お姫様を迎えにきた白馬の王子様の登場ですね」

「シエラ様と執事さんが並ぶと美男美女で、まるで絵画のような美しさだわ」

　そのことばを聞いて、陣はますます胸がざわめく。確かにニコライは美男子だ。彼がシエラに忠義を尽くしていることも、夏休みの長い旅に同行してどんな危険な局面でも命を張ってシエラを守りつづけたことで、重々承知している。

（確かに、座堂はあんなかっこ良くて優しくて上品な男がずっとそばにいたんだから、俺なんか思いっきり見劣りしてるだろうな……）

　陣じんは肩を落として、はぁあ～と長く尾を引くため息をついた。

　ニコライは、ふと片眼鏡モノクルを光らせて、街路樹のほうに鋭い視線を向ける。峰みね子こは街路樹の後ろに姿を隠していた。

「どうかしたの、ニコライ？」

　シエラが車に乗りこみながら、不思議そうにたずねた。ニコライはしばらく街路樹をにらみ、そちらへ歩いて行って裏まで確認したが、街路樹の裏には缶コーヒーの空き缶がひとつ転がっているばかりで、誰だれもいなかった。街路樹の周りには歩道が広がり、逃げ隠れできるような場所は無い。

　ニコライは思いなおしたように首を横に振り、苦笑しながら戻ってきて、シエラが乗った車のドアを閉めた。

「いえ……何でもありません。セレブであるシエラお嬢様は歩く身代金状態で昔から誘拐犯などに狙ねらわれていたので、わたくしは曲くせ者ものを近づけないよう訓練されてきました。曲者の気配を感じた瞬間、わがコサック流騎兵術によってサーベルで一刀両断に……ですが、少々過敏になっていたようです」

「わたしを狙う人がいたの？」

「大丈夫です、気のせいでした。誰も……いませんでした」

　シエラを不安がらせないよう、ニコライは穏やかな微笑を崩さない。だが、運転席に乗りこんでからもう一度街路樹のほうに視線を向けたとき……その目が冷え冷えとするほど険しくて、陣は背筋がぞくっとした。そんな目をして何を見ているのだろう、と気になった陣は車のそばまで近づき、ニコライの視線を追ってみた。

（さっきの街路樹か。ニコライは、何がそんなに気になってるんだ？）

　不思議そうに街路樹を見ている陣に、ニコライは視線は向けずにそっけなくささやいた。

「新あら木き様、ご注意下さい。校内では、わたくしはシエラお嬢様を守れません」

「えっ……」

　聞きなおそうとしたとき、ニコライはもうアクセルを踏んでいた。動き出した車の後部座席で、シエラは名残をおしむ取り巻きたちへにこやかに手を振る。

「ごきげんよう、皆さん。また明日ね」

　車は土手道のほうへ去っていった。わだかまった表情で立ち尽くしている陣の肩を、夕ゆう也やがたたく。

「執事さん、おまえに何か言ってた？　えらい怖い顔してたけど、大事な箱入り娘のお嬢様を軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな軽音楽部に引きこまれてムカついてるんじゃなかろーね？」

「俺おれにもよくわからん。校内の何に注意しろってんだ、座ざ堂どうが危ないことなんて別に……」

　そこまで言って、ふと陣は思いだした。ヘロデ王を封印してからも、シエラが危険に巻きこまれたことは何度もあった。学校の近くに死者の書ネクロノミコン使いがいる気がする。つい最近、平たいら敦あつしがシエラを生いけ贄にえにしようとしたときにも、「ある女性」とやらが死者の書ネクロノミコンを彼に読ませたと言っていた。

「いえ、また何か座ざ堂どう先輩が危ないってことですよ……ククク」

　すぐそばで低い声が聞こえて、陣じんはビクーッとした。全まつたく何の気配も感じさせず、いつの間にか中等部三年生の図書委員、本ほん田だ聡さと子こが隣に立っていた。

「本田か、驚かせるなよ」

　彼女がただの図書狂ビブリオマニアではなく、かつてモーゼの十じつ戒かいの石板に封印された、人間を堕落させる十柱の聖櫃の妖魔アークダイモンの一柱ひとりにして、「偶像崇拝」をつかさどる妖魔ダイモンであることを陣は知っている。

　決して味方ではないけれど、どうやら完全に敵でもなさそうだということを、夏休みの冒険を通じて陣は知った。

　聡子は長い髪にメガネ、手にはいつも分厚い本をかかえている。一見おとなしそうだが、その笑みは不敵にして邪悪だ。

「ニコライさんはコサック騎兵流剣術の達人で、敵の気配みたいなものに敏感なようですね。どんなに気配を隠しても、感じ取れるとは羨うらやましい……」

　聡子は、手にしていた本を突然街路樹のほうへ投げた。

「バサバサバサッ！」

　本は街路樹の梢こずえに突っこみ、豊かに茂る緑の葉が散った。夕ゆう也やがびっくりして尋ねる。

「本田、何してんだ。本は大事にしましょうって、おまえら図書委員がいつも言ってんだろーがよ！」

「やっぱり、もういないようですね……わたしにも気配を感じることができれば、相手の正体がわかるのですが」

「何言ってんだ、おまえ？」

　夕也は「？？？」状態になっている。陣は、挑戦的な笑みを浮かべている聡子に覚悟を決めた視線を向けて、彼女だけに聞こえるよう小さな声で言った。

「学校では……俺おれに座堂を任せるっていう意味だよな、ニコライが言ってたのは」

「そういう解釈になりますかね……ククク」

「座堂のことをいつもあれだけ心配してるニコライが、俺に任せる……のか」

　心の中に、温泉での「マテ」が去来しつつも、陣はシエラが去っていったほうに目を向け、ぐっと拳こぶしを握った。

「あいつが何に狙ねらわれてようが、任せられなくても守るさ。あいつがどう思ってようと、行きがかり上、俺はあいつのご主人様なんだから！」

「ククク……頼もしいお言葉ですね。ヘロデ王との戦いもそこそこ面白かったですが、今度こそ、本よりも楽しませていただけますかね。ククク……」

「おまえ、今度こそラスボスだろ」

　邪悪に笑う聡さと子こを横目に、陣じんは硬い声でつぶやいた。



　峰みね子こは、デコトラの運転席に座っていた。

　ニコライに気配を察せられて素早く街路樹の梢こずえに逃げ、そのまま枝を伝って移動したのだ。黒い革ツナギの袖そでが破れているのに気づいて、峰子はため息をつく。

（枝に引っかけてしまったか、お気に入りだったのに。だが、逃走に呪じゆ術じゆつを使わなかったのは正解だった……あそこで呪術を使っていたら、『偶像崇拝』に見つかっていたところだ。これまで気配を消しつづけていたのに、ここで奴やつに見つかっては全すべてが台無しになるところだった……）

　峰子は、デコトラの窓から春はる紗しや学園のほうに目を向ける。

（座ざ堂どうシエラに仕えるあの男、わたしと同じ、代々何かに仕えてきた家系の末まつ裔えいか。波長が合うからこそ、人間の身でありながらわたしに気づいたのか。あの男といい、『ソロモンの知恵』を持つ新あら木き陣といい、法ほう力りき使いの尼僧といい、図書館の聖櫃の妖魔アークダイモンら外来の妖魔ダイモンといい……『ランプの魔神』の防備はずいぶんと固い。だが、ミルカに死せる大オオ山ヤマ祇ツミを復活させ、その復活の贄にえとして強大なる火の魔力を捧ささげるためには、座堂シエラ……何としてでも、手に入れねばならんな）

　峰子は獲物を狙ねらう女め豹ひようのように、艶つややかに目を細めた。



　そんな不穏な空気とはうってかわって、運命の日曜日がやってきた。

　橘たちばな寮と星せい雲うん寮との間を仕切る塀を撤去し、朝礼台のような小さな舞台をひとつ置いて、それぞれの敷地にそれぞれの寮生が集結する。

　右う京きようと星雲寮寮長が朝礼台の上に立ち、互いに腕を組んでにらみ合う。日曜の朝っぱらから、すでに双方かなりあったまっているようだ。

「今度こそ星雲寮が勝たせてもらうぜ、近この衛え右京！」

「勝つのはこちらだ、隠し球があるのでな。ところで、どうして顔がばんそうこうだらけなのだ」

　右京に指さされ、星雲寮寮長はあわてて顔を押さえる。出場前で、頭からフードつきのケープをかぶってジェダイの騎士のようになっていたあすらが陣にささやいた。

「あいつ、星雲寮の寮長だったのか」

「知ってるのか、っていうか今まで知らなかったのか？」

「だってぼくは入寮したばかりだし。あいつ、ちょっと前のカレーの日に姫ひめ小こう路じさんを無理矢理ナンパしようとしたんだ」

「確かに、いい噂うわさは無いな。硬派すぎるうちの寮長が目の敵にしてるのは、そのせいもあるのかな」

「思い出したら、また腹が立ってきた、あんな奴やつに絶対負けられないよ！」

　あすらは固く拳こぶしを握り、台上の星せい雲うん寮寮長をにらんだ。星雲寮寮長は、真まっ赤かになって必死に言い訳する。

「こっ、これは新幹線にひかれかけた犬を助けようとしたんだ！　決して、女の子みたいな顔をした小柄な美少年になすすべもなくコテンパンにされたわけじゃないからな！」

「すまないが、犬の元ネタがわからない」

「テリーマンだ！　説明させるな、ボケをわかってもらえなくて元ネタを説明するほど屈辱的なことはないんだぞ！」

「大丈夫だ。一時間後、貴様は自分から持ってきたお題でもあっけなく敗北して、今以上の屈辱を受ける予定だからな」

「ずいぶんな自信だが、容姿だけはおまえらに勝ち目は無いぞ！　うちが先攻だ、出いでよ、桜さくら田だつばめ！」

　カードバトルの主人公がごとき星雲寮寮長の召しよう喚かんによって台上に現れたのは（といっても、ふつうに朝礼台の階段を上がってきたのだが）ふわふわの金髪にばっちりメイク、ほとんどブラジャーにしか見えない胸しか隠していないキャミソールとフリフリミニスカという、ギャル系ファッションに身を包んだ男の娘こだった。双方の寮生が、ざわ……ざわ……とどよめいた。陣じんもびっくりして、息が止まりそうになる。

「あ……あれが男か？　足細いし！　ちっこいし！　華きや奢しやだし！」

「悔しいけど、俺おれあれは行けるわ……」

　夕ゆう也やも、開いた口がふさがらないようすだ。あすらが眉まゆをひそめる。

「行けるって、どういう意味さ」

「あの赤いハイヒールのニーハイブーツに、頭ず蓋がい骨こつがきしむほどに踏みにじられたいって意味に決まってるだろ」

　うっとりしながら鼻血を流している夕也を横目に見て、あすらは険しい顔をしている。

　橘たちばな寮の寮生たちが魂を抜かれたようになっているのを見て、星雲寮寮長は勝ち誇ったように胸を張り、右う京きようは悔しげに唇をかんだ。

「ふはは！　どうだ、うちの寮一の美少年と名高いだけのことはあるだろう。桜田がいたから、百パーセント勝つ自信があったのさ！」

　つばめは朝礼台の上でポーズを取りながら、ウインクをしたり投げキッスをしたりしてサービスしている。もちろんそのカリスマファッションモデルのようなポーズは、あざとくもひざより長いニーハイ丈のブーツとスカートの間のわずかな間かん隙げき……絶対領域を拡張し、股また下した三角と呼ばれる股またと両太ももの間に作られる三角形の空間や、太ももからお尻しりへ伸びる直前のオーバーハングになっている部分を見せつける。

　ここでポイントなのは、決してパンツそのものは見せないレベルでポーズを寸止めすることだ。股またではなく股また下したの三角空間、お尻しりそのものではなくそこへ至る直前のオーバーハング、往生際の悪いアイドル歌手のように出し惜しみすることで男子たちの心を一気に引きつける手口である。

「あざとい！　パンツはいったい何色なんだ！」

「パンツはぁ……」

　つばめはネイルアートをばっちりキメた指で、ぷるぷるリップをつんと押さえ、甘ったるい声で言った。

「アタシに投票してくれた人に！　先着一名様に生脱ぎして差しあげちゃいまーす！」

　オオオオオォン！　と、寮生たちが吠ほえた。それを聞いて、右う京きようは青ざめる。

「な、何だと！　橘たちばな寮はまだ選手を出していないぞ、これでは全員パンツ欲しさに、橘寮の代表も見ないうちから星せい雲うん寮に投票してしまうではないか！　汚いぞ！」

「汚い？　作戦だと言ってほしいもんだな、勝負に負けたおまえを何と言って罵ば倒とうするか今から考えるだけで楽しみだなぁ～」

　星雲寮寮長はニヤニヤしていた。あすらも、困惑して息をのんでいる。

「どうしよう、このままじゃ不戦敗になっちゃう」

「男のパンツなんかもらって、何かうれしいか？　女のパンツでも別にうれしくはないが」

　不可解な表情をしている陣じんの横で、夕ゆう也やは目の色を変えていた。

「じ、じ、陣っ……俺おれ、投票してきてもいいかなっ？」

「寮長に殺されたいなら、いいんじゃないかな」

「やっぱり殺されちゃう？」

「っていうか、あれは男だぞ。声だって、甘ったるい喋しやべりかたはしてるけど、いかにも男のハスキーボイスじゃないか」

「いやまあわかってるんだけど、そのちょっと男を残してるところが女じよ装そ子こ的には萌もえポイントかなと。完かん璧ぺきに女の子らしいのがいいなら、ふつうに女の子でいいわけで」

　それを聞いて、あすらはドキッと胸を押さえる。

「そ……そうなの？　女の子が女らしくしてるのは萌えない？　ひょっとしてぼく、勝ち目無い？」

「いや、そりゃ神じん宮ぐう寺じのほうがずっと可愛かわいいけどさ。あっちは雰囲気美人だけど、神宮寺はふつうに美形だし」

　と、夕也はあわててフォローした。陣は難しい表情で、目の色を変えて朝礼台に殺到する双方の寮生を見つめている。

「だけど、この先着戦法のせいで戦わずして負けてしまいそうだな。今神宮寺が台上に出ても、みんな興奮しすぎて目も向けないだろ。どうすればいいんだ……？」

　古代イスラエルの賢王ソロモンに匹敵するともたたえられた知恵をフル回転させて、陣じんは考えこんでいた。橘たちばな寮の勝利と、何より女装のためにがんばったあすらの努力を無駄にしないため、どうすれば皆の目をあすらに向けさせることができるのだろう……と。

「と、投票する投票する！　桜さくら田だに投票しちゃう、だから生パンツは俺おれに！」

「何を、生パンツは俺のものだ！」

　寮生たちは投票箱の前で押しあいへしあい、ついには殴りあいをはじめた。つばさはとまどって、必死にうったえる。

「ちょっ……一列に並んで、ちゃんと一人ずつ投票してくださぁ～い！」

　その困ったようなちょっとヘタレたハスキーボイスが、ますます寮生たちの心に火をつける。特に橘寮の寮生は男子寮の中で女子とは隔絶した生活を送っているため、萌もえ耐性はかなり低い。

「くぅ～、可愛かわいいすぎる！　絶対にパンツを手に入れてやる！　顔をうずめてくんかくんかしてやる！」

「おまえは何を言ってるんだ、この変態め！　パンツは顔にはくものだ！」

　変態だらけである。陣は投票箱の前でもみあっている寮生たちを見て、キラリと目を輝かせる。

「いいぞ、パンツが裏目に出た！　先着一名を争って、まだ誰だれも投票できずにいるぞ」

　陣は、あすらに言った。

「普通に女装して朝礼台の上に立つだけじゃ、狂乱状態になってる寮生たちの注目は集められない。呼びかけたとしても、星せい雲うん寮の桜田の声だってもう聞こえてない状態なんだからな」

「見ても聞いてももらえないなら、どうしようもないじゃない」

「北風と太陽の話を知ってるだろ。聞いてくれないなら、無理矢理聞かせるんじゃなく、聞きたいと思わせればいいのさ」

　陣の自信に満ちた微笑を前にして、あすらはきょとんとしていた。



　朝礼台の上では、星雲寮寮長が怒ど鳴なりちらしはじめた。

「おまえらっ、押し合うな！　ちゃんと並んで投票しろ！　くそっ、先着百枚にしておけばよかったぜ！」

「で、でも寮長、みんなが落ちつけばアタシに投票してくれますよぉ。橘寮の代表がこの状況で出てきたって、場違いな感じで白けるだけですよぉ」

　桜田がくねくねもじもじしながら言った。右う京きようがそれを聞いて、桜田をにらむ。

「そんなことはない！　神じん宮ぐう寺じの美び貌ぼうは、パンツごときに負けはせん！」

「どうかな。こいつらの頭にはもうパンツしかないぜ、今誰だれが出てきたところで舞台に目なんか向けないだろうし。水着かセミヌードにでもすれば、少しは注目を集められるかもしれないけれどな」

「そんなことをさせられるか！」

「じゃあ注目を集めるのは無理だ、星せい雲うん寮の勝ちが決まったな」

　星雲寮寮長は不敵に笑って、右う京きようと火花を散らしていた。



　びいぃーん。

　エレキギターの音がひびいたのは、そのときだ。場違いな音に「えっ」と寮生たちの注目が集まる。

「♪ハムハム♪　♪ラビラビ♪」

　可愛かわいい歌声も聞こえてくる。透きとおったアルトの綺き麗れいな声だ。寮生たちの耳が、いっせいにダンボ状態になった。音を頼りに歌声の主を探した彼らが見たものは、朝礼台の上に立った可愛いメイドの姿だった。

　メイド姿のあすらが、マイクを手にしている。黒髪に黒いお仕着せが、洋風ではなく大正時代のお屋敷に仕えていたかのような和風メイドのテイストで可愛い。短い髪も、ウィッグを選ぶ時間が無かっただけではあるが、清潔感と快活さがあって大正解である。

　後ろで伴奏しているのは、ギターとベースを持った二人のメイド、陣じんと夕ゆう也やだ。

「なっ……何だ！　メイドのバンドっ？　ま、まさかこれが春はる紗しや学園の有名なプリティプリンセス＆サーバンツ、略してプリプリっ？」

　星雲寮の寮生たちがどよめく。あいかわらず、召使サーバントの存在が完全に無視された略称であるが、プリティプリンセスとはシエラのことを示している。

「いや待てよ、座ざ堂どうシエラがいないじゃないか！　ということは、このユニット名は、さしずめただの『サーバンツ』ということか！」

「卑ひ怯きような！　プリプリの女子抜きを持ってくるとは！　だが真ん中のメチャ可愛い女じよ装そ子こは、軽音楽コンクールのときにはいなかったぞっ？」

「そのとおりだ、あんな可愛い女装子がいたら見逃すわけがない！　何なんだ、あの可愛さは！　あのふっくらした胸の質感は、いったい何で出しているんだ？　振り付けに合わせてピコンピコン揺れる、まだ青くて硬い果実のようなＣカップの質感を、いったいどうやってっ？」

　細かく情景描写しながら、星雲寮の寮生たちはたっぷりと鼻血を流す。

「いや、それよりあの声だ……！　たしかに女子とすれば少々低めのアルトの声だが、男子とすれば全然高い、それに澄みきっている！　声の低さをハスキーボイスでごまかしている通常の女装子とは、大違いだ！」

「グループ名が召使サーバンツとは、あ、あんな可愛かわいい男の娘このご主人様になってもいいってことなのか！　さては俺おれたちを萌もえ殺させるつもりだな！」

「なぜつづきを歌わないっ、おちょぼ口で黙りこんでもったいぶっているというのか！　その可愛らしい声をもっと聞かせろ、ご主人様の命令だっ！　お願いだあああ聞かせてくれえええええ！」

　女子をナンパしなれている星せい雲うん寮の寮生とはいえ、平均レベルをはるかに超越した可愛い女の子を前にすると、さすがに緊張してしまうようだ。

　朝礼台の下にいた星雲寮寮長も、呆ぼう然ぜんとしてあすらを見る。

「あ、あのボーカルはっ……！」

　彼が青ざめているのと、あすらの可愛さを見比べて、右う京きようは得意げに腕を組む。

「ふふふ……ふは、ふははっ！　どうだ、びびったか！　あれがわが橘たちばな寮の隠し球だ、わかったらとっとと敗北を認めるのだな！」

　星雲寮寮長は、悔しくてギリギリと唇をかむ。つばめが嫉しつ妬との炎を燃やして、右京に反論する。

「ありえなぁ～い！　可愛いアタシでもこのレベルなのに、あんなに可愛い女じよ装そ子こが存在するわけないわよ！　女装子ってのは、アゴの長さとか指のごつさとか声の低さにどうしようもない男っぽさを残してる、ある意味古き良きオカマをファッションでやってるものでしょ？　あの男の娘は可愛すぎるわ、男であの可愛さが出せるわけないわよ！　あまり見たことないし、実は女を連れてきたんじゃないのっ？」

　鋭く指摘されて、右京はギクーッと心臓が口から飛びだしそうになる。

　ところが、意外にもそれを否定したのは敵である星雲寮寮長だった。

「い、いや……女じゃない、あいつが女であるはずがない！　俺をぶん殴って三十メートル飛ばすような腕っぷしの奴やつが、女であるはずねーだろ！　それとも、俺は女に負けたってのかよっ？」

　皮肉なことに、自分が殴られた経緯を正当化するには、橘寮が有利になるような証言をしなくてはならなかったのだ。

　陣じんはメイド服でギターを演奏しながら、ベースの夕ゆう也やと背中を合わせる。メイド服は右京が調達してきた女装服の中にあったものだが、長身の夕也が着るとメイド服がかなりミニスカになってしまい、長い足が惜しげもなく見えている。陣のほうは、恐ろしいことにヘッドドレスがやばいぐらい似合っている。

「やったな陣、おまえの作戦どおりだ。プリプリはネームバリューがあるし、メイド服はインパクトあるし、神じん宮ぐう寺じ一人でメイド服で出るよりミニライブのほうがずっと注目集められるっていう意見、超ビンゴだったな。みんなこっち見てるぜ！」

「いや、っていうか……神宮寺ってより、俺たちが見られているような気がするんだが。俺おれは単に『サーバンツ』でユニットを組もうって言ったのに、なんでバックバンドの俺たちまで女装してるんだ」

「俺たちが見られてるんなら、注目を集めるって目的に貢献できてんだからいいじゃん。案外、神じん宮ぐう寺じより俺のほうが好みって男子もいるかもしれねーしなっ」

「ないない」

　そこはあっさり否定したものの、寮生たちの目があすらに集中しているのを確認して、陣じんは小さくうなずき、ギターの演奏を続ける。難しくて指が引きつりそうな複雑なコードを教えてくれたのはシエラだった……と、陣はなぜかシエラのことを懐かしく思いだしていた。そのシエラと歌った思い出の歌がこの「ラブラブラビット」である。この歌で出た以上は負けられない。陣はギターを速弾きしながら、あすらに言った。

「行くぞ神宮寺、一気に星せい雲うん寮と差をつけるぞ！」

「もちろんだよ」

　陣と夕ゆう也やは、寮生たちの注目と期待をじゅうぶんに集めるために、ふだんとはアレンジを変えて長い前奏を弾きつづけていた。文化祭の練習のおかげで、歌にかぶせなくても演奏だけでじゅうぶん聴けるぐらいには二人とも上達していた。そして、あすらはすうっと息を吸いこみ、天を指さして絶叫する。

「♪法典♪！」

　マイクを観衆のほうへ向けると、長いあいだじらされていた観衆はもう爆発寸前になっており、どよめく波は濤とうのごとく声をそろえて叫んだ。

「イェ――――――――イ！」

　完全につかんだ。観衆はすでにあったまりまくって、興奮は最高潮に達している。星雲寮寮長は青ざめ、右う京きようは満足げに目を細めた。

　あすらが一度、陣を振りかえってうれしげにウインクをした。ご褒ほう美びをねだる子供のような、得意げでちょっとだけ生意気な幼い表情に、陣も思わず笑顔を返す。

「♪ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　一条！　誰だれかが他人を殺人罪で裁判所に訴えたとき、その人の罪を立証することができなければ、訴えた人間を死刑とする！

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）♪」

　法典！のところは、陣と夕也があすらを挟んで背中合わせに密着し、三人でマイクを共有してコーラスを入れる。何だかんだいって夕也は背が高くて手足も長いし、陣は知的で引きしまった顔立ちだしギターもまじめに練習したおかげで夕也よりうまいし、美少年のあすらをはさんで三人で並ぶとぶっちゃけかなりかっこいい。これでメイド服でなければ、かなり良い線行っているのが惜しい。惜しいけれど、観衆にはうれしい。

「な、な、なんかいい！　左右の女じよ装そ子こが女の子に見えなくてふつうにカッコいい男子なのに女装してるところが、なんかいい！」

「ハムラビ法典って世界史の時間に『目には目を』だけは聞いたことがあるけど、そんな内容だったんだ！」

「ちなみに『目には目を』は、復ふく讐しゆうしろって意味じゃなくて、必要以上の過剰な復讐を制限して復讐の連鎖を防ぎ、社会の治安を守るという法律だったんだぞ！　でも『ある人の子供を殺したら、加害者の子供を殺す』は、何か納得行かないけどな！」

「そんなことより、真ん中の女装子について語れよおまえら！　語らないなら、あの娘こは俺おれがもらうぞ！」

「ざけんな、あの娘は俺の嫁だ！」

　もめているところに、二番の歌詞が聞こえてくる。

「♪ハムハム　ラビラビ（法典！）

　　ハムハム　ラビラビ（法典！）

　二条！　ぼくに投票した人間を死刑とする、処刑方法はキューピッドの矢でキミのハートを貫いちゃうぞ的な意味で！♪」

　ばきゅん、とあすらが観衆に向かって指ピストルを撃つ。撃たれた観衆が、胸を押さえてばたばたと倒れた。

「うう、やられたぁ～！」

「うおおおお！　なりてー、俺もむしょうに死刑になりてー！」

「撃ってくれ、俺も蜂はちの巣になるまで撃ってくれ、つーか投票するぞ！」

　観衆が怒ど濤とうのごとく興奮して投票箱に殺到した。

「勝ったな、夕ゆう也や」

「ああ、勝ったな」

　陣じんと夕也は視線を交わして、笑みをもらした。



　通常の音楽ドラマならばここで終わってサクセスストーリーなのだが、残念ながらこの小説はコメディなのである。そして女子禁制の橘たちばな寮は現在、規制が緩められて、玄関ホールまでなら女子も入って良いことになっているのである。

　玄関ホールにふたりの美少女の姿があることを、誰だれも知らなかった。シエラが高級そうなバスケット形のコスメボックスを持って、説せつ子ことともに立っていた。

「誰もいないわ。たいへん、もうめちゃモテ女装子コンテストが始まっちゃってるのかしら！」

　シエラは焦る。説子は、しーんとした寮の向こうから、男子たちの声がざわざわと聞こえるのに耳をそばだてた。

「そうみたい、寮の裏手のほうでやってるのかしら。ここからじゃ見えないわね……中に入ったら幹部寮生とかがうるさそうだし」

「どうしよう。神じん宮ぐう寺じさんは自分でメイクをしたことがないだろうから手伝ってあげようと思って来たのに、間に合わなかったなんて……」

　シエラはコスメボックスに視線を落とす。シエラ自身は高校生だし素が一番良いこともあって化粧をしないが、シエラの母・座ざ堂どう踊オードリーが経営している世界的大企業「シェラザード」が展開している、ハリウッドセレブも御ご用よう達たしの最高級ブランドの化粧品セットである。注文しても一年待ちが当然の人気の品を、あすらのため特別に自家用ジェット機でヨーロッパから大急ぎで空輸してもらった物だった。

「いえ、でも寮の裏手なら、外から回ってフェンスごしに見られるはずよね。もしまだコンテスト自体が始まってないなら、フェンスごしにメイクしてあげられるはず！」

　乙おと女めの友情は不屈である。説せつ子こも、うんうんとうなずいた。

「そうよね、さすが座堂さん！　神宮寺さんだって化粧しなくてもじゅうぶん可愛かわいいけど、勝利のためには念には念を入れなきゃ。万が一女装男子に負けて、神宮寺さんがますます女の子の服を着るのに抵抗を感じちゃうようになったらかわいそうだもんね！」

　二人はいったん寮の玄関を出て、寮を囲む針金のフェンスぞいに歩いていった。建物の裏手が見えてくると、寮生が裏庭に集結し、朝礼台の上に誰だれかが立っているのがわかった。

「座堂さん、あれじゃない？」

「朝礼台の上……？　三人いるみたいだけど……」

　シエラよりずっと背の高い男子高校生たちが壁のように立ちはだかっているので、朝礼台がなかなか見えない。シエラがフェンスにつかまって困ったように背伸びしたり顔を左右にずらしたりしていると、手前にいた男子が最初にシエラに気づいた。

「えっ……うわっ！　ざ、座堂さんだ！」

　その声を聞いて、周囲の男子がざわざわっ、と振りかえった。

「ほんとだ、座堂先輩だ！　なんでここにっ、うわーやっぱ可愛い！」

「今日は可愛い女じよ装そ子このうえにシエラ様の私服を見られるなんて、何という良い日なんだ！　まるで、盆と正月がいっぺんに来たみたいだ！」

「やっぱり女装子より本物の女の子ってかわええ、っていうか座堂がかわええ！」

　男子たちが目をハートにしている。彼らが振りかえって列が乱れたので、朝礼台が見えた。シエラからも朝礼台が見えたが、朝礼台からもシエラが見えた。サーバンツのライブを聞いて熱狂していたはずの男子の一部が、突如ざわついて後ろを向いたので、何かと思って陣じんが視線を向けた瞬間だった。

　ギターを弾いていた陣の右手が、ぴたっと止まった。シエラも、固まっていた。

　陣じんは自分自身を足先からよく見つめなおす。ローファーに白いショートソックス、ひざこぞうが見えるフレアスカートのメイド服（これは別に陣がミニスカで悩殺しようとしたわけではなく、男子にはサイズが小さかったせいである）、ギターは良いとして頭にはヘッドドレス……。

「座どっ……」

　陣の声が上ずった。シエラは固まった表情のまま、横すべりするように、ス―――ッ、と男子たちの陰にフェードアウトしていった。

「ちっ、違うんだこれはっ……！」

　陣が叫ぶ声は、ちょうど演奏が終わって観衆から向けられた大歓声に阻まれた。

「すげー良かった！　サーバンツ最高！」

「このさい橘たちばな寮の勝利でもかまわん！　可愛かわいい男の娘こに敬意を表して勝利をゆずろう！　ちなみに代表の女じよ装そ子こは文句無しに可愛かったが、俺おれはギターの無愛想男子もちょっと好みだったりする！」

　星せい雲うん寮の寮生たちが、興奮しながら投票箱に投票する。

「ははははは！　どうだ、またもや橘寮の勝利だ！」

　右う京きようは勝ち誇り、星雲寮の寮長はがくりとひざを落として悔しがる。

　夕ゆう也やとあすらも良い汗をかきながら、さわやかな笑顔で陣に言った。

「俺たちの勝ちだな、陣！」

「勝ったね、新あら木きくん！」

「そうかな……俺的には、何かに負けたような気がするんだが……」

　シエラの冷ややかに凍りついた目を思いだし、陣はつらい涙を流すのだった。



    

  
    
      


第三話　ペアルックとかありえないし





　地球温暖化である。

　唐突にエコな書き出しだが、要するに昔は十月一日と同時に冬服に衣替えしていたものだが、今の東京では十月一日に冬服は少々暑すぎる。春はる紗しや学園でも、衣替えは十月一日以降十月中の好きなときに……と校則で決められている。

　そこで十月中は、ちょっと肌寒いかなと思っても、あえて制服の上着ではなく軽いカーディガンですませるのが生徒たちの間では常識になっていた。制服の上着を着たら洗濯が大変だし、カーディガンは制服として指定されているものが無いので好きな色やデザインを着られるからだ。

　春紗学園の制服に関する校則は割とゆるいので、とくに女子はけっこうデザインをアレンジした制服を着ている。シエラのスカートはアラビア風にふくらんでいるし、ミルカの制服はキラデコだし、説せつ子この制服にはゴス系のアクセサリーがついている。そんなに制服が自由だというのに、それでもより私服っぽいものに憧あこがれてしまうのは制服のある学校の生徒の宿命なのだろうか。

「きゃあああ！　シエラ様、すてき！」

　一年二組の教室に、黄色い歓声が響いた。

　シエラが、いつものベストの上に紫色のカーディガンを着ていた。シンプルなデザインだが、シエラが着ると上品で、カーディガン特有の重くて力の無いてろんとしたラインが細身の体をしなやかに見せている。

　取り巻きの女子たちは、興奮しながらシエラに詰め寄る。

「わたしもこれ欲しいです！　シエラ様の足元にも及ばないかもしれないけれど、シエラ様の一万分の一でもきれいになれそうな気がします！」

「そこらのカリスマモデルなんかより、シエラ様こそ真のファッションリーダーですわ。春紗学園のマリー・アントワネットですわー！」

　マリー・アントワネット王妃はフランスのファッションリーダーとして、ベルサイユ宮殿の貴婦人たちに影響を及ぼした。それまでいろんなデザインがあったハンカチを「正方形に限る」と決めたのもマリー・アントワネットだ。というか、陣じんでもないのにさりげなく歴史に詳しい女子が混じっているようだが何者だ。

「ああでも、セレブなシエラ様のカーディガンだもの。きっとお高いのでしょうね」

「そうですわ。きっとわたしたちのような一介の女子高生には到底手が届かないような、フランスのデザイナーの一点物あたりだと思いますわ」

　残念がっている女生徒たちにむかって、シエラはあいかわらず猫をかぶってほほえんだ。

「誉ほめてくれてありがとう、でもこのカーディガンはそんなに高くないのよ」

「そうそうっ、一着たったの九八〇円だよ！」

　元気な声が窓から聞こえる。生徒たちが驚いて目を向けると、ツインテールの金髪に褐色の肌の健康的な美少女が窓枠に座っていた。学校裏のペルシャ料理屋「アルフライラ」の看板娘、アルフ・シャムシールだ。いつもピンクのひらひらしたキャミソールで薄着な彼女だが、今日はショッキングピンクのカーディガンを着ている。シエラと色違いだ。

「アルフ、どこから入ってきたのっ？」

　シエラは驚いて窓に駆け寄る。アルフはほほえんで、シエラの手に小銭で九八〇円を渡した。小銭をセロテープできっちり一列に成形している。なぜ人は小銭を人に渡すとき、セロテープで一列に固めてしまうのだろう。

「窓からだよ。店を開けたらこっちに来る暇無くなるから、先に返しにきたんだ」

「別に良かったのに」

　シエラは困ったように言った。

　アルフは、「猫っかぶりでメイド服なランプの魔神」という本当のシエラを知る数少ない友人の一人である。夏休みの冒険のあいだ店の手伝いを休んでいたせいで、しばらく店が忙しかった。やっと少し暇になったので、シエラを誘って二人で町に出たのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　アルフがシエラを誘うなんて珍しかったけれど、シエラも久しぶりだったので喜んでいっしょに出かけた。そこで九八〇円のカーディガンを見つけて、可愛かわいかったのでおそろいで買った。ペルシャ人のくせに江戸っ子なアルフは、サザエさんのごとく財布を忘れていたので、シエラが立て替えたのである。

「良かないよ。江戸っ子は、宵よい越ごしの金と借りは持たないもんさ」

「やっぱりその色似合ってるわ、アルフ。ピンクは最後の一枚だったものね」

「ねえシエラ」

　唐突に、アルフはシエラの髪を引っ張って彼女の顔を近づけ、厳しい表情になってシエラの耳もとでささやいた。

「きのう財布を忘れたのは、わざとだよ」

「え……」

　困惑するシエラに、アルフは小声でささやいた。

「ここんとこ、シエラの周りで生骸ゾンビ関係の事件が多いじゃん。だから、学校に何かいるんじゃないかと思ってさ……あたしが妖魔ダイモンをエサにしてるのは知ってるだろ。学校にくれば妖魔の臭においがわかるかもと思ってね、でも、理由もなく入りにくいからさ」

「サロメならいるわよ」

「えー！　なんであいつが生きてるのっ？」

　アルフが思わず大声を出して、シエラに口を押さえられる。

「七組にいるのよ、本人は気づかれてないと思ってるみたいだけど。本ほん田ださんの家に居候してるって、庶民が香か住すみさんに聞いたのをわたしが聞いたわ。このあいだの教職員対抗ソフトボールの試合のときにも、ふつうにスタンドにいたし」

「じゃあ、ここんとこの生骸ゾンビ騒ぎはあいつ？」

「それが、ソフトボールの試合のときのようすを見るとそうじゃないみたい。だからスルーしようと思って……彼女もヘロデ王に裏切られてるわけだし、もしかして反省してふつうの女の子として第二の人生を歩みたいだけかもしれないじゃない？」

「なんだかんだ言っても、あんたのそういう甘いとこはやっぱ育ちの良さが出るっていうか、セレブのお嬢様って感じだよねえ」

　アルフは感心しているのか呆あきれているのか、腕組みをしてシエラを見つめた。

「でも、あたしが感じ取ってる『におい』は、サロメの臭においとは違うんだよね。何か別の、もっと魔力が強くてやばい奴やつが側そばにいる気がする。でも魔力が強すぎて、近づくとぼやけちゃうから誰だれがその魔力を発してるのかわからないんだよ。ほら、太陽ってほんとは丸いけど、昼間だとまぶしくてよく見えないじゃん。あんな感じ」

「それが『生骸ゾンビ』を召しよう喚かんしてるってこと？　何のために？」

「それを調べるために、わざわざ学校まで来たんじゃないか。まあ、結局よくわかんなかったんだけど……」

　アルフはちょっと考えこんだものの、江戸っ子らしくケロリと笑った。

「まっ、相手の正体がわかんないうちからあれこれ心配してもしゃーないか！　攻撃するために近づいてくりゃ嫌でも正体はわかるんだし、リーチ内まで近づいたらぶった斬ぎれば終了だし」

「あいかわらず戦略性が皆無……と言いたいけど、セレブの心は突撃だから、同感だわ」

「頼もしいね。ま、戦略は陣じんがいるから安心だしね」

　陣の名を出されて、シエラの頬ほおがわずかに紅潮する。両手を後ろに回してもじもじしながら、シエラはごまかすように言った。

「え……べ、別に庶民なんていなくても平気だし……」

「ほんとぉ～？」

　アルフがニヤニヤと目を細め、シエラの顔を下からのぞきこむ。シエラは赤くなって、でもクラスのみんなの前で大声を出すわけにも行かず、必死に声を抑えてささやいた。

「もう帰りなさいよっ、『アルフライラ』の手伝いあるんでしょ！」

「へいへい、仰せのとおりに。だけどシエラ様、顔が赤いようですけどぉ～？」

　アルフはいたずらっぽくウインクして、捨てゼリフでさらに煽あおりながら、ひらりと窓から飛び降りる。周りにいた生徒たちは、驚きよう愕がくしてざわめいた。

「うわー！　アルフあいかわらず運動神経すげー、ここ三階だぞっ？」

「シエラ様、アルフと何を話されてたんですか？　やっぱりアルフぐらい美少女だと、シエラ様と一対一で親しげに話す権利ありますよね、羨うらやましい～」

「いえ、たいしたことじゃないの」

　シエラは、いつもどおり猫っかぶりの微笑を浮かべて、騒ぐ生徒たちを静めようとする。ところが、教室の入り口付近にいた生徒たちが、なおいっそうどよめいた。

「うおおおおお！　新あら木きっ、何だそりゃ！　何があったんだー！」

　新木、の名前を聞いてシエラは反射的に視線をむけた。

　教室に入ってきた陣が、シエラと同じ紫色のカーディガンを着ていたのだ。陣は周りの男子が目を白黒させながら大騒ぎしているのを、不思議そうな、そしていつもどおりちょっとブスッとした不機嫌そうな表情で見回している。

「何だよ、肌寒いからカーディガン羽は織おっちゃ悪いのか？」

「陣、このカーディガンどうしたんだよ！　親友なのに抜け駆けするなんて、おまえさてはマラソン大会で走る前は『いっしょに走ろうね』って言っといて、いざ始まったら俺おれを見捨ててさっさと一人で裏切って走っていくタイプだろ！」

　夕ゆう也やが、陣のカーディガンの襟もとを両手でつかんで引っぱった。陣は怒って、その手を振り払う。

「引っぱるなよ、買ったばかりなのに伸びるだろ。たまたま図書館の帰りに見つけたんだ、九八〇円で安くて、もうこれしか残ってなかったんだから、大事にしろよな」

　ふと、陣じんは自分を凝視している視線に気づいて顔を上げた。教室じゅうの生徒が自分を凝視しているわけだが、中でもひときわ目立つのは、圧倒的な美び貌ぼうと存在感と大きな目を誇るシエラだ。そしてシエラの服に視線を移して、ようやく陣はみんなの大騒ぎの理由を察した。

「えっ……お、同じ服？　どうして座ざ堂どうが九八〇円のカーディガンなんか着てるんだ？」

　シエラは顔を真まっ赤かにして、じっと陣を見つめている。ところが、周囲の男子たちが羨せん望ぼうをこめて、

「すげー、ペアルックじゃん！」

　と、囃はやし立てた。シエラはこの服をアルフといっしょに買いに行ったし、陣は図書館の帰りに買ったのだから、まったくの偶然なのである。というか、本当にペアルックだったら逆に茶化せない空気になるわけなのだが、そんなこと経験の乏しいシエラにも陣にもわかるはずがない。

　シエラは陣を見ていた。恥ずかしさの中に、わずかな期待がこめられていた。両手が知らず知らず、祈るように胸の前で組まれていた。

　だが陣は真っ赤な顔をして周囲の男子たちをにらみ、

「バカっ、違うって！」

　と、言い放ってしまう。その瞬間、シエラの表情が固まった。

（何が違うの……？）

　囃し立てられるのは恥ずかしい。だけど、少しくすぐったくもあった。自分でも知らないうちに、何かを期待していた。けれど陣がそれを否定した瞬間、心が凍てついた。

（何が違うの、庶民……？）

　その問いを陣に直接できればよかった。けれど、怖くてできなかった。いつもはまるでふざけるような気持ちで陣と口くち喧げん嘩かできるのに、今はそれを聞くのが怖かった。

「そ、そうよ。違うの……ただの偶然なの。新あら木きくんにご迷惑だから、この話はもうやめましょう……？」

　シエラは必死に猫をかぶり、無理にほほえんで取り巻きたちにそう言った。



　その日、シエラは軽音楽部を休んだ。陣と顔を合わせるのが辛つらくて、でも早く帰ると迎えにきているニコライを何かあったのかと心配させそうで、中高共用図書館で時間をつぶしていた。

「もし庶民がきても、わたしがいることは言わないでね」

　入り口から見えない場所の自習用の机に身を隠しながら、シエラは図書委員の聡さと子こに頼んだ。聡子はワゴンに本を入れて、返却された本の整理中だった。

「もちろん言いませんが、また新あら木き先輩と何かあったんですか？　ククク……」

「べっ、別に何もないんだからっ！」

　シエラは真まっ赤かになって否定する。聡子はニヤニヤと目を細めた。

「猫かぶりはお上手なのに、嘘うそは下へ手たですね。ククク……」

　立ち去っていく聡子の背中をシエラはちょっとにらみ、それから机の上に突っぷした。

　紫色の毛糸のカーディガンが、ふわふわしている。突っぷした腕が頬ほおに当たると、紫色のカーディガンを着ていた陣じんの姿を思い出した。

（庶民のバカ……。どうせわたしなんかとペアルックだなんて、迷惑よね……）

　涙がにじんだ目を閉じると、押し出された涙が頬を伝った。頬を寄せるこのふわふわしたカーディガンが、自分のものではなくて陣のものだったら……と思う。秋の枯葉舞う並木道や、イルミネーション輝く冬の町を、陣とペアルックで肩を寄せ合って歩く姿を想像した。でもそのたびに、陣の「バカっ、違うって！」という言葉が耳の中にこだまして、シエラは胸が痛くなる。

　スカートのポケットから遠慮がちに出てきたトーレムが、携帯電話を引きずりながらシエラのもとに来て、しきりに携帯電話を指さした。

『ぷきゅー、ぷきゅー』

　どうやら、携帯電話の電源が切れていることを指摘しているらしい。シエラは腕に埋めた顔を少し上げて、横目でトーレムを見る。目は、真っ赤になっていた。

「いいのよ、トーレム。電源はいいの……もう庶民にメールなんてしないの。迷惑なの」

　シエラはそう言って、また顔を埋めてしまう。トーレムは心配そうにシエラを見つめていた。

（庶民のバカ。そして……わたしのバカ……）

　シエラの目から、涙があふれてあふれて、止まらなかった。



　そのころ、陣は学校の中をうろうろしていた。

　シエラが何の連絡もなく軽音楽部の部室に来ないことなど今までに無かったので、階段から落ちているとか何か事故に遭ったのかもしれない、と夕ゆう也やに言われて探しているところだった。

（携帯電話の電源は切られてるし、ニコライの車が迎えにきた気配も無いし、たぶん学校の中にはいるんだろうけど……座ざ堂どうだって軽音楽部以外にも取り巻きと詩の朗読をするとかお茶会をするとかもあるわけだし、いちいち連絡する必要も無いと思うし、事故なんて大げさだと思うが。っていうか、なんで心配してるんなら俺おれ一人で探させるんだ……？）

　それは、今朝の顛てん末まつを見ていた夕ゆう也やが何となく「これはやばいぞ」と思って気を利かせ、同じく心配しているあすらと説せつ子こを止めてあえて陣じん一人で行かせたからなのだが、鈍感な陣は気づいていなかった。ただ、シエラが心配だというのは陣も同じで、事故もそうだけれど彼女が最近どうも生骸ゾンビの襲撃をよく受けるし、ニコライに気をつけるようにと頼まれていた責任感というのもある。

（どこへ行ったんだ、座ざ堂どう？）

　最初はさほど心配していなかった陣だが、いつも取り巻きといる中庭に行ってもいないし、図書館に行っても聡さと子こは「見ませんでしたけどねえ、ククク……」と言う。

　家庭科室へ行くと、家庭科部部長で中等部三年生の安あん藤どう奈な津つと陣の幼なじみの一年生・香か住すみ愛あい花かがクッキーを焼いているところだった。

「座堂先輩？　知らないですけど……」

　お節介でオカン体質の奈津は、頭から粉まみれになった状態で陣に紙袋を押しつける。

「それよりちょうど良かった、これ軽音楽部に差し入れです！　あたしプリプリの大ファンなんですよね～、みんなで食べてください！　文化祭も楽しみにしてます！」

「あ、う、うん」

　陣ははつらつとした奈津に気け圧おされる。ラスボスの噂うわさの高い聡子が、彼女の押しの強さにだけは負けて、いつも彼女とおそろいのキモブサのカエルのポシェットを愛用しているのも判わかるような気がした。

「……ん？　おそろい？」

　陣は、ふと胸の中に何かがひらめいて、奈津に尋ねた。

「あ、あのさ、安藤。おまえと本ほん田だって、おそろいのカエルのポシェット持ってるだろ。女子って、『おそろい』って好きなものなのかな？」

「好きっていうか『特別』ですよ、そりゃー」

　奈津はケロッとした表情で言い切った。愛花も、隣でうんうんとうなずいている。

「愛花も、ちっちゃいころお兄ちゃんとおそろいのパジャマ買ってもらったとき、うれしかったよ？　なんか、二人のあいだが特別になる気がするの」

「自分たちだけじゃなくて、周りにもそれを認められるのがくすぐったくて照れくさいけど、公認って感じでうれしいみたいな気持ち、女の子にはあるんですよ。好きな人とひとつになりたいみたいな、好きな歌手と同じアクセサリーつけたりする気持ちですかね？」

　ドキン、と陣の心臓が大きく跳ねた。

「もしかして……俺おれはすごい失言をしたのか……？」

「どうしたの、おにいちゃん。顔が青いよ」

　愛花が心配そうに陣を見上げた。いつも陣のことを誰だれよりも心配している彼女に、心配はかけられない。陣は無理にほほえんで、首を横に振った。

「ん、ああ、何でもない。ありがとう、このチョコクッキー部室に届けてくる」

「やだあ、おにいちゃんったら。それふつうのクッキーだよ」

　愛あい花かが天使の微笑を浮かべて言った。陣じんはギョッとして、袋の中の真っ黒のクッキーを見下ろした。「やだあ」は俺おれのセリフだ……と思いつつも、

「あっ、うん。じゃあ、ありがと」

　と、波風立てないようにその場を去った。愛花はぶんぶんと腕を振り、

「あっそうだ、図書委員の聡さと子こ先輩と高等部一年七組の本ほん田だサロメ先輩には、安あん藤どう部長があとで家にクッキーを届けるって！　会ったら伝えといてねー！」

　と、陣の背に向かって明るく言った。サロメと聡子は従い姉と妹こという設定になり、名字が同じ本田なので、今までは本田先輩と呼んでいた愛花が聡子先輩と呼び名を変えたようである。ちなみに奈な津つは聡子をさとっち、サロメをさろめっちと、昭和の香りただようあだ名を命名して呼んでいる。

　家庭科室を出た陣の、シエラを探す足取りに、焦りが混じった。

（俺のせいか……？　何気なく言っただけだったんだけど……もしかして、だから夕ゆう也やは俺一人で探しに行けって言ったのか？）

　探しているあいだに、どんどん心配になってくる。「まさかほんとうに何かあったのでは？」という気持ちと、「俺のせいで部室に来なかったことで何かあったのでは？」という気持ちが、胸の中で大きくうねる。

「座ざ堂どう、いるか？」

　誰だれもいない中庭で、陣は心配のあまり、思わず声を出した。

　その声に気づいたのは、シエラではなく、吹奏楽部の部室へ向かって一階の廊下を歩いていたミルカだった。

（あの声は……新あら木き陣！）

　ミルカは廊下の窓ごしに、陣の姿を確認した。コントラバスを背負ったまま、ミルカの腹の底にもやもやとした嫉しつ妬とがわいてくる。

（あいつのせいで、神じん宮ぐう寺じさんは女子になりたいなんて余計な願望を抱くんですわ！　あたくしの初恋を邪魔する奴やつは、馬に蹴けられて死んでしまうべきですわ、っていうか死ね、っていうかあたくしじきじきに殺すですわ！）

　ミルカは廊下から中庭へ出る。気づいて、陣が手を振った。

「おーい、姫ひめ小こう路じ！　座堂を見なかっ……いてー！」

　陣は悲鳴をあげた。すれ違いざまに、ミルカが陣の足を踏んづけたのだ。ミルカは体重こそ軽いものの、背中にはコントラバスを背負っており、しかも小柄ゆえ足が小さいので、すなわち物理学的にいうと圧力が強くなり、踏まれるとけっこう痛い。おかげで陣は、抱えていた焦げ焦げクッキーを地面に落としてしまった。

「ちょっ……何で俺おれが足を踏まれなくちゃいけないんだよっ？」

　ミルカはつーんと無視して去ってしまう。地面に落ちたクッキーも、わざわざ足で踏んづけていく。まさかミルカがあすらのことで逆恨みしているとは思いも寄らない陣じんは、

「あーあ、焦げ焦げでも愛あい花かたちがせっかく心をこめて焼いてくれたクッキーなのに。そんなに軽音楽部が嫌いなのか……？」

　と、あさっての方向に勘違いしながら、仕方なく、踏みにじられてしまったクッキーを掃除しはじめた。



　いっしょうけんめい掃除している陣を、物陰から見ている姿があった。高等部の制服に身を包み、なぜかサングラスとマスクで怪しく変装したサロメだ。

「ふふふ……『ソロモンの知恵者』新あら木き陣め。そなたはすでに、わらわの標的圏内に入っているのだ」

「サロメさん、これラブレターなんだけど読んでください」

「吹奏楽部に入って軽音楽部をぶっつぶすというのは、あまりにも遠大すぎる計画だということにようやく気づいたわ。取りあえず、わらわのトランペットのスーパースウィング演奏テクニックが吹奏楽部と音楽性を異ことにするっぽくて、どんなにわらわが上手でも吹奏楽部全体のレベルを上げるわけではなさそうだし、ということは吹奏楽部を盛りあげて軽音楽部をつぶすという作戦はうまく行きそうにないし」

「これプレゼントです、本ほん田ださん。受け取ってください」

「ということは、座ざ堂どうシエラに効率的な攻撃を仕掛けようとすれば、すなわち肉を斬きらせて骨を断つ作戦で行くのが良かろう。新木陣はわらわが生きていることを知らないはず、この変装をして他人のふりでデートに誘えば、座堂シエラが落ちこむのは必至！　新木陣はカタブツではあるが、悪魔は人を悪の道に誘惑するもの、すなわちわらわは新木陣を誘惑するのに適任のはず。ぶっちゃけ、わらわのほうが座堂シエラより可愛かわいいはずだから、新木陣を誘惑できないはずがないのだからな！」

「あのー本田さん……」

　物陰に隠れているサロメの後ろに、五人ほどの男子の一団が手紙やプレゼントを手にして立っている。サロメはブチッとブチ切れ、彼らを振りかえって怒ど鳴なった。

「うるさいっ、立ち去れ！　わらわは新木陣以外に興味無いのだ！　あっち行け！」

　怒鳴られて、男子たちはあたふたと逃げ去る。その怒鳴り声に、陣が気づいた。

「あれっ、ニャロメじゃないか」

　陣に声をかけられて、サロメの頭からオレンジ色の耳、お尻しりからしっぽがピキーンと生えた。

「ニャロメじゃないニャロメー！」

「そのマスク、風か邪ぜでもひいたのか？」

　平然と尋ねる陣じんに、サロメは驚いてずざざっと後ずさった。

「こ、これだけ完かん璧ぺきな変装を見抜いて、なぜわらわだとわかった！」

「七組におまえがいるって、愛あい花かも言ってたし、廊下とか学食とかでちょこちょこ姿も見てたし」

　陣に指摘され、サロメはサングラスとマスクをかなぐり捨てて悔しがる。

「うぬううぅ！　姿を隠せているとばかり思っていたのに！」

「さすが地球の人口が二億人しかいなかった時代の人間は、人口密度に関する感覚が違うなあ」

　変なところで感心している陣を、サロメはビシイッと指さした。

「そんなことはどうでもいい、正体がバレていようがわらわの魅力に抗あらがう術すべはなかろうからな！」

「座ざ堂どうどこにいるか知らないか？」

「新あら木き陣、これからわらわとデートだ！」

「知らないっぽいな。ってことは、おまえが何かしたってことはないわけか。それならいいんだ、じゃっ」

　陣は、あえて聞こえなかったふりをして立ち去ろうとする。サロメがその襟首をつかんで引き止めた。

「待て待て！　わらわの魅力を完全スルーか、わらわはかつて『七枚のヴェールの舞』でヘロデ王に絶賛されたのだぞ！」

「その『七枚のヴェール』でスライスされそうになったぞ、俺おれは」

「といっても舞を誉ほめてくれたヘロデ王はでっぷり太ったオヤジで、聖櫃の妖魔アークダイモンだったヘロデ大王とは別人だがな。ヘロデ大王……裏切られたのはわかっているのに、思い出すと今でも胸が痛むのだ。利用されていただけとはわかっていても、わらわの孤独を癒いやしてくれたのは事実だし、あの整った顔に引き締まった体格は反則だし」

「引きずってるなら、俺なんかデートに誘うなよ」

「ひ、引きずってなんかおらぬ！　とにかくそなたは、わらわとデートするのだ！」

「座堂を探してるって言っただろ」

　陣がちっとも折れないので、サロメはイライラしてきて、つい口から出まかせを吐いた。

「ざ……座堂シエラの居場所なら、わらわが知っている！」

「えっ、ほんとに？」

「本当だ！　ただし、わらわとデートしたら教えてやる！」

　ふだんの陣なら「ソロモンの知恵」を持つと言われるほど頭がいいのだから、サロメのこんなその場しのぎの嘘うそを信じるなど、ありえないことだった。けれども今の陣は、シエラのことが心配すぎて、正常な判断力を欠いていた。

「わ、わかった」

　陣じんは思わず、サロメの申し出を受けてしまった。サロメはガッツポーズを取る。

「よし！　やはりわらわの魅力最強！」

　今のやりとりに、サロメの魅力はあまり関係なかった気がするが。

「では、今からさっそく行こう！　ちょうど、荒あら川かわをちょっと上っていったところに遊園地があったな。あそこにしようではないか」

　陣は、ドキッとした。荒川のほとりにある遊園地は、以前シエラと二人で行ったところである。そのときは、もう遊園地が閉まっている時間だった。二人で遊園地のゲートの前で、コンビニで買ってきたアメリカンドッグなどを食べて遊園地気分を味わった。次は開いている時間に来よう……と、約束した遊園地なのだ。シエラ以外の誰だれかと先に行くのは、約束を破るような気がして、たとえシエラの居場所を知るためでも抵抗があった。

「あ……あの遊園地は……別のところにしないか？　ＴＤＲとか、もっとオシャレで若者受けする遊園地があるじゃないか」

「オシャレで若者受けするという言い草が、どう考えても男子高校生らしくないがな」

　サロメは腕組みをしてふんぞりかえり、陣をにらむ。

「他ほかの遊園地など、選択肢にすらのぼらん。なぜならばあの遊園地の最寄り駅は、都と電でん荒あら川かわ線なのだからな」

「都電荒川線が何だって？」

「これほどの大都市だというのに！　電車は路上から排除され、地下のチューブの中を走るか、高架の上を走っているというのに！　地下鉄銀ぎん座ざ線にいたっては、地下鉄のくせに渋しぶ谷やのあたりでは空中走ってるというのに！　都電荒川線だけは、車と同じ道路の上を走っているのだ！」

　サロメは興奮したようすで語った。目は輝き、頬ほおは紅潮し、全身は感動に震えている。

「路面電車だからな」

「何だ、そのつまらなそうな顔は！　電車が車といっしょに道を走るのだぞ？　電車が近づいたら、全すべての車が道をあけるのだぞ？」

「いや、むしろ荒川線、車が線路を渡りきるまでいつも待ってるぞ」

「わらわは今まで、最強の電車を探していた！　王者にふさわしい最強の電車をな！」

「埼さい京きよう線あたりが強そうだな」

「サイキョウだけにな。ってやかましいわ！」

「期待どおりの反応が来ると、むしろ顔から火を噴くかのように恥ずかしくなるものなんだなあ」

「しかし最速かと思われた新幹線ですら、有ゆう楽らく町ちようあたりでは在来線に抜かれたりするのだ。この世に、最強の電車など存在しないのではないかとも思われた。しかしここにあった、都と電でん荒あら川かわ線だ！　フェラーリであろうがポルシェであろうが、都電荒川線の姿を見るだけでびびって道をあける。その真ん中を悠々と進む都電荒川線の姿は、まさに王者の名にふさわしいではないか。都電荒川線の線路こそ、すなわち『王道』と呼ぶにふさわしいとは思わぬか？」

「だから、荒川線の方が思いっきりゆずってるって。それに学校からだと、荒あら川かわ沿いに歩いて行ったほうが早いような気もするぞ」

「要するに！　都電荒川線はわらわが乗るにふさわしい王者の電車であり、王者のデートはその都電荒川線で行けるところでなければならぬのだ！」

「電車っていっても、荒川線の中ってバスみたいじゃないか。ピンポンまでついてるしさ」

「バカ者、車両の内装など飾りにすぎん！　定められた軌道を走りつづけるストイックさが、古き良き勤勉で頑固で不器用な日本人の心を感じさせて萌もえるのではないか！　駅前の駄菓子屋さんとかも、昭和の香りただよう古き良き東京のたたずまいを残していて雰囲気が良いしな！」

「なんでイスラエルにいたおまえが、古き良き日本人や昭和の香りに詳しいんだよ」

「それだけではない。路面電車は自家用車が増えたために一度は廃すたれたが、エコなので今ふたたび世界中の大都市で脚光を浴びているのだ。それも、わらわにふさわしいではないか」

「エコが？　おまえが大好きな破壊工作とは真逆なイメージがあるが」

「そなたは古文書をたくさん読んでいると思っていたが、意外に何も知らないのだな。エコとは、すさまじい力を持った呪じゆ文もんなのだぞ」

「世界を良くするハッピーな呪文的な意味で？」

「エコエコアザラク・エコエコザメラク・エコエコケルノノス・エコエコアラディーア的な意味で」

「おい、呪文を唱えるなよ！　何か出てきてるぞ！」

　陣じんは中庭の地面からしみ出してきた、黒っぽい影のようなものに気づいてあわてる。

「そういうわけで、デートは都電荒川線で行かねばならないのだ！　わかったな！」

「わかったけど、座ざ堂どうの居場所をちゃんと教えろよ」

　やれやれ、と陣はため息をついた。



　陣とサロメは、サロメの希望どおり都電荒川線で遊園地にやってきた。

　絶叫コースターもド派は手でなナイトパレードも無い、古き良き小さな遊園地である。積み木のお城のような小さなゲートをくぐると、おもちゃの国のような小さな遊具や小さな動物園が広がっている。

　が、サロメの陣じんを籠ろう絡らくするという目的は、ゲートをくぐった瞬間に消し飛んだ。

「なんと！　こんなところに、都電六〇〇〇形の車両がっ！」

　池のそばに置いてあった緑色の電車の車両を見て、サロメは全身を感動に震わせる。

「ああ、なんか最後の一台らしいな」

「すばらしい、貴重な車両をこんなところで見られるとは！　中で売ってる都電グッズもコンプリートしたい！　昭和の香りがかぐわしい！」

「記念に一個買うんじゃなくていきなりコンプリートって、レベル高いな。それとなんで、おまえが昭和の香りを懐かしんでるんだ」

「そうだ新あら木き陣、帰りは駅前でもんじゃ食べよう、もんじゃ！」

「それはいいな、とっとと帰ろう」

　立ち去ろうとした陣を、サロメがあわてて捕まえる。

「待てー！　デートがまだではないか！」

「もういいじゃん、俺おれより電車のほうが好きだろ絶対」

「そうだ、いっしょにこの六〇〇〇形に乗ろう。恋人同士のように肩を寄せ合うのだ！」

「都電に乗ってここまで来て、なんでここで都電の車両に乗るんだよ！　都電好きすぎるだろ！」

　わめいている陣を、サロメはお構いなしに車両の中へ引っぱっていった。



　遊園地のスカイサイクルをキコキコとこぎながら、そのようすを見ていた者がいた。シエラと聡さと子こである。

「ククク……サロメさんは、どうやら座ざ堂どう先輩に見せつけるつもりで新木先輩を誘惑したようですね。よくもそんなバカな作戦を考えつきますね……」

「本ほん田ださん、もっとがんばってこいでちょうだい！　ここからじゃ電車がよく見えない」

　シエラが、車両のほうに必死に目を向けながらスカイサイクルを懸命にこいでいる。もともとシエラは常に運転手つき自家用車で送迎されているお嬢様なので、自転車に乗ったことがない。その上、図書館で聡子に誘われてあわてて陣たちを追いかけてきたので制服のままで、スカートが足に巻きついてうまく進まない。平日の夕方で客の数は少ないとはいえ、スカイサイクルのレールの下にはちょろちょろと人の姿があって、スカートの中身が見えてしまわないよう気をつけないといけないため、よけいにぎこちない。

「そんなことより、わたしとしては座堂先輩たちの周囲で起こっているさまざまな異変の中心に何がいるのか、相手の魔力が強くてそれを見つけられない件をどうにかしたいところですけれど……」

　聡子は淡々とした表情で、のんびりとスカイサイクルをこぐ。急ぐ気は無いらしい。おかげでシエラは、ますます焦って聡子に尋ねた。

「本ほん田ださん、ほんとに庶民がＯＫしたの？　ほんとにサロメとここでデートしたいって庶民が言ったの？　わたしといっしょに来ようって約束したのに？」

「ほんとにほんとにほんとですよ、ククク……」

「何か目に光が無いんだけど、騙だましてない？」

「騙してませんとも、クッククク……」

　もちろん嘘うそである。図書館の窓から外を見ていてサロメが陣じんを連れだしたことに気づいた聡さと子こは、「せっかくだからもっと状況をややこしくすると面白そう」とラスボスらしく考えて、図書室で涙にくれていたシエラに連絡したのだ。シエラはそれを真に受けて、顔を真まっ赤かにしながら必死にスカイサイクルをこいでいる。

「ちゃんとペダルをこいでったら！　暑くなってきちゃったわ！」

「毛糸のカーディガンなんか着てるからですよ。汗をかいたら、風か邪ぜひきますよ。わたしが預かっててもいいんでしょうかね？」

　聡子は、シエラからカーディガンをはぎ取った。シエラは、怒りながら叫ぶ。

「かまわないわよ、捨てちゃっていいわ！　どうせ庶民はわたしとペアルックなんてしたくないんだもの、わたしよりサロメのほうがいいんだもの！」

「怒ってるように見えるけど、頭のてっぺんから煙は出てませんね。怒りより悲しみのほうが強いときは、火ボ山ル魔カ法ンの副作用が出ないってことですね」

「そりゃ悲しいわよ！　庶民のバカ、約束したのに！　スカイサイクル、庶民と二人で乗りたかったのにー！」

「ククク、ゆかいゆかい。もっとわたしを楽しませてくださいね……ククク」

　大泣きしているシエラの横に座り、聡子は鬼の心で笑みをうかべていた。



　陣とサロメを追っていたのは、シエラと聡子だけではなかった。遊園地のすぐ裏手にある荒あら川かわからざわざわと、長い水草が群をなして蛇のように這はい寄ってくる。それは、海み松るという海藻だった。

『海み松る橿かし媛ひめを讃たたえよ……われらの女神の復活は近い……国くに津つ神かみの復活は近い……』

　海松の中心には、美しい女「海み松る子こ」がいた。かつては土着の神として信仰を集めていたが、忘れ去られて滅びかけ、川底で妖よう怪かいのたぐいとして眠りつづけていた者だ。ミルカの霊力に影響されて復活したが、眠りつづけているあいだに霊力のほとんどを失った彼女は空腹でたまらない。彼女の腰から下にはタコの足のように海松が生えていて、遊園地へと伸びていった。

『海松橿媛にお仕えするため、この海み松る子こ、霊力を取り戻さねばならぬ。ここには贄にえのにおいがする、一口で霊力を取り戻せそうな贄がうじゃうじゃといる気配がする。ぜひともわが海松で引きちぎり、眠れる仲間たちにも食わせてやろう……！』

　海み松るは「最も上質な贄にえ」の香りがするスカイサイクルのほうへ伸びていった。シエラはペダルをこぐのに必死で気づかない。だが、都電に乗っていたサロメのほうがその不穏な空気に敏感に感づいた。そのへんは、さすがに強い魔力を誇るだけのことはある。

「新あら木き陣じん、デートは中止だ！　何かまがまがしきものが近づいている、わらわたちをまとめて食おうとしているぞ！」

　サロメは叫ぶと、陣の腕を引っ張って車両から飛びだす。海松は客や従業員に巻きつき、スカイサイクルの支柱に巻きつきながら上っていく。遊園地のあちこちから悲鳴が聞こえた。

「わー、何だこれは！　環境汚染か、突然変異か！」

「わーい怪獣だー」

「助けてえええええ！」

　スカイサイクルの上にいたシエラと聡さと子この足首にも、海松が絡みついた。冷たく濡ぬれた感触に肌を這はわれて、シエラはぞっとする。いっぽう、聡子のほうへ行った海松は、いったんは絡みついたものの、じりじりと引いてしまった。

「きゃああ、何これ！」

「妖魔ダイモンっぽいですね」

「どうしてわたしにばっかり絡みついてくるのよ！　本ほん田ださんにも絡んであげて！」

「アルフさんといっしょで、魔力をエサにしてるからでしょう」

「本田さんのほうが魔力があるでしょ、わたしはレベル０魔神なのよ」

「夏休みの冒険の前と後では、同じレベル０でも中身が違いますよ。火ボ山ル魔カ法ンの副作用のぶんの魔力があるかもしれませんし」

　ついにシエラは海松に絡めとられて、スカイサイクルから引き剥はがされてしまった。

「きゃあああ！」

　遊園地が逆さまに見えて、シエラは悲鳴を上げた。ポケットに入っていたトーレムが携帯電話ごと落ちかけて、

『ぷきゅー！』

　と、悲鳴を上げながらシエラのポケットにしがみつく。ここから落ちたら、シエラも大変だが、陶器でできたトーレムもこっぱみじんになることは間違いない。

「あれは座ざ堂どうシエラとさとっち！　なぜここにいるのだっ？」

「ってことはおまえ、座堂の居場所を知ってるってのは嘘うそだったのかよ」

　陣に冷ややかな視線を向けられ、サロメはギクーッとした。そのサロメのもとにも、海松が伸びてきて足首を絡めとった。

「きゃー！」

　サロメは逆さづりになり、あわてて両手でスカートを押さえた。スカイサイクルの上で、聡さと子こがひざにドクロの模様のある黒い革表紙の本を広げながら、サロメを見上げた。

「おやおや、魔力をほとんど失ったサロメさんまで食べるつもりとは、食いしん坊さんの妖魔ダイモンですね」

「っていうか、どうしてそなたがここにいる！　どうしてそなたは無事なのだ！」

「ここにいるのは、座ざ堂どう先輩と新あら木き先輩に波風立てようと思ったからですよ」

「ひどい奴やつだな！　それがわらわの目的とはいえ！」

「そしてわたしが無事なのは、死者の書ネクロノミコンで自分の肌の上に微生物の生骸ゾンビを這はわせているからですよ。目には見えないけど、触れたものを食ってしまうんです。ククク……」

「一人だけずるいじゃない！　その死者の書ネクロノミコンで助けてちょうだい！」

　逆さづりのままシエラが叫んだ。シエラとサロメは、海み松る子このいる川のほうへ連れ去られる。聡子は「おや」と、メガネの位置を直した。

「霊力が強くておいしい人から先に食べるつもりとは……さては、Ｏ型ですね。もっともラーメンのチャーシューは血液型にかかわらず、麺めんの下にもぐらせて最後に食べるのが常識ですけれど。するとチャーシューからじょじょにだしが出るので、ラーメンのスープの微妙な変化を楽しむことができるのですよ……ククク」

「ラーメンの食べ方の講釈はどうでもいい！　死者の書ネクロノミコンを持ってるなら、あの二人を助けろよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんが地上から聡さと子こを見上げて怒ど鳴なる。シエラとサロメは、今にも海み松る子こに食われそうだ。聡子は目を細めて、薄情に答える。

「わたしは楽しいショーを見られれば、それでいいんです。わたしが助けたら面白くないじゃないですか、ルイーダの酒場にレベル百の戦士がいたらつまらないでしょう？」

「意味がわからない上に、サロメはおまえの友とも達だちじゃないのかよ！」

「ほらほら、どなってるあいだに助けないと。二人ともまとめて食べられてしまいますよ」

『オホホ！　これはとってもおいしそう、二人まとめていただきましょうかねぇ』

　海松子は天をあおいで大きく口を開けると、二人を吊つるしていた海み松るをぱっとほどいた。シエラとサロメが、海松子の口の中へ落ちていく。

「「きゃあああああ！」」

　二人の悲鳴が重なった。陣が大きく目を見開く。聡子はニヤリとほくそえんだ。

「おっと、これは二人同時どころか、片方助けるのも難しそうですね。この状況でどう出ます？　新あら木き先輩ご自慢の『ソロモンの知恵』、どれほどのものか見せていただきましょうかね、人間がどれぐらい賢くなったのか見てみたいですからね。ククク……」

「うるさい、ラスボス！」

　陣は迷わず、ポケットから黄金に輝く魔法のランプを取りだした。落下しながら、シエラは大きく目を開く。

「ランプ……！　庶民、わたしを助けてくれるんだ……！」

「わらわは見殺しかっ、わらわのほうが可愛かわいいのにわーん！」

　陣は右手の中指に黄金の「ソロモンの指ゆび環わ」をはめ、ランプをこすった。海松子の口に落ちる寸前、シエラの姿が紫色の煙となって、ぼわんと消える。

「きゃー！」

　サロメは海松子の口の中に落ちた。海松子は、紫色の煙もろともサロメを飲みこんだ。

　いっぽうシエラは魔法のランプから、紫色の煙とともにメイド服をまとって現れた。彼女は大きな両目にいっぱい涙をため、陣の胸に飛びこんだ。

「庶民っ……！　助けてくれてありがとう！」

　煙のゲートを通ってシエラといっしょに逃げてきたトーレムが、ふうと命拾いのため息をつきつつ、シエラのポケットの中に落ちつく。

　シエラは、陣がサロメより自分を選んで助けてくれて、本当にうれしかった。どうして自分は陣を信じなかったのか、自己嫌悪にもさいなまれた。陣はいつだって、どんな敵が相手でも、全力で自分を助けてくれたのに……自分はいつも、すぐにヤキモチを焼いたり陣の気持ちを疑ったりして、彼を信じなかったような気がした。

（庶民はいつも変わってない、いつだって優しい。悪かったのはわたし、庶民を信じる勇気が無かったわたしだったんだ……！）

　紫色の毛糸にシエラは頬ほおを埋める。図書館で夢見ていた、本物の陣じんのカーディガンは温かかった。男子は女子より体温が高いから、陣の胸は温かい。逆に陣には、シエラの体が冷え切っているように感じられた。陣はそれを、シエラが恐怖で緊張しているせいだと思った。

「大丈夫か、座ざ堂どう」

　優しく、けれども頼もしく声をかける。シエラは陣の顔を見上げて、こくりと小さくうなずいた。夏休みの旅の中で、陣の顔は少年から少し大人へと成長した。肩幅は少し広く、胸は少し厚くなった。自分が小さくなった気がして、不安になって、シエラは陣の胸にぴたりと寄り添う。

「……うん……」

『ぷきゅー！』

　一服ついていたトーレムが、何かを思いだしたように叫んでシエラのエプロンドレスのポケットから飛びだし、あわてて海み松る子こを指さす。どうやら、サロメがまだ助かっていないやばい、と訴えているようだ。その声に、シエラもハッと我にかえる。

「そっ、そうだわ庶民！　ニャロメも助けてあげて！」

「大丈夫、もう助けてる。他ほかの人たちも助けなくちゃ、だからな」

　海松子を見る陣の瞳ひとみは、あくまでも冷静だ。彼は、魔法のランプに向かって叫んだ。

「出てこい、ニャロメ！」

「ニャロメじゃないニャロメー！」

　サロメがオレンジ色の耳としっぽを生やして怒りながら、魔法のランプが吐きだした紫色の煙の中から飛びだしてくる。シエラは驚いて、目をまん丸にした。

「そうか……！　あのタイミングでわたしを召しよう喚かんしたから、怪物はニャロメといっしょに煙をのみこんだのね！　だから、怪物のおなかの中にゲートがつながったのね！」

「そういうことさ。これでも食ってろ！」

　陣は、周囲でウニョウニョしている海松子の足を紫色の煙の中に突っこんだ。海松子の足が海松子の胃袋の中に導かれ、胃液の中に突っこまれた。煙の中から、ジュウウウッ、とすさまじい音がする。

『ギエエエエエエッ！』

　海松子は悲鳴を上げ、つかんでいた人間たちを放ほうり捨てて、全すべての足を引っこめる。

『いったい何なのだっ、まさか人間どもがわたしの足を傷つける武器を持っていたとは！　恐ろしい、今のわたしの霊力ではうかつに手を出せる相手ではないのか！』

　海松子は震えながら、川底へと逃げてしまった。

　遊園地を覆っていた海み松るはきれいに消え、解放された人々は目をぱちくりしていた。

「今の……何だったんだ？　なんか、川の中に巨大な人がいたような……」

「たぶん環境汚染か水質汚染かオゾンホールか地球温暖化のどれかのせいで、水草が突然変異を起こしたのでは！　よく言うじゃないか、環境破壊ばかりしてる人類はいずれ地球に復ふく讐しゆうされるとか何とか！」

「っていうか、ふつうにＵユＭーＡマ（未確認生命体）だと思う。ムーに売りこまなくちゃムーに！」

　人々は、めいめい想像と推理をたくましくして議論している。

　陣じんは、ふうと安あん堵どの息をついた。

「やれやれ、うまく行ったな」

「すごいわ、庶民。わたしを助けて、ニャロメも助けて、それから他ほかのみんなも助けて……一度に全員助けられる方法をあの一瞬に考えついて、行動できるなんて」

　シエラは目を輝かせて、陣を見つめている。陣は、シエラが珍しくすなおに誉ほめるのが照れくさいながらも、さすがに自分の計算どおりに作戦が進むのは頭の良い彼にはかなり誇らしいのか、ちょっとだけ得意気に笑った。

「まあ……とっさの判断ってやつは、夏休みのあいだに鍛えられたしな」

「そのようですね。どうやってやっつけていいかわからない敵は、そいつの持ってる武器でなら倒せるというのは、ウルトラマンの時代からのお約束……新あら木き先輩の『ソロモンの知恵』、なかなか楽しませていただきましたよ」

　聡さと子こが、観劇でも終わったかのように大きな態度で拍手しながら、スカイサイクルを降りて歩いてくる。シエラから預かった紫色のカーディガンを、小こ脇わきにかかえていた。

　陣はムッとして、聡子をにらむ。

「おまえ、俺おれがもしトチってもフォローするつもり無かっただろ。最悪、全員見殺しにするつもりだったんじゃないのか？」

「ククク……結局全員助かったんですから、結果オーライじゃありませんか……ククク」

「本ほん田ださんのラスボスって、治すつもり無いの？」

　シエラが硬い声でたずねた。

　ふと、周囲が騒がしいことにシエラは気づいた。輝くような美少女がメイド服を着ているのを見つけた客たちが、大騒ぎしながらカメラを持って走ってきていたのだ。

「見て、あの娘こ！　すごく可愛かわいい、新人アイドルかしら？」

「なら俺、ファン一号に立候補するぞ！」

「遊園地でたまにコスプレ大会やってるから、コスプレイヤーかも。でも、コスプレしなくてもあれだけ素で可愛いコスプレイヤーなんて感動だ、写真撮らせてもらおう！」

　どうやらシエラの美び貌ぼうは、ＵＭＡよりも注目を集めてしまうらしい。

「っていうか、今の今まで怪物に襲われてたのに、立ち直り早すぎだろ！」

「写真は困るわ、庶民。セレブのわたしがメイド服を着ているところなんてスクープされてしまったら……プリプリのコンサートの衣装で着るのはいいけど、私生活でコスプレしてるとかありえないし！」

「とりあえず、川のほうへ行こう。怪物がまた出てきたら怖いから、あいつら追いかけてこないだろうし……変身を解除することを考えると、川の近くにいたほうがいいしな」

「変身を解除すると、わたしは川の中にぼちゃん？」

「ニコライに連絡して舟を回してもらおう、スタントみたいに大きなクッションを載せておけば大丈夫だろ」

「なるほど！　さすが庶民、頭いい！」

「じゃあ行くぞ、写真撮られないように俺おれの陰に隠れてろよ」

　陣じんは、シエラをかばいながら移動する。夏休みのあいだにたくましくなった彼の体に、シエラの姿は完全に覆い隠されていた。守られている実感が、シエラの胸にわいてきた。

　カメラを持った人々は、しばらく未練がましくシエラたちを追いかけてきたのだが、二人が川ぞいの水上バス乗り場までやってくると、ためらうように一人また一人と足を止めた。陣が言ったように、川ぞいは怖いようだ。

　聡さと子こは、背を向けて立ち尽くしているサロメに声をかけた。

「わたしたちもついて行きましょうか、サロメさん。座ざ堂どう先輩に、カーディガンを返さないといけませんし」

　だが、サロメは返事をしない。よく見ると、肩が細かく震えている。聡子は首をかしげ、サロメの前に回って顔をのぞきこんだ。

「どうされました、サロメさん？」

「……新あら木き陣は、わらわを助けてくれなかった……」

　サロメは、ぷるぷると唇を震わせる。聡子は、訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「助けたじゃないですか、だからサロメさんはここにいるんでしょう」

「わらわを先に助けてくれなかったっ！　座堂シエラが先だったではないか！」

「だって、作戦ですから。座堂先輩を召しよう喚かんして、それを利用してサロメさんと遊園地の人たちを助けるという段階をふんでる以上、最初に座堂先輩が助けられたのは当然の流れですよね？」

「作戦はわかっているがっ……！　でも、そこを曲げてもわらわを先に助けたいとか思わなかったのか、あいつは？　いくらソロモンの知恵を持っているとはいえ、一介の少年がそんなに冷静に行動できるものなのか？　それとも、わらわより座堂シエラのほうが好きだから、わらわを見捨てたのか？」

「サロメさんは、新木先輩のことなんてどうも思ってもいなかったはずですよね？　単に、座堂先輩への嫌がらせのために、新木先輩をデートに誘っただけですよね？」

　聡子にツッコミを入れられ、サロメはぐっと息をのむ。言いにくそうに、彼女は訴えた。

「も、もちろんそうなのだが……それはそうとして、助けてもらえなかったとなると、ちょっと期待を裏切られた気分でショックなのが乙おと女め心ごころではないのかっ？」

「二次元の男は裏切りませんから、そちらにシフトチェンジしてはいかがですか？」

　聡さと子こが甘い声でささやいた。サロメは両手で両耳を押さえ、ぶんぶんっと首を横に振る。

「悪魔のささやきはやめるのだ！　そなた、『偶像崇拝』の聖櫃の妖魔アークダイモンの本領をいかんなく発揮しているな！」

「ククク……人間を誘惑するというのはこうするのですよ、サロメさん。新あら木き先輩ごとき籠ろう絡らくできないようでは、難しいかもしれませんけどね」

「えらっそーに。そなたには新木陣じんを籠絡できるのか？」

「趣味じゃないですから」

「むかつくな、そなた！」

　サロメはどなる。それからふと、冷静になって聡子を見つめた。

「ところで、さとっち。あの怪物は、何者だったのだ？」

「かなり古い妖よう怪かいでしたね。ザコ妖魔ダイモンとは違う……日本の古代の、忘れられた神であるような気がします」

「最近、座ざ堂どうシエラたちにつきまとっている『敵』と関係があると思うか？」

　横目で見つめるサロメに、聡子は静かな笑みで答えた。

「もしかすると、座堂先輩は『国くに津つ神かみ』関係に狙ねらわれているのかもしれませんね。何といっても、『ランプの魔神』ですし……」

「ランプの魔神と日本の古来の神に、何の関係がある？」

「富ふ士じ山さんは、ここ三百年ほどは噴火が起こっていない休火山なんですよ。どうしてだと思います？」

「山の力が弱まっているのであろう？　マグマとかモホロビチッチ不連続面とかが、関係しているような気がするが……」

「それと山の神の霊力が弱まっている場合も、ですね」

　聡子ははるか西、富士山がある方角に目を向ける。実際、東京でも都庁など高いところからは、天気が良いと地平線の上に美しく富士山が浮かびあがるように見えるのだ。

「富士山の神はもともと大オオ山ヤマ祇ツミでした。大山祇の“〝祇ギ”〟とは国津神、すなわち土着の古い神のことですから、オオヤマツミは大きな山の土着神……富士山の神だったのです。しかし富士山は天てん孫そん族ぞくの支配下におかれ、富士山の神も噴火を鎮める神である木コノ花ハナ咲サク耶ヤ姫にすげかえられました」

「噴火を鎮める神？　だから休火山となったというのか」

「そうです。休火山となって富士の霊力が弱まったために、土着の神々の霊力も弱まった。すなわち、土着の神々がこの日本を取り戻したいと思ったなら、富士山から木花咲耶姫を追いだして新しい国くに津つ神かみを置き、ふたたび活火山にできるだけの強力な生いけ贄にえをくれてやれば良いのです」

「強力な生贄？」

　聡さと子この説明を聞いて、サロメはハッとした。

「火山ボルカンの魔法を持つ……座ざ堂どうシエラのことか！」

「そういうことでしょうね……ククク」

「やれやれ……わが王ヘロデは『魔法書』を目当てに座堂シエラを狙ねらったが、今度は生贄とは……。新あら木き陣じんも、気が休まる暇がなかろうな」

　サロメはため息をつく。聡子は、ちらりとサロメに目を向けた。

「おやおや……新木先輩が気になるんですか？」

「べっ……別に気になっているわけではない！　変なことを言うなっ、わらわはただ新木陣に借りがあるだけだっ！　わらわを先に助けてくれなかったことは少々ムカつくとはいえ、いちおう助けてくれたのだしな！」

「これはこれは、座堂先輩を狙う謎なぞの敵だけでもじゅうぶんおなかいっぱいだというのに、さらにわたしを楽しませてくださるおつもりですね。何という旺おう盛せいなサービス精神なんでしょう。ククク……」

　聡子は邪悪なオーラを放ちながら、ほくそ笑む。サロメは怒りのせいか恥ずかしさのせいか、ゆでダコのように真まっ赤かになっていた。ある意味、真紅の瞳ひとみとけっこうコーディネートされている。

「ククク……コーディネートはこーでぃねーと……」

「今何か言ったか、さとっち」

「おっと……いえいえ、何でもありませんよ。まあ、新木先輩には国津神なんかよりずっと厄介な魔神がそばにいて耐性がついていますから、屁へでもないと思いますけどね……ククク」

　と、聡子は目を細めて、川辺にいる陣とシエラを見つめた。二人は、じっと見つめあっている。

「誤解してごめんね、庶民……」

「いや、俺おれこそカーディガンのこと、悪かった」

　雰囲気がいやに良いので、二人を遠目に見ていたサロメは腹が立ってきた。

「こら、そこの０レベル魔神！　新木陣なぞどうでも良いが、人前でベタベタくっつくな！　そなたらは、電車の中でところ構わずイチャコラするバカップルか！　電車内の神聖にして静せい謐ひつな空間を乱すことは、決して許さん！　わらわが世界を支配したあかつきには、まずは電車の中でイチャコラした人間は死刑という法律を作ってくれるわ！」

　と、サロメはずかずか近づいていく。陣は赤くなって、サロメに言い訳した。

「な、何だよ、別にベタベタなんてしてないぞ」

「ベタベタしてるだろーがニャロメー！」

「わー、ニャロメネタを振ってないのに！」

　オレンジ色の耳と尻尾しつぽを突きだしてどなるサロメに、陣じんは頭をかかえてしまう。それを見たシエラはムカムカし、唇を波打たせた。

「な……っ、何よ、わたしの目の前でじゃれあうなんて！　誤解しててごめんって謝ったけど、やっぱり誤解じゃなかったわけ？　ニャロメのほうが好きなわけ？」

「おまえの視点では、これがじゃれあってるように見えるのか」

「見えるわよっ！　あーもー、どうしてわかんないのよ！　庶民のバカバカアンポンタン！」

　シエラは真まっ赤かになって、陣をぽかぽか殴る。

「痛い痛い痛い！　じゃれあってないって、どう見てもただの口論だろ！」

　サロメも、シエラに反論した。

「そのとおりだ！　わらわはこれでもヘロデ王のことをちょっとは引きずっているというのに、新あら木き陣などにホイホイ乗り換えるとでも思われたのならば心外だぞ」

「やっぱり引きずってたんじゃないか」

　陣に指摘されて、サロメはハッと口を押さえ、辛つらそうに顔をそむける。

「そっ……それは、裏切られたとはいえ、二千年も仕えつづけていれば情も移ろうというものではないか」

「そ、そうか。何だか申し訳ないな、ヘロデ王を封印しちまったの俺おれたちだからな……」

「べ、別にそなたが謝ることはないではないか。けっこう優しいところがあるのだな、新木陣」

　陣とサロメが、何だかぎこちないながらも良い感じで会話しているのを見て、放ほうったらかしにされていたシエラの背中から黒いオーラが「ゴゴゴゴゴ……」と染みだしてくる。

「ちょっ……座ざ堂どう、なんかバッカルコーンっぽいものが出てるぞ！」

　バッカルコーンとは、流氷の天使とも呼ばれる可愛かわいいクリオネが餌えさを食べるとき、頭がぱっくりと割れて伸びだす六本の触手のことだ。しかしシエラの頭から出ているのは、バッカルコーンではなく煙である。

「やっぱりニャロメと仲がいいんじゃない、それもわたしの目の前でっ……庶民のバカー！」

　説明しよう。シエラの怒りがＭＡＸ状態になると、火ボ山ル魔カ法ンの副作用が発動して、周辺の物をランダムに爆発させてしまうのだ。陣の足元のアスファルトが「どかーん！」と爆発する。

「落ち着け、座堂！　爆発してる爆発してる！」

「何よっ、ご主人様のくせにランプの魔神のわたしに命令するつもり？」

「設定を完全に理解してる上でなお主従関係を理解してないのは恐れ入った、っていうか落ち着けー！」

「ニャロメが悪いのにどうしてわたしにどなるのよっ、庶民のバカバカバカー！」

　シエラは陣じんをぽかぽか殴る。頭からのモクモクは止まらない。「どかーん！」「どかーん！」と爆音が連発する。川かわ面もに水柱がいくつも上がった。陣は飛び散る水や小石から頭をかばいつつ、叫んだ。

「落ち着け座ざ堂どう、なんか大海戦みたいになってるぞ！」

「庶民が悪いのよっ、わたしだってもっと優しくしてほしいんだからねっ！」

「どかーん！」

　シエラが叫んだと同時に、ひときわ大きな爆発音がした。火ボ山ル魔カ法ンの副作用であるこの爆発は、やたらめったらでたらめにロシアンルーレット状態で爆発する。うっかり敵を倒す役に立ったりすることもあるけれど、多くの場合は無関係な周囲の物体を破壊するばかりだし、運が悪ければ味方や自分が爆発する危険もある。

　何が言いたいのかというと、今の爆発でサロメの服が吹っとんだのだ。ゆで卵の皮でもむくかのように、真っ白な肌がつるりん☆と出てくる。

「きゃー！　何をするのだバカ者、お嫁に行けなくなるであろうがー！」

　サロメは真まっ赤かになり、ちぎれた制服をかき集めて体に巻きつけながら、半泣き状態で怒った。胸もつるりん☆としているが、陣は慌ててきつく目を閉じ、ぶんぶんっと首を横に振った。

「みっ、見てない、俺おれは何も見てないからなー！」

「嘘うそおっしゃい、見てないならどうして顔が真っ赤なのよ！　姫ひめ湯ゆ温おん泉せんでわたしの裸は見もしなかったのに、ニャロメの裸ならいいのっ？　どうせっ、どうせわたしはつるぺた洗濯板よーわーん！」

　シエラは泣きながら、川ぞいに走りだした。陣はとまどって、すぐには走りだせない。

「言いがかりだろ、まったくあの怒りんぼは……！」

「追いかけたほうがいいんじゃないんですか？」

　聡さと子こが冷ややかに笑いながら、近づいてくる。サロメはちぎれた制服を上手に巻きつけ終わり、ワイルドな水着のようになっていた。陣はサロメのほうを極力見ないようにしながら、聡子をにらんだ。

「な、何だよ。追いかけたら、また喧けん嘩かになるだけだろ」

「まったく、ソロモンの知恵を持つというのに新あら木き先輩は不器用ですよね……ククク」

「確かに、さすがのわらわも今のはちょっと呆あきれるな。そなた、女心がちっともわかっていないのだな」

　サロメも、いっしょになってため息をつく。

「なっ、何がだよっ？」

「もうちょっと新あら木き先輩の知恵を試したい気もしますが……仕方がないので、ヒントをさしあげましょう。ペアルックの件で学習してないんですか？　座ざ堂どう先輩は、見かけよりずっと自分に自信の無いかたですよ……猫をかぶってるけど、本当はずっと孤独だった。それは新木先輩が一番ご存知でしょう？」

　陣じんの胸がズキンと痛む。陣にだけ見せてきたシエラの素顔、両親に振り返られることなく育った寂しがり屋の少女の素顔を、思いだした。陣自身も、まったく同じ境遇だった。なのにお互い、自分の孤独を認めると負けた気になりそうで、認められなかった。それで、孤独なくせにお互い反発しつづけて、ずっと一人と一人のままだった。

「……座堂を追いかける」

　陣は一言そう言って、駆け出そうとする。その手に、聡さと子こは紫色のカーディガンを差しだした。

「座堂先輩から預かってたものです、そろそろ川風が冷たくなりますからどうぞ」

　陣は目をぱちくりして、聡子の顔を見た。そして聡子が意図していることを理解したのか、はっきりと微笑ほほえんだ。

「……ありがとうな、本ほん田だ」

　陣はシエラを追いかけて、走っていく。サロメは腕組みをして、ムスッとした表情で聡子をにらんだ。

「……わらわは、もっと寒いのだがな」

「あのカーディガンは、座堂先輩のですから……。ご心配なく、サロメさんにはこちらをご用意してありますよ」

　聡子がそう言ってサロメに着せたのは、遊園地の管理事務所から持ち出したと思われる、ピンクのウサギの着ぐるみだった。サロメの表情は、完かん璧ぺきに凍りついている。

「『偶像崇拝』、そなた……」

「とても似合っていらっしゃいますよ、サロメさん……プークスクス」

「クククではなくてプークスクスか！　そなた、本気で笑っているなっ？」

　ピンクのウサギになったサロメが怒り狂う。聡子は無視して、必死に走っていく陣に目を向ける。陣はシエラを追って、本気全開で全力疾走していた。

「ククク……必死ですね、新木先輩。やはり三千三百年前、人間を滅ぼさなくて良かったですね。そこらの本より、ずっと面白いじゃありませんか」

　聡子は死者の書ネクロノミコンをキモブサカエルのポシェットにしまい、かわりに真新しい本を出して手に持ち、ぱらぱらとめくりながらくすくすと笑う。

　三千三百年前……聡子は、その日のことを思い出していた。



　まだイスラエルという国も存在しなかったその時代。

　エクソダス……エジプトで奴隷となっていたヘブライ人たちが賢者モーゼに導かれてエジプトを脱出エクソダスし、約束の地カナンを目指して遠い遠い荒野を旅していたころ。

　ごつごつとした岩に覆われた、荒涼たるシナイ山のいただきに、二人の人影があった。

　一人は長身の若者。夜の嵐あらしのように漆しつ黒こくにうねる長髪、引き締まった筋肉質の体たい躯く、戦士のような肉体に賢者のような怜れい悧りな容よう貌ぼうを併せ持っている。エジプト風の黄金の鎧よろいをまとい、紫のマントをはためかせ、険しい表情で腕組みをして山のふもとを見下ろしていた。

　隣には少女。長い黒髪をなびかせ、黒いケープをまとっている。砂漠の砂をふせぐため水晶の眼鏡をかけているので、顔はよく見えない。手にはエジプトの神聖文字ヒエログリフが刻まれた紙パピルスがあり、口元には冷れい嘲ちようめいた笑みを浮かべていた。

「ついにモーゼが『封印の石板』を手に入れた」

　若者は口を開いた。夜に聞こえる狼おおかみの遠とお吠ぼえのような、美しいが人を不安にさせる声だ。

「われわれがずっと探していた、あの石板。そこに名を刻まれた者は、抗あらがう術すべもなく封印されるという。世界を覆ったノアの洪水の水を引かせるときに、神が使った石板だ。神は石板に『水』と書いて地に投げ、世界を覆う水を全すべて封印した。それほどの巨大な力を持った石板、手に入れればわれわれの利となるのは確実だったというのに、よりによって人間などに……！」

　若者は歯は軋ぎしりしている。少女は静かに笑った。

「人間を恐れているのですか、『唯一神の否定』。神をも恐れないはずのあなたが、神に作られたか弱き人間たちを恐れるとは、こっけいなものですね……ククク」

「黙れ、『偶像崇拝』！」

　若者は、少女を怒ど鳴なりつけた。

「そもそも、貴様は何をしていたのだ！　封印の石板を探すため、人間の世界に入りこんで文献を探していたはずだろう。貴様ほどの魔力を持った妖魔ダイモンが、見つけられなかったというのか？」

　少女は、にやりと笑って若者を見上げる。

「すみませんね……人間が書く文書はどれも面白くて、つい本来の目的を忘れて読みふけってしまったのですよ」

　と、少女は空を見上げる。薄暗い空に、オリオン座が輝いていた。

「今から二千年前、バビロニアに興おこった文明を覚えていますか？　楔くさび形がた文字で残された古代都市ウルやウルクの伝説、金星の女神イシュタルを崇あがめたメソポタミアの文明のことを。バビロニアの羊飼いたちは星をつなげて星座を作り、物語をつむぎました。彼らは星を実によく観察していた……星座の中で位置を変える星を『惑星』と名づけ、明るさを変える不思議な変光星を怪物クジラの心臓などにたとえ、粘土板に文字を刻んで後世の人々に知識と警告を残そうとした」

　オリオンの左肩にある赤い星……後の世で「ベテルギウス」の名で呼ばれることになるその星を、彼女は指さす。

「ノアの洪水のあと、最初の預言者アブラハムが現れました。その甥おいロトの時代、死し海かいのほとりの悪徳の町ソドムとゴモラが、天から降り注ぐ『神の火』で燃え尽きた……その伝説を後世へ残す者が、人類には必要ではありませんかね。あの赤く燃える『女神の手』、炎のような星……あれがわずかに明るさを変えていることに、バビロニアの天文学者たちは気づいていました。そしてそういう星がいずれ、勇者に倒された怪物クジラのように、星の海のもくずとなって消えてしまうことも」

「星が爆発したからどうだというのだ」

「女神の手より放たれし火が、この『惑星』に降り注ぎますよ。惑星全体がソドムとゴモラのようになるのです。神の気まぐれによる世界の完全なる破壊です……あの星が明るくなったのが見えた次の瞬間、地上は一瞬のうちに火の海となり、全すべての生命体は燃えつきるかもしれません。それは数万年後かもしれませんが、明日かもしれない」

「数万年後の話よりも、目のまえにいる預言者のことを考えてはどうなのだ？　モーゼがあの石板で何を封印しようとしていると思う？」

「正直、わたしにもどうすればその『神の火』を免れられるのかわかりません。けれど、もし人間がもっと賢くなり、どんなに荒々しく燃えあがり言うことを聞かない火すら意のままに制御できるほどの知恵を持った人間が現れたら……どうでしょうね？」

「われわれだぞ！　モーゼは新しい国を作るため、人間を堕落させようとする者を封印しようというのだ！」

「色々と考えますねえ、人間というものは……わたしが思っている以上に知恵がついているようですね。頼もしいことです、ククク……」

　少女は目を細め、肩を揺すって笑った。

「人間はかつてエデンの園で、命の木の実を食べて永遠の命を持っていた。知恵の実を食べることは許されなかった……なぜなら、知恵と永遠の命の両方を持つことを許されるのは、神だけだからです」

「のん気に昔話をしている場合か！　人間はもはや、エデンの園に住む無邪気で愚かな存在ではない。われわれを封印できるほどの知恵をつけた、危険な存在なのだぞ！」

「そのとおりです。人間は邪悪な蛇にそそのかされて知恵の実を食べたせいでエデンの園を追われ、限りある命を生きることになってしまった。けれども人間は知恵のおかげで、文字を発明したのです。命に限りがあるのなら、永遠に残る粘土板やパピルスに文字を刻んで、自分が生きて学んだ知恵だけでも次代へと引き継いでいく。つまり、人間は今まさに、知恵と永遠の命の両方を持った神になろうとしているところなのですよ……ククク」

「笑いごとではない！　何が面白いのだ、人間が長い時をかけて知恵を積み重ね、神の知恵に追いつけば、もはやわれわれに勝ち目は無いのだぞ！」

「面白くありませんか？　あなたは『唯一神の否定』でありながら、唯一絶対の神が人間に追いつかれて焦る姿を見たくはないのですか？　人間が『神の破壊』をやすやすと回避して、自分の全能性を示すためアリでも踏み潰つぶすかのように人間を滅ぼそうとしていた嗜し虐ぎやく的な神が地団駄を踏む姿を、見たくはないのですか？」

「その前に、われわれが封印されるのだぞ。知恵の実を食べた者の恐ろしさをなめるな。そうなる前にわれわれは人間を堕落させて滅ぼす、攻撃は最大の防御なのだ！」

「ククク……そんなこと言ってるから、モーゼに封印されるんですよ。堕落すれば滅びることがわかってるんだから、そりゃ堕落させようとする者を排除しようと思いますよね……知恵の実を食べた以上は、バカじゃないわけですから。過去を知る者はその経験から未来を予見し、危機にそなえることができます。目先の危険しか見えず、未来への展望が無いあなたの知恵は、そのていどのもの……。わたしはバカは嫌いです、わたしを仲間にしたければ、人間が書いた本を一万冊は読んで賢くなってから出直してくることですね」

「モーゼを倒すのだ、『偶像崇拝』」

　若者は厳しい口調でつぶやいた。ふもとでキャンプをしている人々の群の中から、一人の老人が歩み出て、山にのぼってくるのが見えた。少女は冷ややかに笑う。

「あの老ろう獪かいな魔術師を？　嫌ですよ、紅こう海かいが割れてヘブライ人が海の底を歩いて渡ったあと、海の水がもとにもどってエジプト軍の兵士たちが溺おぼれ死んだのを見たでしょう？」

「奴やつは、神がノアの洪水のときに石板を使ったのと同じことをした……海を割るとき『神の御み業わざを見よ』と言ったのは、そういうことか。神のように海の水を封印し、そしてまた解放してエジプトの兵士たちを全滅させたというのか」

「エジプト人は文字を書くのが大好きで、しょっちゅうパピルスに何か記したり、観光客がピラミッドに落書きしたり……モーゼはエジプトの王宮で好きなだけその大量の文献を読みふけることができたのですから、ただの人間とはいえ神に近い知恵を持てたんですよ。そりゃ、ちょっとは神のまねごとぐらいできるってものです」

「だからこそ倒さねばならないのだ。奴の魔術にわれわれ一柱ひとりではかなわないだろうが、妖魔ダイモンの中でも最も力を持ったわたしと貴様とでなら勝てるはずだ」

「たぶんそうでしょうね。どんなに文献を読んでもわたしには見つけられなかった石板のありかを、モーゼは見つけたわけですから……。はるか東の果てに伝わる、海の干満をつかさどる塩しお盈みつ珠たまと塩しお乾ふる珠たまがそれだと思って、わたしは世界の果てまで探しに行ったんですよ。まさか、ナイル川の底にあるとは思いませんでしたよ……しかも、塩盈珠と塩乾珠の伝説のように、モーゼが石板を使って敵を溺れさせたりするなんてね。どれだけ遠い国のマイナーな本まで読んでたんだ、って話ですよ」

　少女は、モーゼに親近感を感じているのか、良い雰囲気の微笑を浮かべている。

「エジプトでは毎年決まった時期に洪水が起こる、洪水が運んだ肥ひ沃よくな土の上に種をまいて農業が栄える。ノアの洪水とナイル川の洪水……原因が同じところにあるとは気づきませんでしたからね。定期的に石板が封印と解放を繰り返していたから、定期的に洪水が起こってたってことに気づいたモーゼは、やっぱり頭いいですよ。わたしたち一柱ひとりずつじゃ、してやられるのは間違いありませんね」

「ならば『偶像崇拝』……！」

　若者は少女に手を伸ばした。だが、少女はその手をするりとすり抜ける。

「でも、お断りします。あなたとは手を組みません」

「な……何だとっ？」

「だってあなたは、人間を滅ぼしたらわたしだって滅ぼすつもりでしょう。あなたは人間が怖いし他ほかの妖魔ダイモンも怖い……あなたが誰だれのことも信じないように、わたしだってあなたを信じたりしませんよ」

「みすみす封印されてもかまわないのか！」

「封印されたところで、そのうち何とかなりますよ。封印された水が解放されるように、人間の心に悪徳がはびこれば、わたしたちも力を得て封印を破れるでしょうからね」

「そうならなかったらどうする。永遠に封印されたままになったらどうするのだ」

「あなたは本当に怖がりですね。失敗を恐れて、何もできない。限りある命を燃やしつくす覚悟で生き抜きそして死んでゆき、文書を残すことで次代に遺志を引きついで、強大な力を持つ神に挑みつづける人間たちとは大違い。いつか未来に神を倒せることを信じて、未来のために堂々と死んでゆく人間たちとは大違い」

　白い衣をまとった白いひげの老人が、もう山の中腹までやってきていた。老ろう獪かいな魔術師と呼ばれたその老人モーゼは、恐らく魔術を用い風に乗って山を進んでいるのだろう。若者は息をのんだ。

「奴やつが来る、『偶像崇拝』！　周囲を見渡せるこの山の上で石板をかざし、このあたり一帯の妖魔をまとめて封印するつもりだ。奴を殺すのだ！」

「わたしもたまに人間が愚かすぎて、皆殺しにしたくなるムードなときもありますけど、今は気が乗らないからパスしますよ。モーゼを殺したらあそこでキャンプをしているヘブライ人たちは、リーダーを失ってちりぢりになって、まとめて狼おおかみの餌えさになるのは間違いありませんからね」

「良いことではないか！　むしろ、もっと早く人間を全滅させておけばよかったのだ。モーゼを殺したら、人間を皆殺しにしてやろう。これ以上奴らが知恵をつけ人口を増やしたら、わたしの力では滅ぼしきることができない」

「面白いじゃないですか……。ほんの一万数千年前にようやく『言葉』をしゃべるようになった頭の良いサルが、文字を発明し、知恵を後世へ伝え、それを読んで何万人という先人の知恵を身につけた知恵者がもう、わたしたちに盾突こうとしている。そのうち、神や神の定めた運命にも盾突くようになるでしょう。人間たちは神が定めた滅亡を、みすみす受け入れはしないはずです。『本』ってのはこれぐらい展開が早くなくちゃ、退屈しちゃうってものですよ……ククク」

「もし人間が戦争や殺し合いを二度としなくなるほど知恵をつけてしまったら、人間の邪悪な心を糧としているわれわれは存在を失ってしまうのだぞ！」

「それに、モーゼはこれからある本を書くんです。『聖書』というタイトルで、恐らく世界一のベストセラーになるはずなんです。そこにはソドムとゴモラの神の火の物語も書き残されます、空に燃えるあの星への警告を人類に与えるためにね。世界一の魔術師の知恵を結集した本を読めば、人間たちはもっと賢くなるはず……神の火をどうやって回避するのか、わたしにすら見当がつかないその方法を思いつくほど賢い人間が現れるはずです。解けないパズルは他人にかわりに解いてもらいたいものです、わたしも誰だれかに正解を教えてほしいわけですよ……ククク」

　モーゼは若者と少女……二人の妖魔ダイモンの姿に気づいたようだ。何か呪じゆ文もんのようなものを口走りながら、石板に古代ヘブライ文字で『主は唯一の神である』と『偶像を崇拝してはならぬ』の文字を書きつける。石板は真珠色の輝きを放ち、光は山頂にいる二人の妖魔のもとにも届いた。若者は憎々しげに顔をゆがめると、その目を赤く光らせた。

「貴様にはもう頼らぬ！」

　若者の目から放たれた光が当たった岩は、爆発するように砕けた。モーゼはあわてて岩かげに隠れ、若者の攻撃を避よけながらも、決して逃げようとはせず必死に呪文を唱えつづけている。

　少女は目を細めた。モーゼは、いたずらに怯おびえるのではない。彼には知恵がある。たとえ今ここで逃げても、逃げ場はないのだ。逃げる背中に攻撃を受けて死ぬのはわかっている。この状況を脱するには、前に進むこと、戦うしかないこと……知恵が彼の勇気の後ろ盾となる。蛮勇ではなく、的確な計算、そしてそのとおりに行動する勇気と実行力。少女は彼の『強さ』に、背すじがゾクゾクするのを感じた。

　若者はモーゼに向けて執しつ拗ように攻撃をつづけながら、どなった。

「何を笑っている、『偶像崇拝』！　モーゼを殺したあとで貴様も殺してやるから、首を洗って待っておれ！」

　モーゼが隠れている岩は、どんどん若者の攻撃によって削られていく。絶体絶命……というとき、

「悪いですけど、わたしは神が負けるところを見たいんですよ……たとえ、自分の存在が消えることになっても、そんなこと無問題モーマンタイじゃないですか。『神の火』が降れば、わたしたちだってヤバいんですから」

　少女の冷ややかな声とともに、若者の首が飛んだ。彼女が手にしたパピルスの端から、真まっ赤かな血が滴したたっていた。少女は感情の無い目で若者を見つめる。

「あら、うっかりすみません。紙って指が切れちゃうんですよねえ……危ない危ない、ククク……」

　宙を舞う若者の首が、怒りに血走る目で少女をにらんだ。

「『偶像崇拝』……貴様っ……！　妖魔ダイモンでありながら、人間に味方するのか……後悔するぞ、貴様も封印され……」

　ことばも途中に、若者の姿が真珠色の光に包まれかすんで消える。光は、背後にいた少女までも飲みこんだ。少女は消えゆきながら、恐怖をこらえて自分たちに対たい峙じしているモーゼの必死の形相を見て、うっすらと笑った。

「知恵よりも強いものは……目的を達成するために、恐怖にも耐えて意志を貫く勇気の力。人間は永遠の命を失い……知恵の実は神から盗んだものだけど……勇気だけは自前のもの。そしてその勇気こそが、どんな書物よりもわたしの心をふるわせる……だからこそ、わたしはあなたたちを気に入っているんですよ……せいぜい女神の手に滅ぼされないようにがんばることですね。人類がどんな『知恵者』を生むのか楽しみにしていますよ、ククク……」

　少女の姿も消えたとき、モーゼはホッとしてひざをついた。けれど、まだなすべきことは済んでいない。彼はさらなる勇気をふるい起こして、少女たちが立っていた山のいただきに立つと、石板に残り八つの「十じつ戒かい」を刻みつけ、これをかかげて封印の呪じゆ文もんを叫んだ。

「オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！」

　真珠色の光は山頂に輝いて地平の果てまで届き、各地で人間に悪徳をそそのかしていた、姦かん淫いんのマジュヌーン、安息を破るワシフら八柱の妖魔ダイモンたちが、恐ろしい悲鳴を上げながら渦を巻いて石板の中へ吸いこまれていった。



　聡さと子こは、はるかな記憶を思いだして静かに微笑ほほえんだ。

　遠く視線を向けると、陣じんはようやくシエラに追いついたようだった。

「ククク……ソロモン王、そして新あら木き先輩……わたしの予想どおり、人間はすばらしい知恵者を生みだしたものですね。ヘロデ王も今近づきつつある謎なぞの敵も、『神の火』に比べればオナラプップーみたいなものですがね……ククク」

　壮大なる過去の記憶の回想のあとに、オナラプップーはちょっとどうかと。

「待てよ、座ざ堂どう！」

　川べりで、陣はシエラの腕をつかむ。シエラは、その腕を振りほどこうとする。

「放してよ、庶民なんて大っ嫌い！」

「大っ嫌いでもいいさ、でも俺おれはおまえのそばにいなくちゃいけないんだ！」

　陣じんは真まっ赤かな顔で叫んだ。シエラは、びっくりして目をまん丸にする。びっくりしすぎて涙が止まり、最後の涙がぽろりんと落ちた。

「な……何よ、それ」

　シエラは顔がかああっと赤くなってきたのを隠そうとして、あわててそっぽを向く。

　けれど、陣はシエラから目をそらさなかった。本当は照れくさくてそらしたかったけれど、必死にシエラを見つめつづけた。

「俺は今まで、人と距離を置いてきた。でも、おまえとは離れたくないんだ」

「わたしがランプの魔神で庶民がご主人様だから？　ヘロデと戦ったみたいに、わたしの力が必要になるから？」

「今までは、そんなふうに言い訳してきた。おまえにも俺自身にも、だけど……」

　ふと見せた陣の澄んだ瞳ひとみに、シエラは吸いこまれそうになる。遠い歴史を見つめつづけた静せい謐ひつな瞳、シエラが最初に陣を見た瞬間に惹ひかれたそれが、今目の前にあった。

「たぶん本当の理由は、座ざ堂どうシエラが好きだから、だ」

　ドクン、とシエラの心臓が大きくひとつ脈打った。

　四月に入学してきた陣を初めて見たとき、胸が高鳴ったことをシエラは思いだした。知的な横顔は人を寄せつけない冷たい感じがして、自分のほうを向いてくれることなど永遠にないような気がしていた。そして実際、陣は考古学にしか興味がなく、学園中の人気者である自分のことにずっと気づいていなかった。

　寂しかったけれど、仕方がないと思ってあきらめていた。突然陣の部屋に瞬間移動して「ランプの魔神」になると決まったとき、手の届かない遠い人だと思っていた陣がいきなり目の前に現れて、陣は私服で、部屋の中は二人っきりで、瞬間移動したことやメイド服に変身していたことよりもそのことにパニックを起こした。

　猫をかぶればいくらでも可愛かわいい子ぶれるのに、本当に好きな人の前では緊張しすぎてパニクってまともに猫をかぶることもできず、素直になれなくて、そんな自分にイライラして、今度こそ嫌われたかもと心配して、でも陣は決して自分を見捨てたりしなかった。

　たぶん自分は今、はじめて出会ったときよりもずっと陣を好きになっている、とシエラは思った。はじめて出会った一目ぼれは、幼い憧あこがれだったかもしれない。けれど今、自分はもっと強い気持ちで陣を信じている。そして、自分の気持ちを信じている。

「わたしもきっと、庶民が好きだわ」

　シエラが言った。陣は驚いて目を丸くする。シエラの長い髪がさらさらと風になびき、白い顔をヴェールのように覆い隠す。顔を上げると、シエラは大きな目に涙を浮かべながら、頬ほおを紅潮させていた。泣きそうな顔だ、いやきっと泣く、と陣は思った。

「だから……ずっとわたしのご主人様でいなさいよね……っ！」

　シエラは魔法のランプを陣じんの胸に突きつけ、その勢いで自分自身も陣の胸の中に飛びこんだ。陣は驚くばかりで、どうすれば良いものかとまどっていたが、そのとき遠くでピンクのウサギと化したサロメが両手を動かして「抱きしめろ」のジェスチャーをしているのが見えた。

　もともと口くち下べ手たなのにこういう非常事態にどう言えばいいのかわからなくて、陣はとまどいながら胸の中の魔法のランプとシエラをいっしょに抱きしめると、驚くほど小さくて腕の中にすっぽり入ってしまった。鼻先に触れる絹糸のような髪がサラサラと気持ち良くて、思わず手が伸びた。

「ちちんぷいぷい」

　陣は優しくシエラの髪を撫なでる。とたんにヘッドドレスが虹にじ色いろに輝き、まばゆい光の粉が二人を祝福する花火のように吹きだした。シエラはびっくりして、自分たちを包む光の粉を見まわした。

「なっ……何なの？　わたし、庶民に感謝されるようなこと、今回何もしてないわよっ？　怪物をやっつけたのは庶民だし、わたしは召しよう喚かんされただけで……っ」

「いやその、ランプをこすって座ざ堂どうが出てきてくれるだけでうれしいとか、座堂に会えたことそのものに感謝してる、ってのもありかな……と」



    

  
    
      



    

  
    
      　自分で言ってから、何だかめちゃくちゃ恥ずかしいことを言ったような気がして、陣じんは顔から火を吹きそうになった。シエラもつられて真まっ赤かになり、うつむいて小さな声で言った。

「……ばか」

　シエラは、ちょっと涙声になっていた。

　ポケットの中にいたトーレムは、完かん璧ぺきに出て行くタイミングを失って、困惑困惑……一見そうは見えないけれども、困惑していた。

「やれやれ、まったく面倒なやつらだ。ソロモンの知恵者などと言いながら、誰だれかのアドバイスが無ければ、心を通わせることすらできないのか。まったく、奴やつらを見ているとイライラする。新あら木き陣が座堂シエラとイチャコラしててもイラつくが、不器用にしててもイラつく。とにかく、あの者どもを見てると超イラつくのだ！」

　ピンクウサギの着ぐるみを着たまま、サロメはぷんすかと手を腰に置く。

「ククク……そういうのをお節介というのですよ、サロメさん」

　聡さと子こは本から視線を移さないまま、静かに笑った。サロメは少々赤くなり、ムッとした表情で彼女をにらむ。

「べ、別にわらわはお節介などしているつもりはない！　あいつらがどうなろうと構わないが、ただあの二人が仲なか違たがいをして国くに津つ神かみとやらが力をつけることになってしまったら、わらわが世界を支配できないではないか。というか、さっきの怪物のようにわらわまで食われてはたまらん」

「世界を支配して、何をするおつもりですか」

「とりあえず、都市部における路面電車の復活だ」

「それって世界の支配者の野望というより、都議会議員とかのマニフェストですよね」

　どこまでも鉄子なサロメに、聡子は微妙に呆あきれながらツッコミを入れる。

「まあ、座ざ堂どう先輩たちに協力するのはやぶさかではありませんよ。安あん藤どうさんが『男子校の文化祭ってみんな騒いでるし行ってみたいけど一人じゃ心細いし恥ずかしい！　ついてきてさとっち！』って言ってるので、今度の日曜日に銀ぎん河が高校の文化祭に行く約束なんです。いま世界が無くなったりしたら、安藤さんとの約束を果たせませんのでね……ククク」

「そなたにとって、世界の存亡より男子校の文化祭なのか」

「というより今は、友情ですかね」

　聡子はニヤリと冷たく笑う。

「『女神の手』の話、いずれサロメさんにもいたしましょう。ゆっくり説明しないと、『明日にも地球が滅びるかもしれない、地球やばい』とサロメさんが激しく狼ろう狽ばいしそうですからね」

「っていうか、ちょっと待て！　明日にも地球が滅びるかもしれないのかっ？　うわーどうすればいいのだっ、地球やばい！」

　聡さと子この予想をまったく裏切らず、サロメが混乱している。聡子は、あくまで冷静にかまえていた。

「新あら木き先輩の『ソロモンの知恵』がそれをどう回避するかが楽しみですよ……わたしには世界中の文献を読みあさっても『正解』がわからなかったわけですからね。まあその前に、この世で一番厄介な『火』である座ざ堂どう先輩をどうにかするのが先決でしょうけど」

「でもでも地球やばいニャロメ！」

「今べつにニャロメネタ振ってません」

　サロメは本格的に混乱して、オレンジ色のネコ耳とシッポを抑えられずにいる。聡子は「まあまあ」と言いながら、サロメの肩をたたいてなだめた。

「それに、『神の火』より先に核戦争とか大量破壊兵器とか、自分で作った『火』で人類は滅びるかもしれませんしね。まあその場合は、人間をそそのかした妖魔ダイモンたちの勝利ということになるんでしょうけど……さてどうなるか？」

「そなたは、涼しい顔でよくもそんな他ひ人と事ごとのように怖いことばっか言えるな」

　サロメは、心配そうな半泣き状態で聡子をにらんだ。

「他人事といえば他人事かもしれませんね。なにせわたしにとって、人類やその歴史というのは何万年もつづく長編小説のようなものなのですから……ククク」

「絶対『神の火』とかじゃなくて、そなたがラスボスであろう？」

　にらむサロメを、聡子は華麗に無視する。

「ぶっちゃけこの何千年、人類というものはときどきあまりにも愚かすぎて、まるで欝展開の小説のようでしてね。こんな糞くそ展開になるならもうこの『本』は破り捨てようかと何度か思ったりもしましたけれども……」

　陣じんとシエラに一度だけ視線を向けると、陣がシエラのメイド服の上から紫色のカーディガンをかけているところだった。

「そうだ、これ本ほん田だが預かってたって……。冷えるから、これ着ろよ」

　ふわり、とカーディガンがシエラの体を優しく温かく包む。シエラはそれを体に巻きつけて、恥ずかしそうに小さな声でたずねた。

「あの……庶民。明日も学校、このカーディガン着てきてくれる……？」

　陣の顔がカッと赤くなった。とまどって、横を見て、ためらって、視線を泳がせ、でもやっぱり思いなおして決意して、真まっ赤かな顔をうつむけ、小さいけれどしっかりした声で、

「あ、ああ。……ペアルックで行こうな」

　と、言った。シエラの表情がそのとき、この世のどんな光よりも明るく輝いた。

「……うん！」

　はじけるように返事をしたシエラの笑顔に、わずかに涙がにじんでいる。

「けれども……なんだかんだで、やっぱり人間というのは面白くて、まだまだ目を離せないわけなんですよ。ククク……」

　聡さと子こは手にしていた読みかけの本を、ぱたりと閉じた。



《完》



    

  
    
      


　　あとがき





　ぷり３読了ありがとうございました！　二〇〇六年の「ぷいぷい！」一巻発売から足かけ五年にわたって続いた「ぷ！」シリーズですが、この巻で大団円となります。

　長年つきあってきた陣じんやシエラや聡さと子こやトーレムとお別れするのは寂しいですが、これだけ長い物語を書きつづけられたのも、ひとえに読者の皆様のおかげです。アジア各国でも翻訳され、マウスパッドなどのグッズも作っていただきました。いつかどこかの国でアニメを作ってくれるとうれしいです。ひとまず、長かったこの五年をふりかえってみたいと思います。

　ぷいぷいシリーズは「ぷいぷい！」全十一巻、「ぷりぷり!!」全三巻のほか、なもり先生作画による漫画版の「ぷいぷい！」全三巻が出ています。漫画版の「ぷ！」は、小説三巻までの内容を抜粋している話と、漫画オリジナルの話があり、最終回はオリジナルのものです。小説版は「ぷ！」七巻までが「聖櫃の妖魔アークダイモン編」、八巻から十一巻までが「夏休み大冒険編」、「ぷ!!」が軽音部編というか「海み松る橿かし編」になります。

　世界史では一番最初に「四大文明」をやりますが、エジプト文明がピラミッドやらミイラやら派は手ですぎて、メソポタミア文明はいまいち地味な存在で、楔くさび形がた文字もエジプトの神聖文字ヒエログリフに名前で負けている気がします。でも古代オリエント文明は世界最古の文明で、バベルの塔や空中庭園など高度な建築、現代に匹敵する収量を誇った農耕技術、電気メッキまで発明されていたわけなので、たまには思い出してあげてください。

　それと「春はる紗しや学園」という命名に関して今まで説明したことがなかった気がしますが、ハルシャ（波斯）とはペルシアのことです。

「ぷいぷい！」に出てきたパルミラさんの名は、シリアに昔あった女王国の名前なのですが、昔大学の友とも達だちがシリアへ旅に出て、お土産に白っぽい土器のかけらをくれました。私がパルミラ遺跡に興味を持っていたので、わざわざ寄ってくれたそうです。パルミラは大規模な開発中で、ブルドーザーが遺跡の上を走り、道路に土器のかけらが散乱して踏みつぶされていたそうです。友達は若くして亡くなりましたが、私の手元にはまだ土器のかけらがあります。それをながめながら、もしお土産にもらった土器のかけらの山の中から魔法のランプが転がりだしてきたら……それが「ぷいぷい！」の一番最初のエピソードにつながりました。この話は「ぷ！」一巻のあとがきに書く予定でしたが、しんみりするので明るい話をと言われ、やっと今回書くことができました。

　なもり先生、素晴らしいイラストと漫画を本当にありがとうございました。読者の皆様も、長い物語につきあってくださってありがとうございました。またいつかお会いできる日を楽しみにしています。

　　二〇一〇年二月

　　夏なつ緑みどり＠さ、寂しくなんかないんだからねっ



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説「ぽいレコ！」（ＨＪ文庫）「化学探偵部ビーカーズ！」（ポプラ社）、漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）「日本の未来はのぞみにおまかせ！」（経産省）、「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）など。

　　お別れするのは寂しいけれどついに大団円です、足かけ５年に渡りご声援ありがとうございました。どんなにきつい進行も皆様のおかげで頑張れました。



　イラスト

　なもり（なもり）

　　富山県出身。６月25日生まれ。

　　最近は急須でお茶を淹れるのがマイブームです。

　　玉露とかルイボス茶とか…おいしいですよね。

　　代表作『ゆるゆり』（百合姫コミックス）



　　公式ＨＰ『ELEGY SYNDROME』

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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